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8 • 15とアジア

フィリピン、シンガポール、マレーシアほか

量豆亘五歪盃l:I:1J\bO).ø:~ðb!~L-C.' : 

.r大東E共栄圏」とアジア
台湾、朝鮮、タイ、フィリピン、沖縄

.アジアから見た8・15

-教科書から侵略の文字が・..

日本の教科書・アジアの教科書

特集

ニ
ホ
ン
語
を
強
い
ら
れ
た
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
h
F

A
「
ア
ジ
ヤ
ワ
ヒ
卜
ツ
」
は
侵
略
の
ス

ロ
ー
ガ

ン

(日
本
占
領
下
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
)



8・15とアジア
37年目の 8月15日は、新たな侵略へのふみ台と、なるだろうか。これ

まで8月15日は「終戦記念日」でしかなカ、った。だが、 1982年、 8月15

日は「戦没者を追悼し平和を祈念する日」となった。この日の実現をめ

さ守して「英霊にこたえる会」は積極的働きかけを行なった。

さらに、この日を制定するにあたり、政府の諮問を受けた江藤淳、曽

野綾子ら 6人で構成された戦没者追悼の日に関する懇談会が報告書を政

府に出し「日」の制定を提言した。

しかし、この報告書は追悼の対象を310万の同胞のみとしており、同じ

「大東亜戦争」で犠牲となった 1800万人とも2000万人ともいわれるアジア

の人々についてはまったく触れていない。

台湾、朝鮮を南進の足がかりとして、「八紘一宇」のスローガンのもと、

アジア統ーをめざし日本が侵略していった国々でどれだけの人々が殺さ

れただろう。現地調達を基本とする日本軍隊の占領で、アジアの国々で

は米、衣類ばかりでなく、人間の労働力も強制的に奪われていった。ま

た、占領地では女性を強姦することは当り前のことであったし、従軍慰

安婦として多くのアジアの女性が戦場に連れていかれた。

本来豊かな自然に恵まれているはずのアジアの民衆は飢えに苦しみ、

着る物に困り、ゴムやバナナの皮をまとった。戦後、連合軍は惇虜虐待

についての厳しい責任追求を行なった。しかし、アジアの民衆が被った

被害についての責任は不問に付されて今日にいたっている。アジアの民

衆を殺した日本の戦争責任は今だに消えてはいない。ロームシャ、

コ一、テンノウへイ力、そういった言葉が今なおアジアの人々の口にの

ぼる。

今、アジア諸国から「歴史をねじ曲げる日本の教科書」という批判の

声が上がっているように、日本の教科書から「侵略」の文字が消されよ

うとし、戦場となった沖縄で'800人の人々が日本軍に虐殺された事実すら

消そうとする動きがおきた。

私たちは歴史の中で日本軍が何をしたのかほとんど学ぶこともないま

ま、今また、買春観光や企業進出とアジアに出かける。またアメリカの

配下のもと、アジアでの軍事一体化を押し進めている日本に対し、かつ

ての「大東E共栄圏」の国々から、その軍備増強に危慎の声があがって
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いる。

私たちは、アジアにおける侵略の実態を明らかにすることなしに、あ

の戦争が何であったのかを把えることはできない。アジアの加害を抜き

にして 8月15日を語ることはできない。戦争とは人を殺しつくすことで

ある。今こそ、戦争への道を歩まないために、アジアの人々と共に連帯

し起ち上がろうではないか。
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ζこ3日;本軍の最大進出線
高 原子爆弾を落された都市、J8本軍の基地
唱曲，連合国軍の基地
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A は日本の敗北を示す
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大
束
亜
I士
ノ、

栄
圏
L.. 

と
ア
内ジ
海ア
愛

子

あ
る
パ
ー
テ
ィ

十
一
月

一日
は
「
文
化
の
刊
」
で
あ
る
。

戦
前
の
教
育
を
受
け
た
人
々
に
は
、
こ
の

日
は
「
川
治
節
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い

る。

一
九
間
二
一

(m凶
)
司
の
こ
の

u、

点
以
、
水
川
町
の
点
条
首
相
広
邸
は
、
本
や

い
だ
蒜
同
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
た
。
じ

力
同
の
同
航
を
め
ぐ
ら
せ
、
花
が
色
ど
ら

れ
た
食
ゃ
に
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
海
戦
、

カ
ダ
ル
カ
ナ
ル
九
撤
退
、
ア
ソ
ツ
向
王
併

と
続
く
敗
け
似
の
屯
く
る
し
さ
は
な
い
。

明
日
か
ら
始
ま
る
「
ト
八
木
亜
会
議
L

に
出

席
す
る
久
日
凶
代
表
が
一
堂
に
会
し
た
パ
ー

テ
ィ
は
、
ビ
ル
マ
の
パ

l
モ
ウ
首
相
の
一五

葉
に
よ
る
と
束
条
首
相
を
中
心
に
、
「
き
わ

め
て
感
動
的
な
非
同
気
を
つ
く
り
出
し
て

い
た
」
と
い
う
。
東
条
は
次
々
と
到
析
す

る
な
行
同
首
脳
の
子
を
提
リ
、
お
五
い
の
紹

介
を
精
力
的
に
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、

〈
東
亜
科
刷
を
指
導
す
る
帝
凶
〉
の
斤
州
と

し
て
東
条
は
侍
立
の
絶
別
に
あ
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。

中
同
凶
民
政
府
行
政
院
院
長
川
防
衛
、

軍
の
宣
伝
す
る
あ
の
戦
争
の
姿
が
は
っ
き

り
描
か
れ
て
い
る
。

だ

い

っ

け

い

お

お

ぎ

み

ツ

h
川

と

わ

「
起
て
一
系
の
大
君
を
光
と
永
久
に

L
A
み
人

'hcと
も

ム

い

つ

載
き
て
臣
民
わ
れ
ら
皆
共
に
御
綾
威

そ

ど

し

し

の

い

ゆ

U
A1
ニ

う

い

え

に
副
わ
ん
大
使
命
征
け
八
紘
を
字
と
な

し

カ

い

ひ

と

ん

九

ぴ

た

ど

へ

い

わ

し
四
海
の
人
を
導
き
て
正
し
き
平
和

た

り

そ
う

は

合

会

か

必

う
ち
建
て
ん
理
想
は
花
と
咲
き
薫
る
」

全
世
界
を
、
大
君
を
い
た
だ
く
大
日
本

の
傘
の
下
に
お
さ
め
、
「
正
し
き
平
和
」

を
つ
く
り
出
そ
う
、
そ
れ
が
天
皇
の
威
光

に
か
な
う
た
め
の
日
本
人
の
大
き
な
使
命

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
ふ
り
返
っ

て
み
る
と
、
「
何
と
馬
鹿
気
た
こ
と
を
」
と

誰
し
も
考
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
多
く
の
日
本
人
が
、
こ
ん
な
歌

詞
に
何
ら
疑
問
を
抱
か
な
か
っ
た
ほ
ど
、

中
阜
の
言
論

・
思
想
統
制
は
徹
底
し
て
い
た
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
が
猷
米
列
強
の
支
配
の
下

に
附
吟
し
て
い
た
こ
と
も
ま
さ
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。

満
州
同
総
則
必
urm
忠
、
タ
イ
の
ワ
ン
・
ワ

イ
タ
ヤ
コ
ン
殿
卜
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
ウ

レ
ル
大
統
領
、
ビ
ル
マ
の
パ
|
モ
ウ
泊
相

そ
し
て
「
白
山
イ

ン
ド
仮
政
府
」
の
的
利

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ

l
ス
。
こ
れ
ら
の
山
阿

古
は
、
い
ず
れ
も
日
本
の
「
大
東
岨
H
(
栄

樹
」
の
る
か
に
つ
く
ら
れ
た
「
カ
イ
ラ
イ

政
的
」
の
指
導
者
た
ち
で
あ
る
。
ボ
|
ス

は
い
米
粂
に
む
か

つ
て
こ
の
パ
ー
テ
ィ
は
「
ひ

と
つ
の
ん
系
候
の
ハ
|
テ
ィ
ー
だ
」
と

H

っ

た
と
い
う
。
ャh
J
一円
で
あ
る
。
ま
さ
に
明
日

か
ら
始
ま
る
「
大
東
亜
会
議
L

は
、
「
大

日
本
務
同
」
を
家
長
と
す
「
家
」
に
組
み

込
ま
れ
た
目
ハ
ヵ
凶
の
「
家
族
会
議
」
を
め

ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
か
「
大
東
山
忙
共
栄
附
」
建
設
の
ヤ
引

の
卜
に
、
出

N
へ
と
校
時
の
歩
を
す
す
め

た
時
、
「
八
紘

.
んT
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
い
た
。

「
八
紘
(
あ
め
の
し
た
)
を
お
お

い
て
山
j
(

い
え
)
と
せ
ん
」
と
い
う
立
昧
だ

が
、
い
ま
夙
に
い
、
え
は
「
附
界
は
つ
、

人
知
は
み
な
兄
弟
」
と
い
う
あ
の
粁
川

A

一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
る
。
こ
の
小
心
に

な
る
の
が
「
万
附
系
」
の
大
h
主
で
あ
り
、

今
の
ベ
ト
ナ
ム
(
仏
領
印
度
と
呼
ば
れ

て
い
た
)
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
、
マ
レ

l
シ

マ
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
イ
ギ
リ
ス
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
(
繭
領

印
度
と
呼
ば
れ
て
い
た
)
は
オ
ラ
ン
ダ
に

そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
と
、

ア
ジ
ア
は
臥
米
の
他
民
地
と
し
て
分
割
統

治
さ
れ
て
い
た
。
独
立
を
求
め
る
声
は
圧

殺
さ
れ
、
列
強
の
支
配
は
「
万
年
統
治
」

を
誇
る
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
の
よ
う
に
ア
ジ

ア
の
民
衆
に
は
映
っ
て
い
た
。
香
港
の
ス

タ
ン
レ

l
刑
務
所
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ

ャ
ン
ギ
刑
務
所
の
偉
容
は
苛
酷
な
イ
ギ
リ

ス
支
配
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

中
国
侵
略
の
穆
着
状
態
を
南
方
侵
略
に

よ
っ
て
打
開
し
よ
う
と
、
軍
が
ア
ジ
ア
に

目
を
む
け
た
時
、
そ
こ
に
は
欧
米
列
強
に

よ
っ
て
ズ
タ
ズ
タ
に
分
断
さ
れ
、
喰
い
あ

ら
さ
れ
た
悲
惨
な
ア
ジ
ア
の
現
実
が
あ
っ

た南
進
す
る
日
本

重
慶
に
退
い
て
日
本
へ
の
抵
抗
を
絞
け

る
終
介
石
政
椛
に
、
米
英
ら
は
物
資
援
助

を
続
け
て
い
た
。
中
回
戦
線
の
泥
沼
を
脱

す
る
た
め
に
も
、
日
本
は
こ
の
援
蒋
ル
ー

ト
を
何
と
か
切
断
し
た
か

っ
た
。
だ
が
、

援
終
ル
ー
ト
を
断
つ
た
め
に
は
イ
ギ
リ
ス

と
の
対
決
は
さ
け
ら
れ
な
い
。
一

九
問
。

(
昭
日
)
年
六
月
、
日
本
の
外
務
省
は
ビ
ル

マ
と
香
港
経
由
の
援
純
物
資
輸
送
停
止
を

駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
に
巾
入
れ
て
い
る
。

そ
の
犬
山
市
を
い
た
だ
く
「
神
同
日
本
」

と

い
う
の
で
あ
る
。

米
条
に
と
っ
て
、
「
大
東
叫
ん
五
議
」
は
日

本
の
い
は
時
を
A
n
m
化
す
る
た
め
に
も
、
是

非
と
も
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
夜
然
の
パ
ー
テ
ィ
で
、
一
小
愛
恕
な
'
中
人

以
条
が
、
叫
帆
.

U
仲
の
変
位
を
ふ
リ
ま
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
芥
坊
に
必
似
で
き
る
。

こ
の
山
に
参
山
し
た
外
川
の
片
脳
は
、
九

件
の
川
ル
い
と
升
川
算
を
胸
に
、
「
入
米
品
川
共
栄

凶
問
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
之
川
を
、
』
(
に

出
じ
る
役
名
で
あ
る
。
い
米
条
は
ん
仁
権
力
を

・
山
手
探
す
る
「
J
m
u
k
」
と
し
て
山
(
刊
が
あ

っ

た
の
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
現
実

ト

一
一
川
行
、
六
日
の
一
一

u問
、
「
大
点
。
帆

会
議
」
が
怖
凶
議
が
wV
で
聞
か
れ
た
。
会

議
の
U
H
鋭
で
、
十
米
条
は
「
英
米
の
い
う
附

仰
い
平
和
と
は
、
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
に
お
い

て
の
制
民
地
凶
作
取
の
永
続
化
、
そ
れ
に
よ

る
利
己
的
秋
山
吋
の
維
持
に
は
か
な
ら
な
い
」

と
出
説
、

U
本
こ
そ
そ
の
解
放
折
で
あ
リ

独
L
M
を
版
刷
す
る
者
だ
と
焔
剥
し
た
。

仏
印
ル

l
ト
を
断
絶
す
る
た
め
に
監
視

員
を
ハ
ノ
イ
に
送
っ
た
り
も
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
自
ら
が
引
き
起
し
た
中
国
侵
略

を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本
は
蒋
介
石

政
権
を
支
援
す
る
列
強
と
の
対
決
へ
と
ひ

き
ず
り
こ
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四

O
(昭
日
)
年
七
月
二
八
日
か
ら

三
日
間
、
日
本
軍
は
南
部
仏
印
へ
兵
を
進

め
た
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
軍
の
こ
の
行
動

に
対
し
て
対
日
石
油
輸
出
全
面
停
止
を
発

表、

こ
れ
は
石
油
の
八

O
%
を
ア
メ
リ
カ

に
依
存
し
て
い
た
当
時
の
日
本
に
は
衝
撃

的
な
出
来
事
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
と
の
戦

争
状
態
は
何
と
か
回
避
す
べ
く
日
米
交
渉

を
続
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

中
国
大
陸
か
ら
の
日
本
軍
の
撤
収
、
務
介

石
政
権
支
持
、
満
州
国
の
否
認
を
主
張
す

る
ア
メ
リ
カ
の
要
求
は
、
日
本
軍
に
は
絶

対
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

「
英
益
」
の
賞
い
血
で
賄
っ
た
「
満
州
」
の

地
を
、
む
ざ
む
ざ
と
あ
け
わ
た
す
こ
と
な

ど
と
う
て
い
出
来
な
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
「
満
州
」
を
あ
け
わ

た
し
、
中
国
か
ら
徹
兵
し
な
い
限
り
、
米

英
と
の
戦
争
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
判
断

が
次
第
に
日
本
軍
の
な
か
で
回
め
ら
れ
て

い
く
。

A
B
C
D
包
副
網
の
な
か
で
、
日

本
は
「
自
存
自
衛
の
た
め
に
戦
争
も
辞
せ

ず
」
と
の
選
択
に
傾
い
て
い

っ
た。

(
A

は
ア
メ
リ
カ
、

B
は
イ
ギ
リ
ス
、

cは
中

刷、

D
は
オ
ラ
ン
ダ
を
指
す
)

日
本
市
の
中
凶
し
入
院
へ
の
似
略
が
招
い

ト
巾
ぃ
刀
資
川
仰
の
叫
間
保
と
緩
粋
ル

l
卜
(
中
凶

で
抗
日
戦
線
を
築
き
日
本
市
に
執
助
に
紙

坑
す
る
作
介
石
へ
の
述
A
H
阿
に
よ
る
媛
助

物
資
の
輸
送
ル

l
卜
)
切
断
を

U
的
と
し

た
ア
ジ
ア
U
M
M
町
が
凡
引
に
「
解
放
者
」
に

す
り
か
わ

っ
て
い
る
。
欧
米
の
支
配
に
と

っ
て
代
る
日
本
の
ア
ジ
ア
支
配
が
「
鉄
鎖

の
以
を
解
放
す
る
」

正
義
の
支
配
と
で
も

い
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ま
や
か
し
は
、

U
M附
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
川
々
に
宵

μさ
れ

た
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
同
以
を
戦
争
へ

日

N
Hす
る
子
段
と
し
て
も
卜
一
一
分
に
川
川

さ
れ
た
。
日
本
'
中
に
似
附
附
さ
れ
た
ア
ジ
ア

の
同
々
で
は
、
食
焔

・
人
的
資
似

の
強
制

以
台
や
徴
川
が
行
な
わ
れ
、
ぃ
市
殺
、
強
k
州、

必
作
も
な
什
地
で
起
き
て
い
た
。
日
本
が
解

欣
お
な
ど
で
は
な
く
新
た
な
支
配
名
で
あ

る
こ
と
を
、
ア
ジ
ア
の
人
々
は
被
支
配
の

体
験
を
過
し
て
早
々
と
見
抜
い
て
い
た
。

だ
が
、

'ψ
の
4

日一

μ
に
川
ら
さ
れ
た
日
本
人

が
戦
予
の
点
の
安
を
知
っ
た
の
は
敗
戦
後

で
あ
る
の
A
r
な
お
、
ア
ジ
ア
の
人
々
の

日

に
の
ぼ
る
「
見
よ
米
海
の
笠
あ
け
て
」

で
始
る
「
愛
同
行
進
出」

の
批
判
一
一
系
に

4 

た
こ
の
穆
養
状
態
を
、
撤
兵
で
は
な
く
さ

ら
な
る
侵
略
で
解
決
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
の
が

一
九
四

一
(
昭
日
)
年
九
月
六

日
の
「
御
前
会
議
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

一
O
月
下
旬
を
目
途
と
し
て
対
米
、
英
、

蘭
と
の
戦
争
準
備
を
完
了
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。

対
米
戦
争
も
辞
せ
ず
と
大
見
え
を
切
っ

た
も
の
の
、
日
本
は
石
油
を
は
じ
め
と
す

る
主
要
資
源
を
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
て
い

た
。
戦
争
な
ど
出
来
る
状
態
で
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
に
か
わ
る
資
源
の
供
給
先
と
し

て
、
日
本
軍
が
熱
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
た

の
が
蘭
印
(
今
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)
で
あ

る
。
蘭
印
に
は
石
油
も
あ
る
。
ボ
ー
キ
サ

イ
ト
も
ゴ
ム
も
あ
る
。
蘭
印
さ
、
ぇ
押
え
れ

ば
何
と
か
戦
争
は
出
来
る
、
「
自
存
自
衛
」

の
対
英
米
戦
争
は
資
源
確
保
の
南
進
に
よ

っ
て
の
み
可
能
と
な
る
と
軍
は
、
ふ
ん
だ

の
で
あ
る
。

中
国
侵
略
は
、
今
や
南
方
の

軍
事
侵
略
へ
と
拡
大
し
て
い
か
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
。
そ
の
南
方
各
地
は
、
殴
米

列
強
の
植
民
地
統
治
下
に
あ
っ
た
。
そ
の

地
を
欧
米
に
か
わ

っ
て
新
た
に
日
本
が
占

領
し
、
日
本
の
鉄
鎖
に
つ
な
き
と
め
よ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。

-5-

「
大
東
亜
戦
争
」
の
開
始

ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
奇
襲
で
始
ま
っ
た
戦

争
を
、
日
本
は
「
大
東
亜
戦
争
」
と
称
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ
れ
は
「
大
東
亜

新
秩
序
建
設
を
目
的
と
す
る
戦
争
に
な
る



こ
と
を
意
味
す
る
」
と
い
う
。

こ
の
戦
争
は
「
支
部
撤
兵
」
を
求
め
ら

れ
た
日
本
が
、
「
自
存
自
衛
」
と
称
し
て
米

英
に
し
か
け
た
戦
い
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

「
東
亜
解
放
」
は
戦
争
遂
行
の
方
弁
と
し

て
利
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
真
珠

湾
奇
襲
の
成
功
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ

l

半
島
占
領
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
、
ス
マ

ト
ラ
・
ジ
ヤ
ワ
占
領
と
思
い
が
け
な
い
緒

戦
の
勝
利
の
連
続
に
、
軍
も
政
府
も
「
大

東
亜
共
栄
圏
」
の
確
立
の
幻
想
を
本
気
で

抱
い
た
よ
う
だ
。
東
条
首
相
は
一
九
四
二

年
一
月
に
再
開
さ
れ
た
第
七
九
帝
国
議
会

の
施
政
演
説
で
、
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
の

方
針
を
執
拘
に
く
り
返
し
た
。
そ
し
て
日

本
の
南
進
と
占
領
は
、
「
植
民
地
解
放
」
を

大
義
名
分
と
し
て
打
出
す
こ
と
に
よ
っ
て

新
た
な
局
面
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
国
民
を
「
新
た
に
興
す
大
ア
ジ
ア
」

の
大
義
た
め
に
総
動
員
し
て
い
っ
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
植
民
地
か
ら
の
解
放
を
求

め
る
ア
ジ
ア
の
指
導
者
の
な
か
か
ら
も
呼

応
す
る
動
き
が
生
ま
れ
た
。

イ
ン
ド
独
立
を
求
め
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
・

ボ
l
ス
、
蘭
印
の
ス
カ
ル
ノ
、
ビ
ル
マ
の

パ
l
モ
ウ
:
・
ア
ジ
ア
の
独
立
運
動
の
闘
士

た
ち
は
日
本
の
武
力
を
テ
コ
に
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
の
櫨
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
計
っ

た
。
永
年
の
欧
米
帝
国
主
義
列
強
に
搾
取

し
つ
く
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
民
衆
が
、
自
分

た
ち
と
同
じ
肌
を
し
た
日
本
人
に
解
放
者

の
姿
を
見
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

美
し
い
言
葉
の
裏
に
あ
る
日
本
の
真
意

を
露
呈
し
た
の
が
、
会
議
終
了
後
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
会
場
だ
っ
た
。
大
東
亜
会
館
の

宴
会
場
に
は
、
モ
ザ
イ
ク
ス
タ
イ
ル
で
大

東
亜
共
栄
圏
の
地
図
が
掛
か
れ
て
い
た
。

し
か
も
日
本
の
勢
力
範
囲
は
赤
タ
イ
ル
で

浮
き
あ
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
大
東
亜
各
国
協
同
し
て
」
な
ど
と
い

う
が
、
実
態
は
属
国
、
す
な
わ
ち
日
本
の

構
民
地
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
モ
ザ
イ
ク
地

図
が
何
よ
り
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
た
。

赤
タ
イ
ル
に
色
ど
ら
れ
た
自
国
の
姿
を
目

に
し
た
「
大
東
亜
各
国
」
の
指
導
者
は
何

を
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

は
、
ど
ん
な
美
辞
で
飾
ら
れ
よ
う
と
も
、

米
英
に
か
わ
っ
て
、
ア
ジ
ア
を
日
本
の
植

民
地
統
治
下
に
お
く
'
」
と
を
意
味
す
る
。

一
時
的
で
は
あ
っ
た
が
、
破
竹
の
勢
い
で

進
む
日
本
軍
の
南
進
は
、
ア
ジ
ア
解
放
の

幻
想
を
、
日
本
人
に
も
ア
ジ
ア
の
民
衆
に

も
与
え
た
の
で
あ
る
。
独
立
運
動
の
闘
士

た
ち
は
、
こ
の
機
会
を
生
か
し
て
独
立
を

達
成
し
よ
う
と
策
を
練
っ
た
。
民
衆
は
初

め
て
知
っ
た
「
解
放
」
の
喜
び
に
民
族
独

立
の
魂
を
は
ぐ
く
ん
で
い
っ
た
。
日
本
の

南
進
は
、
永
年
の
欧
米
ア
ジ
ア
支
配
の
構

造
を
流
動
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

日
本
が
朝
鮮
・
台
湾
を
中
国
大
陸
や
南
進

の
基
地
と
し
て
収
奪
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
指
導
者
た
ち
に
も
日

本
の
占
領
の
意
図
が
見
え
た
は
ず
だ
。
南

進
す
る
日
本
軍
の
な
か
に
植
民
地
の
台
湾

人
・
朝
鮮
人
兵
士
も
い
た
。
日
本
の
占
領

に
よ
っ
て
「
人
的
資
源
」
の
活
用
の
名
の
も

と
に
強
制
徴
用
、
徴
兵
が
あ
り
う
る
こ
と

も
わ
か
っ
た
は
ず
だ
。
冷
静
に
考
え
れ
ば
、

日
本
軍
の
南
進
は
、
対
米
英
と
の
「
自
存

自
衛
」
の
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
の
人
的

.
物
的
資
源
の
調
達
を
目
的
と
す
る
新
た

な
植
民
地
支
配
で
あ
る
こ
と
も
は
っ
き
り

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
、
「
ア
ジ
ア
解
放
」
が
単
な
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
日
本

に
賭
け
た
独
立
運
動
家
た
ち
も
い
た
。
そ

れ
ほ
ど
列
強
の
支
配
は
ア
ジ
ア
の
上
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
り

あ
え
ず
、
日
本
軍
の
力
を
利
用
し
て
欧
米

を
追
い
出
し
、
や
が
て
日
本
を
追
い
出
し

て
独
立
を
か
ち
と
る
。
日
本
は
そ
の
過
波

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ビ
ル
マ
の
よ
う
に
時
に
は

独
立
を
認
め
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ

れ
は
日
本
製
独
立
国
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は

当
事
者
が
何
よ
り
も
知
っ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。虚
構
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
は
一
九
四
五

(
昭
初
)
年
八
月
一
五
日
を
も
っ
て
つ
い
え

去
っ
た
。
日
本
の
敗
戦
後
、
欧
米
帝
国
主

義
列
強
は
再
ぴ
ア
ジ
ア
へ
侵
略
の
歩
を
進

め
た
。
だ
が
、
日
本
占
領
に
よ
る
支
配
の

流
動
化
は
、
ア
ジ
ア
に
新
し
い
動
き
を
生

み
出
し
て
い
た
。
欧
米
の
再
侵
略
に
武
器

を
と
っ
て
起
ち
上
が
る
固
さ
え
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
の
民
衆
は
、
欧
米
植
民
地
支
配
の

下
に
再
ぴ
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
拒
否
し

て
戦
い
に
参
加
し
て
い
っ
た
。
独
立
を
求

め
て
幾
多
の
人
々
が
そ
の
熱
い
血
を
大
地

期
の
支
配
者
と
し
て
利
用
す
る
。
ス
カ
ル

ノ
に
も
ボ

l
ス
に
も
、
日
本
に
協
力
し
な

が
ら
、
胸
中
に
は
燃
え
あ
が
る
烈
烈
た
る

思
い
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
「
い
つ
の
日

か
、
こ
の
手
で
民
族
の
独
立
を
/
・
」
と
の

思
い
が
。

日
本
軍
の
南
進
の
意
図
を
見
抜
き
、
抗

日
運
動
に
起
ち
上
っ
た
人
々
も
多
い
。
日

本
の
占
領
中
に
弾
圧
さ
れ
な
が
ら
も
地
下

運
動
を
ね
ば
り
強
く
続
け
て
き
た
抗
日
独

立
運
動
の
闘
士
た
ち
。
か
れ
ら
こ
そ
独
立

を
担
っ
た
闘
士
と
し
て
真
に
称
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ

1
・

チ
ミ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
フ
ク
パ
ラ
・
ハ

ッ
プ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
タ
ン
・
マ
ラ
カ

・
:
。
だ
が
、
歴
史
の
女
神
は
、
常
に
闘
う

人
々
に
徴
笑
み
か
け
る
と
は
限
ら
な
い
。

妥
協
な
き
闘
い
に
は
抑
圧
も
ま
た
厳
し
い
。

タ
ン
・
マ
ラ
カ
が
日
本
占
領
中
の
ジ
ャ
ワ

で
、
地
下
に
も
ぐ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
に
対
し
、
ス
カ
ル
ノ
は
、
日
本
軍
に
協

力
し
な
が
ら
時
期
を
待
っ
た
。
そ
し
て
、

日
本
の
敗
戦
で
政
治
の
表
舞
台
に
躍
り
出

た
の
は
、
ス
カ
ル
ノ
た
ち
だ
っ
た
。
独
立

を
め
ざ
し
な
が
ら
も
日
本
軍
と
ど
の
よ
う

な
関
係
を
維
持
す
る
の
か
、
抗
日
か
日
本

軍
へ
の
協
力
か
。
ア
ジ
ア
の
独
立
逆
動
指

導
者
の
内
部
で
は
、
日
本
軍
政
を
輸
に
、

は
げ
し
い
緊
張
と
独
立
へ
の
胎
動
が
生
ま

れ
て
い
た
。
「
解
放
者
」
を
気
ど
る
日
本

人
に
、
ア
ジ
ア
の
地
下
に
流
れ
る
独
立
へ

の
底
流
が
ど
れ
だ
け
見
え
て
い
た
の
だ
ろ

に
流
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
独
立
運
動
で

艶
れ
た
先
達
を
悼
む
人
々
の
声
を
、
私
た

ち
は
今
な
お
ア
ジ
ア
の
各
地
で
耳
に
す
る
。

戦
後
ア
ジ
ア
の
独
立
は
、
ま
ぎ
れ
も
な

く
ア
ジ
ア
の
民
衆
が
自
ら
の
手
で
克
ち
と

っ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
東
条
の
「
大

東
亜
共
栄
圏
」
の
亡
霊
は
、
今
な
お
日
本

人
の
間
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

日
本
が
再
ぴ
ア
ジ
ア
へ
侵
略
|
経
済
と
い

う
名
の
侵
略
1

を
開
始
し
た
現
在
、
か
つ

て
の
大
義
名
分
は
「
援
助
」
や
「
協
力
」

の
名
に
か
わ
っ
て
い
る
。
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

芝
居
に
カ
イ
ラ
イ
政
府
の
指
導
者
が
演
じ

た
役
割
を
、
今
ま
た
ア
ジ
ア
の
独
裁
政
権

の
指
導
者
が
演
じ
て
い
る
。
そ
の
タ
イ
ト

ル
は
「
開
発
」
や
「
近
代
化
」
と
変
つ
て

は
い
る
が
:
:

台
湾
に
お
け
る

戦
時
動
員
体
制
づ
く
り
と
女
た
ち
と
み
ざ
わ
よ
し
二

日
本
の
「
近
代
化
」
と
「
膨
脹
政
策
」

と
は
一
心
同
体
だ
っ
た
。
日
本
の
侵
略
支

配
の
歴
史
は
、
沖
縄
を
領
有
し
、
台
湾
を

植
民
地
統
治
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

台
湾
統
治
五

O
年
の
問
、
台
湾
の
中
国
人
、

高
山
族
(
以
下
両
者
含
め
て
台
湾
人
と
い

う
)
に
対
す
る
社
会
構
造
の
破
壊
、
経
済

的
略
奪
は
、
戦
争
の
拡
大
に
従
い
、
民
族

の
文
化
、
伝
統
を
抹
殺
す
る
ま
で
い
き
つ

い
た
。
一
九
三

0
年
代
か
ら
推
進
さ
れ
た

皇
民
化
政
策
が
そ
れ
で
あ
る
。
言
語
を
う

ば
い
、
徹
底
し
た
精
神
の
服
従
を
日
本
民

族
優
位
の
も
と
に
強
い
て
い
っ
た
。
こ
の

統
治
施
策
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
な
わ

れ
、
そ
し
て
そ
の
中
で
女
た
ち
は
ど
う
翻

弄
さ
れ
て
生
き
た
の
か
。
限
ら
れ
た
資
料

を
も
と
に
追
っ
て
み
た
い
。

一
、
台
湾
の
南
進
基
地
化

日
本
に
よ
る
台
湾
侵
略
の
歴
史
は
、
近

代
史
の
略
、
「
近
代
化
」
の
方
策
も
定
ま

っ
て
い
な
い
一
八
七
四
年
(
明
治
七
年
)

の
台
湾
出
兵
に
始
ま
る
。
三
年
前
の
沖
縄

島
氏
の
殺
害
を
根
拠
と
し
た
そ
の
出
兵
は

沖
縄
を
強
行
に
日
本
国
土
に
組
み
入
れ
る

過
程
と
結
び
つ
き
台
湾
東
部
の
領
有
を
は

う
か
。

「
大
東

E
共
同
宣
言
」

「
大
東
亜
会
議
」
は
六
日
、
「
共
同
宣
言
」

を
満
場
一
致
で
採
択
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

宣
言
は
五
つ
の
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
前
文
は
東
条
首
相
の
得
意
満
面
の
笑

が
見
え
て
き
そ
う
な
ほ
ど
、
空
虚
な
美
静

で
飾
ら
れ
て
い
る
。

「
抑
々
世
界
各
国
が
各
其
の
所
を
得
相

侍
り
相
扶
け
て
万
邦
共
栄
の
楽
を
借
に
す

る
は
世
界
平
和
確
立
の
根
本
要
義
な
り

然
る
に
米
英
は
自
国
の
繁
栄
の
為
に
は

他
国
家
他
民
族
を
抑
圧
し
特
に
大
東
亜
に

対
し
て
は
飽
く
な
き
侵
略
搾
取
を
行
い
大

東
亜
隷
属
化
の
野
望
を
這
う
し
遂
に
は
大

東
亜
の
安
定
を
根
紙
よ
り
覆
さ
ん
と
せ
り

大
東
亜
戦
争
の
原
因
絃
に
存
す

大
東
亜
各
国
協
同
し
て
大
東
亜
を
米
英

の
恒
袷
よ
り
解
放
し
て
其
の
自
存
自
衛
を

全
う
し
左
の
綱
領
に
基
き
大
東
亜
を
建
設

し
以
て
世
界
平
和
の
確
立
に
寄
与
せ
ん
、
』

と
を
期
す
」

南
進
が
「
大
東
亜
の
解
放
者
」
と
す
り

か
わ
り
、
大
東
亜
戦
争
が
米
英
の
侵
略
搾

取
へ
の
戦
い
と
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
宣
言
に
は
日
本
の
侵
略
が
見
事
に
穏
さ

れ
て
い
る
。
一
正
精
衛
や
張
景
恵
の
演
説
は

他
の
出
席
者
の
な
か
で
も
特
に
空
々
し
く
、

H
本
の
カ
イ
ラ
イ
国
家
の
宿
命
と
も
一
一
一
一
同
う

べ
き
阿
訣
追
従
に
み
ち
た
も
の
だ
っ
た
と

い、
7
0

『

!
!
!
!
!
1
1
!
!
!
!
!
!
!
J

一

大

東

亜

共

同

宣

言

一

一
(
大
東
亙
会
蛾
・
一
九
四
三
年
)
…

一
一
、
大
東
霊
各
国
は
協
同
し
て
大
東
亜
の
一

一
安
定
を
確
保
道
義
に
基
く
共
存
共
栄
一

一

の

秩

序

を

建

設

す

。

一

一
一
、
大
東
亜
各
国
は
相
に
自
主
独
立
を
尊
』

一
重
し
互
助
教
睦
の
実
を
挙
げ
大
東
量
一

一

の

親

和

を

稽

立

す

。

一

一
一
、
大
東
亜
各
国
は
相
互
に
其
の
伝
統
を
一

一

尊

重

L
各
民
族
の
創
造
性
を
仲
暢
L

一

一
大
東
亜
の
文
化
を
昂
揚
す
。
一

一
一
、
大
東
霊
各
国
は
互
患
の
下
緊
密
に
捷
一

一
携
し
其
の
経
済
発
展
を
図
り
大
東
豆
町

一

の

繁

栄

を

増

進

す

。

日

一
一
、
大
東
亜
各
国
は
万
邦
と
の
交
誌
を
篤
一

F

う
し
人
種
的
差
別
を
撤
廃

L
普
〈
文
一

一
化
を
交
流
し
進
ん
で
資
源
を
開
放
し
一

』
以
て
世
界
の
進
軍
に
貢
献
す
。
一

r
E
i
S
E
t
-
E
p
i
t
-
-
-
-
-
-
-
E
・I・--I'・k

か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
日
清
戦

争
の
戦
利
品
と
し
て
正
当
化
さ
れ
た
強
奪

に
よ
っ
て
台
湾
が
日
本
軍
政
下
に
お
か
れ

る
ど
、
民
衆
に
対
す
る
徹
底
武
力
弾
圧
の

行
為
は
「
植
民
」
と
「
開
化
」
の
た
め
の

必
要
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
ば
か
る
こ
と

な
く
な
さ
れ
た
。

第
一
次
大
戦
が
始
ま
る
一
九
一
四
年
ま

で
の
台
湾
統
治
は
「
民
生
の
充
実
と
安
定
」

が
課
題
と
さ
れ
た
。
そ
の
聞
は
武
力
支
配

の
も
と
で
、
戸
口
調
査
、
土
地
繋
理
事
業
、

旧
慣
行
調
査
、
そ
し
て
米
・
砂
糖
業
の
育

成
を
名
目
に
日
本
か
ら
資
本
を
入
れ
て
台

湾
人
を
糖
業
労
働
者
へ
と
か
え
て
ゆ
く
農

業
収
奪
中
心
の
政
策
だ
っ
た
。
日
本
支
配

-6一-7-
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ええ

層
に
と
っ
て
、
台
湾
の
地
位
が
重
要
と
な

る
の
は
、
「
南
進
」
が
国
策
と
な
る
昭
和

十
年
代
(
一
九
三
五
年
以
降
)
の
こ
と
で

一
九
四

一
年
に
閣
議
決
定
で
、
「
南
方
政

策
に
お
け
る
台
湾
の
地
位
に
関
す
る
件
」

が
確
認
さ
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
の
資
源
確
保

の
た
め
の
基
地
と
し
て
台
湾
の
役
割
が
公

認
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
聞
に
、
台
湾
で

は
抗
日
運
動
は
分
断
さ
れ
、
大
中
地
主
層

は
地
方
自
治
を
許
さ
れ
、

一
方
民
族
解
放

運
動
を
に
な
う
人
々
に
は
弾
圧
が
加
え
ら

れ
て
い
た
F

台
湾
が

「南
方
に
お
け
る
前
進
基
地
」

と
し
て
活
用
さ
れ
る
際
、
ま
ず
最
も
重
要

な
資
源
と
し
て
着
目
さ
れ
た
の
が
、
人
的

資
源
で
あ
っ
た
。
「
そ
の
量
は
内
地
人
七

千
万
、
朝
鮮
人
の

二
千
数
百
万
人
に
比
べ

丹"も

土山凡;..~，;:.~-;ぜ
引
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す
る
」
と
、

中
凶
へ
の
出
兵
を
正
当
な
行

為
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
事
実
に
も
と

つ
く
正
し
い
情
報
か
と
さ
さ
れ
て
い
る
中

で
、
台
湾
人
の
あ
る
者
た
ち
は
、
そ
の
中

同
語
力
を
も

っ
て
、
大
陸
へ
も
動
員
さ
れ

つ
ま
り
同
胞
と
戦
う
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。

兵
士
と
し
て
、
徴
用
し
る
か

っ
た
の
は
、

直
接
台
湾
人
に
銃
を
持
た
せ
て
寝
返
る
、
」

と
を
お
そ
れ
た
か
‘
円
で
あ
っ
た
。
一

五
年

戦
争
で
、
車
夫
、
軍
属
、
軍
人
と
し
て
狩

り
出
さ
れ
た
台
湾
人
は
、
約
六

O
万
七
千

人
と
い
わ
れ
て
い
る
。

南
方
戦
域
は
直
接
、
台
湾
人
に
銃
を
与

え
る
場
の
山
川
切
だ

っ
た
。
青
年
間
川
に
は
直

接
的
な
戦
力
増
強
の
た
め
の
機
関
と
し
て
、

青
年
学
校
を
設
立
、
よ
り
年
若
い
用
に
対

し
て
は
、
皇
民
錬
成
所
を
五
千
余
力
所
設

置
し
、
内
五
日
比
教
育
を
粁
者
た
ち
に
は
ど
こ

す
こ
と
が
全
仏
に
わ
た
り
徹
底
さ
れ
て
い

っ
た
。
し
か
し
、
山
J

民
奉
公
起
動
遂
れ
の

う
、
え
か
ら
、
見
す
ご
し
て
お
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
、
が
ん
こ
で
昏
迷
な
婚
と
み

ら
れ
て
い
た
火
性
た
ち
だ
っ
た
。

三
、
動
員
さ
れ
る
女
た
ち

い
く
ら
山
下
校
や
職
場
組
織
で
け
本
語
を

強
川
し
で
も
、
家
・
妊
に
い
て
川
態
依
然
と

し
て
い
る
久
た
ち
に
よ

っ
て
、
山
氏
化
が

は
ば
ま
れ
て
い
る
と
、
し
ば
し
ば
統
治
名

が
も
げ
い
て
い
る
。
こ
の
久
の
引
け
以
の
た

め
に
と
ら
れ
た
応
策
の
小
で、

日
本
人
の

女
が
判

っ
た
点
任
と
役
刑
は
大
き
い
。

台湾の女性仁けに出版された本

極
め
て
貧
弱
で
あ
る
が
、
統
治
以
後
二
倍

と
な
り
、
増
殖
力
が
め
ざ
ま
し
い
の
で
将

米
性
が
あ
る
」
と
統
治
者
に
よ

っ
て
分
析

さ
れ
た
六

O
O万
の
中
国
人
と
問
。
万
の

日
本
人
、

一
六
万
の
高
山
族
を
い
か
に
活

用
す
る
か
。
そ
し
て
遅
れ
た
、
未
開
発
の

資
源
で
あ
る
女
性
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
か
を
、
こ
の
頃
統
治
者
は
論
じ
て
い
る
。

国
防
要
員
と
生
虐
要
員
と
し
て
、
ど
う
し

て
も
こ
の
人
的
資
源
は
命
令
に
服
従
し
、

生
命
を
捨
て
る
こ
と
に
諾
と
す
る
人
間
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
い
か
に
そ

う
い
う
人
間
を
つ
く
る
か
。
こ
の
工
作
の

た
め
に
行
な
わ
れ
た
の
が
皇
民
化
巡
動
で

ゐ
め
ヲ
心
。

二
、
皇
民
奉
公
運
動
の
展
開

一
九
四

一
年、

H
中
戦
争
か
ら
大
平
洋

戦
争
へ
と
戦
域
を
拡
大
さ
せ
た
こ
の
年
に
、

「皇
民
奉
公
会
」
が
発
会
し
、
そ
の
直
後
に

は
志
願
兵
制
の
実
施
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
皇
民
奉
公
運
動
は
そ
れ
ま
で
の
皇
民

化
運
動
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
全
島
ヘ

及
ぶ
機
構
を
未
端
ま
で
は
り
め
ぐ
ら
せ
た

も
の
だ
っ
た
。
こ
の
運
動
を
日
本
内
地
で

行
な
わ
れ
て
い
る
大
政
索
、
韓
日
運
動
の
台
湾

版
で
あ
る
と
規
定
し
な
が
ら
も
、
台
湾
に

お
け
る
運
動
の
特
色
と
し
て
、
内
・
台

・

高

『三
兄
弟
』
(
内
地
人

1
日
本
人
、
台
湾

人

1
中
国
人
、
尚
砂
〔
古
同
山
〕
族
)
の
融
和

に
よ
る

『台
湾

一
家
』
の
建
設
が
強
調
さ

れ
た
。
運
動
の
三
大

U
標
に
は
、
訓
練
、

内平
一民
挙
公
会
の
組
織
の
中
で
、
運
動
の

中
核
と
し
て
位
地
づ
け
ら
れ
た
も
の
に
、

村
傾
倶
楽
部
が
あ
る
。
未
川
町
有
識
女
性
の

結
合
体
と
し
て
、
六
七
回
、

一一
九
八
三
人

の
女
が
参
加
し
、
女
た
ち
へ
の
働
き
か
け
、

宣
伝
に
効
果
を
あ
げ
た
と
い
う
。
ま
た
、

奉
公
会
の
中
の
文
化
同
体
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
大
日
本
州
人
会
台
湾
本
部
(
会

員、

二
-

万
八
千
名
|
愛
同
州
人
会
と

同
防
相
町
人
会
を
統
合
)
で
は
、

一
九

O
同

年
以
降
、

一
貫
し
て
軍
事
後
援
卒
業
の
活

動
を
し
て
き
た
実
績
に
も
と
づ
い
て
、
授

産
活
動
や
神
棚
設
置
を
推
進
す
る
担
い
手

と
な

っ
た
。

東
南
ア
ジ
ア

一
帯
へ
の
戦
域
が
拡
大
す

る
に
し
た
が
い
、
台
湾
は
兵
刈
補
給
基
地

と
自
給
自
足
、
工
業
化
が
使
命
と
な
り
、

男
が
兵
員
、
東
南
ア
シ
ア
文
配
の
工
作
一安

以
と
し
て
供
山
さ
せ
ら
れ
て
ゆ
く
と
、
従

米
、
女
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
た
役
割
に

変
則
に
か
せ
ま
ら
れ
た
。
引
の
い
な
く
な
っ

た
生
産
労
働
の
場
を
補
山
元
し
、
新
た
ら
一
中

市
産
業
へ
入
り
、
か
つ
銃
後
の
家
を
文
え

る
担
い
手
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
民
業
労

働
に
対
し
て
は
、
女
「
勤
労
本
仕
隊
や
部

治
ご
と
の
女
イ
別
応
隊
を
組
織
し
、
職
場

で
は
、
引
「
行
年
の
就
労
を
然
J
H
し、

k

f
に
よ
る
代
比
九円
が
実
胞
さ
れ
た
。
e

九
問

問
年
に
-
じ
峨
科
を
引

f-小
山必中
I
と
指
定

し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
-
力
五
千
人
の
ぷ
い

川
「
に
か
わ

っ
て
火
が
就
労
し
た
と
い
う
。

そ
の
職
桁
と
そ
れ
ぞ
れ
の
転
進
名
数
は

卜

増
産
、
銃
後
生
活
が
か
か
げ
ら
れ
た
。
こ

の
皇
民
化
運
動
が
、
朝
鮮
、
満
州
に
お
け

る
そ
れ
と
比
較
し
て
ま
さ

っ
て
い
る
と
台

湾
統
治
者
に
自
負
さ
せ
た
も
の
は
、
組
織

化
と
、
台
湾
人
を
登
用
し
た
臼
発
性
の
鼓

舞
だ

っ
た
。

「
朝
鮮

『同
氏
総
力
聯
刷
出
』
は
愛
凶
庇

に
宅
る
ま
で
組
織
整
備
し
、
然
も
行
政
と

二
位

一
体
と
な
っ
て
い
る
点
、
相
共
に
外

地
型
機
怖
の
特
質
を
顕
示
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
限
り
に
於
て
恵
ま
れ
た
る

地
盤
を
持
つ
わ
け
で
あ
る
が
、
機
構
が
行

政
に
一偏
り
気
味
な
の
は
同
氏
運
動
の
観
点

に
立
つ
限
り
未
し
の
感
が
深
い
。
:
:
:

満
州
帝
国
に
於
け
る
同
民
隣
保
組
織
は

直
ち
に
協
和
会
機
精
と
な
り
、
え
な
い
。
・:

か
く
し
て
、

ι

長
泰
運
動
の
成
功
は
組
織
化

の
完
備
、
特
に
未
端
組
織
の
強
き
把
握
が

有
力
な

一
閃
を
な
し
て
い
る
と
考
え
て
宜

い
と
忠
ふ
。
」
(
「
皇
民
奉
公
運
動
の
進
展
」

『台
湾
経
済
年
報
』
昭
和
4

九
年
版
)

未
端
組
織
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
奉
公
斑

(
全
島
六
万
八
三
三
凹
)
を
単
位
と
し
て
、

日
常
的
な
日
本
語
の
使
用
、
家
々
へ
神
棚

を
ま
つ
ら
せ
、
中
国
服
、
音
楽
、
芝
居
ま

で
禁
じ
、
中
同
人
と
し
て
、
あ
る
い
は
高

山
族
と
し
て
の
民
族
意
識
を
捨
て
る
よ
う

強
要
し
た
。
村
々
の
指
導
者
た
ち
(
保
甲

壮
]
団
幹
部
)
へ
の
教
材
と
し
て
出
版
し

た

『台
湾
保
甲
皇
民
化
読
本
』
(
昭
和

て
ハ

年
)
の
中
で
は
、
朝
鮮
人
を
ひ
き
あ
い
に

出
し
て
競
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
台
湾
人

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

女
た
ち
は
突
如
と
し
て
ひ
ろ
げ
ら
れ
た

こ
れ
ら
の
職
場
を
前
に
し
て
と
ん
な
感
概

を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
従
来
の

女
の
限
ら
れ
た
就
労
の
坊
で
あ
っ
た
お
手

伝
い
(
家
事
使
用
人
)
は

一
世
慌
で
二
人

以
上
使
刑
す
る
場
合
に
認
可
を
要
す
、」と

と
し
て
人
数
を
制
限
し
、
芸
妓

・
女
給
に

対
し
て
は
転
業
を
は
か

っ
た。

良
妻
賢
母
を
よ
し
と
し
て
い
た
女
子
教

育
の
内
容
も
、
高
等
女
学
校
で
は
実
務
的
、

事
務
的
訓
練
の
強
化
が
は
か
ら
れ
、
家
政

火
山
平
校
は
女
子
商
業
学
校
へ
と
転
換
さ
れ

た
。
家
の
内
に
あ

っ
て
の
服
従
か
ら
、
生

産
の
第

一
戦
で
働
く
よ
う
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
、
新
た
る
奉
仕
で
し
か
な
く
て
も
、

そ
れ
が
公
認
さ
れ
た
坊
で
あ
る
か
ら

一
府、

女
た
ち
の
中
に
は
必
死
で
自
己
変
不
に
努

め
よ
う
と
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
る
。
台
北

州

K
J寸
挺
身
隊
員
と
し
て

-
九
山

一
年
に

内
地
農
業
視
原
川
に
加
わ

っ
た
ム

nmの
少

女
が
伊
勢
神
山
丹
、
山
内
城
、

明
治
神
町
、
精

男子不適当の17職種 (1抑 制

の
皇
民
化
に
対
す
る
熱
志
が
足
り
る
い
こ

と
を
叱
責
し
て
い
る
。

「
少
し
で
も
文
郎

が
忽
し
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
気
分
が
お
き

る
」
ょ
う
で
は
い
く
ら

H
本
人
の
ま
ね
を

し
て
も
皇
民
化
と
い
え
な
い
と
述
べ
、

「今

は
文
郎
と
は
路
傍
の
わ
ほ
ど
の
関
係
も
な

い
の
で
あ
る
」
か
ら
、
心
か
ら
「
自
分
た
ち

は
立
派
な
日
本
人
だ
、

H
本
帝
倒
の
為
に

忠
誠
を
尽
し
て
み
せ
る
の
だ
」
と
い
う
考

え
を
抱
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て

い
ヲ
②
。ま
た
こ
の
本
の
中
で
は
、
「
粁
し
日
本
が

無
か
っ
た
ら
、
東
洋
は
英
米
の
納
民
地」

で
あ
る
と
し
、

小
国
人
、
将
介
石
、

中
国

共
産
党
に
対
す
る
訓
訪
、
「
こ
う
い
う
困
が

隣
り
に
い
る
た
め
に
日
本
は
い
つ
も
迷
惑

8-
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一

閣
議
決
定
「
南
方
政
策
に
於
け
る

一

…

台
湾
の
地
位
に
関
す
る
件
」

一

一

二

九
四
一
年
)一

一
一
、
台
湾
は
其
の
地
理
的
其
の
他
の
特
長
一

一

を

勘

案

L
帝
国
の
南
方
に
於
け
る
前
一

一

進

基

地

の

一
と
し
て
之
を
活
用
す
。

一

ニ
‘
之
に
伴
い
台
湾
総
督
府
は
中
央
の
定
一

む
る
南
方
政
策
に
順
応
し
必
要
な
る
一

島
内
諸
施
設
及
事
業
を
整
備
す
る
と
一

共
に
南
方
諸
池
方
に
於
け
る
帝
国
出
一

先
官
憲
の
事
務
に
関

L
所
要
の
協
力
一

を
為
す
。

一

三
、
前
項
の
施
設
及
事
業
登
倫
並

に
協

力

一

に
関
し
て
は
軍
事
上
の
要
請
、
台
湾
一

統
治
上
の
心
要
台
湾
の
地
位
、
資
源
、
一

経
験
等
の
活
用
、
関
係
各
斤
ど
の
関
一

係
の
調
竪
其
の
他
を
総
合
的
に
考
察
一

し
之
の
具
現
を
図
る
r

一

‘i
p
--5

・i'h‘1
・1
L

凶
神
祖
な
ど
参
拝
つ
く
め
の
コ

l
ス
の
抗

後
に
立
寄
っ
た
農
村
久
子
青
年
同
と
の
交

流
を
体
験
し
て
得
た
感
想
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

「農
村
を
視
ー
療
し
て
台
湾
に
川
市

っ
た
ら

是
非
実
行
し
た
い
と
感
じ
た
点
を
中
し
」

げ
ま
す
。
家
庭
を
守
り
、
家
庭
で
働
く
の

は
、
女
の
仕
事
で
あ
り
外
で
働
く
の
は
、

男
の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
私
で
し

た
。
け
れ
と
も
此
度
内
地
の
女
の
方
が
真

剣
に
働
い
て
い
ら
れ
る
様
イ
を
見
て
台
湾

の
女
性
は
、
余
り
に
怠
け
過
さ
る
、
も

っ
と

も

っ
と
真
剣
に
真
面

U
に
、
明
と
同
じ
桜

に
、
い
い
え
或
時
は
、
切
に
負
け
る
い
様

に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
働
か
な
け

れ
ば
申
訳
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
」
(『台

湾
州民
会
報
』
附
和
イ
六
年
)

こ
の
少
女
の
発
一討
を
奴
隷
の
こ
と
ば
と

聞
き
な
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に

は
梢
民
地
干
で
の

U
本
の
女
と
台
湾
の
女

と
の
位
置
が
諮
ら
れ
て
い
る
。
台
湾
の
女

に
と

っ
て、

日
本
の
久
は
お
手
本
と
し
て

-9-
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あ
お
ぐ
作
ゐ
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の

久
た
ち
は
航
民
地
台
湾
で
、
よ
き
お
手
本

で
あ
ろ
う
と
努
め
た
。

こ
の
敗
、
と
り
わ

け
気
丈
な
久
た
ち
の
「
善
行
美
談
」
が
紙

而
で
制
介
さ
れ
て
い
る
。

四
、
日
本
統
治
の
歴
史
と
現
在

台
湾
の
久
に
も
に
な
わ
さ
れ
、

f
供
た

ち
を
も
ま
き
こ
み
、
山
叫
ぷ
す
る
と
さ
れ
た
い
米

州
新
秩
序
の
即
忽
は
、
日
本
に
と

っ
てんた

は
台
湾
で
っ
ち
か

っ
た
制
民
地
支
配
の
経

験
を
前
川
し
、
東
南
ア
ジ
ア

一
帯
を
勢
力
ド

に
置
く
こ
と
で
し
か
な
か

っ
た
。

今
九
州

:
一年
、
山
県
以
で
聞
か
れ
た
大
東
亜
会
議
で

美
降
で
飾
ら
れ
た
共
川
賞
J
J

パ
が
発
ぷ
さ
れ

た
同
じ
年
に
、
台
湾
総
作
山
川
文
教
い
川
u
k
凶

村
は
維
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
附
合
え
て
次

の
よ
う
に
発
九
一川
し
て
い
る
c

「
術
集
部

l
l同
古
川
及
の
川
組
で
す

が
、
南
'
刀
の
十
日
領
地
域
で
は
日
本
語
の
汗

放
は
相
%
急
速
度
で
す
ね
。
台
湾
の
同
副

将
及
の
力
法
な
ど
が
大
部
参
院
勺
に
な

っ
て

い
る
と
忠
わ
れ
ま
す
が
、
ト
陶
ト
刀
の
や
り
方

を
み
て
い
る
と
何
か
実
川
、
正
義
が
第
今
と

い
う
感
じ
で
、

日
本
桁
M

仰
の
円
以
透
な
ど
は

そ
の
あ
と
と
い
う
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
ま

すが・・・・・・
。

州
村
|

|
そ
り

ゃ
そ
う
だ
よ
。
レ
問
点
と

台
湾
と
は
政
治
的
立
昧
が
全
然
ち
が
う
、

こ
こ
は
日
本
だ
か
ら
ね
。
日
本
人
に
な
る

た
め
に
同
一
訟
を
お
ぼ
え
さ
せ
る
の
で
あ

っ

て
、
そ
れ
も
一
パ
集
だ
け
で
は
ダ
メ
な
ん
だ
。

精
神
を
し

っ
か
り

つ
ぎ
こ
ま
る
き
や
ね
。

そ
こ
に
台
湾
の
凶
話
枝
川
及
の
灯
心
が
あ
る

わ
け
だ
。
そ
こ
へ
ゆ
く
と
耐
方
で
は
簡
単

に
・パ
え
ば
中
犬
の
日
本
語
と
い
う
こ
と
に

な
る
ね
、
必
安
か
ら
き
て
い
る
の
だ
か
ら
。

朝
鮮
の
.
別
何
分
な
ど
に
く
ら
べ
て
台
湾

の
同
話
呼
及
率
は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
よ
。

羽
た
ち
も
地
方
へ
山
娠
し
て
い
て
決
し
て

よ
小
白
山
を
感
じ
な
い
だ
ろ
う
。
」(
『台
湾
昨

日
W
怜

-

E
U
川
U
E
，

A
AA一一
ー
川
凶
，

z'''AJJ

世
r』

l
J
M
t

仇
汁
刊
1
1
8
y
j
、

日
本
人
の
あ
る
お
た
ち
は
人
ー
で
も
判
鮮

の
制
民
統
治
に
は
子
こ
ず

っ
た
が
、
ム
日
間

十
メ
配
は
成
功
し
た
と
胸
を
は
る
。
同
化
政
策

に
も
と

っ
き
以
依
的
、
主
体
を
破
収
し
つ
く

す
卜
刀
法
に
大
き
な
遣
い
が
あ

っ
た
わ
け
で

は
る
か

っ
た
。
十
間
作
1
H十
い
時
期
に
武
力

抑
正
を
、
つ
け
た
台
湾
人
が
よ
り
支
配
に
従

順
で
あ

っ
た
と
い
う
烈
山
な
ど
な
い
。
し

か
し
、
台
湾
に
と

っ
て、

日
本
文
配
の
た

め
に
、
小
同
本

t
か
ら
が
附
絶
さ
れ
て
し
ま

っ
た
歴
火
は
あ
ま
り
に
も
呪
い
。
日
本
の

敗
戦
に
よ

っ
て
え
た
解
欣
の
契
機
は
、
ム
け

日~

E司.

~ 
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終
戦
間
近
、
朝
鮮
に
は

E
C
万
に
の
ぼ

る
H
本
の
女
た
ち
が
居
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
だ
け
の
数
の

U
本
の
女
た
ち
が
日
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
1
昨
の
判
鮮
総
付
府

の
資
料
に
は
こ
の
女
た
ち

の
存
在
が
ス

ツ

ポ
リ
と
抜
け
お
ち
て
い
る
。

恭
虐
の
限
り
を
つ
く
し
た
日
帝
支
配
ド

の
朝
鮮
で
円
本
の
女
た
ち

の
果
し
た
役
割

は

一
体
何
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

五
%
に
も
お
よ
ん
で
い
た
。

日
本
の
女
た
ち
は
女
学
校
や

夜
学
会
な
ど
を
作
っ
て
、
日
本
の
修
身

1

0
M徳
。
を
、
朝
礼
時
、
学
科
時
、
登
校
ド

校
時
、
休
憩
時
、
食
事
時
と
い

っ
た
あ
ら

ゆ
る
場
で
時
川
さ
せ
た
り
、
礼
法
、

日
本

の
風
俗

・
宵
償
、
愛
国
歌
(
お
が
代
)
を
教

え
る
な
ど
、
教
育
刺
訟
の
実
践
で
皇
国
制

人
と
し
て
の
役
目
を
悟
ら
せ
て
い
く
。
チ

ど
も
た
ち
に
も
同
じ
よ
う
に
、
日
本
精
神

の
教
育
に
は
、

h
x
民
科

・
戦
時
家
事
科

・

仕
奉
科
な
ど
の
学
科
を
設
け
て
、
そ
の
・一夫

践
は
、

日
本
語
使
則
か
ら
始
め
ら
れ
る
べ

き
|

|
日
本
訴
を
訴
え
な
け
れ
ば
訴
も
辿

じ
な
い
し
、
教
脊
す
る
こ
と
も
出
米
る
い

ー
ー
と
し
て
、
朝
鮮
人
に
日
本
語
を
教
、
え

る
か
同
認
識
別
自
会
。
な
ど
を
附
い
た
り
し

て
普
及
さ
せ
た
。
J
日
韓
併
合
。
ν
内
鮮
A

体
。
か
八
紘

一
宇
“
の
歴
史
的
必
要
性
を

教
え
こ
ん
だ
。

下
校
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
の
次

「私
共
料
人

の
子
で
内
鮮

-
体
の

そ
こ
で

丘三... ム迄包温孟油当直品品並注品証書垣島&単語』凶~:，占泊ゐ占法雄~坦岨弘証踊孟:.，~~品川町e

た
ち
に

完
成
を
お
た
す
け
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う

校
訴
な
ど
に
よ

っ
て
、
山
本
嵯
快
活
の
す
べ

て
を
「
ド
八
日
時
卜
の
御
為
に
」

の
4

念
で

作
す
る
こ
と
を
女
た
ち
の
義
務
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
作
仁
川
態
度
こ
そ
が
同
・
家
に
ト
奉

仕
す
る
逃
で
あ
る
と
指
導
し
た
。

教
育
の
坊
で
は
、
山
下
午
た
ち
を

か
治
安

任
務
ω

に
忠
実
な
日
本
人
教
帥
た
ち
が
監

似
を
し
、
午
前
の
場
で
は
、
主
人
や
'K
た

ち
を

H
本
の
総
動
以
泌
仙
の
以
ト
木
端
の
ん
え

什
取
近
に
も

っ
て
、
や

っ
と
位
略
戦
争
に

お
け
る

K
た
ち

の
加
宵
行
と
し
て
の
側
耐

を、

'K
れ
か
ら
の
手
で
刷
リ
起
こ
す
作
業

が
始
め
ら
れ
、
川
下
同
主
義
を
判

っ
て
い
た

愛
同
制
入
会
、
大
日
本
同
防
い
川
人
人
ぶ
な
ど

の
果
た
し
た
加
書
性
の
具
体
的
引
業
が
明

ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

J
E国
臣
民
化
。
を
担
う
女
た
ち

践
機
構
と
し
て
の
愛
凶
班

・
班
常
会
と
共

に
婦
人
会
な
ど
が
、

日
常
生
活
全
般
を
監

視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

総
動
員
を
担
っ
た
女
た
ち

朝
鮮
総
行
府
の
政
策
自
体
も
、
徹
底
的

に
朝
鮮
人
を
日
本
(
人
)
化
し
て
H

報
国
隊
。

や
か
徴
則
h

η

徴
兵
h

H

学
徒
兵
。
な
ど
強

制
的
に
動
抗
さ
れ
た
朝
鮮
人
を
、
天
皇
の

た
め
に

一
命
を
捧
げ
る
人
間
に
仕
立
て
あ

げ
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
か
国
民

粘
神
総
動
以
。
迩
動
(
一
九
一二
八
年
)
を
お

こ
し
、
安
心
し
て
戦
争
に
動
以
・
利
川
で

き
る
よ
う
に
強
行
し
て
い

っ
た
。

そ
の
機
構
は
極
々
あ
る
が
、
朝
鮮
谷
地

に
神
{
円
や
神
社
を
挫
て
て
参
拝
を
強
要
し

た
り
、
神
棚
を
作
家
庭
に
強
制
的
に
託
か

せ
て
朝
夕
礼
拝
さ
せ
た
り
、

u本
の
国
防
叫

掲
錫
、
毎
朝
の
宮
械
迄
拝
、
正
午
の
黙
と

う
、
国
民
服
(
色
服
)
の
着
用
な
ど
を
強
要

し
、
「
皇
凶
臣
民
‘
の
許
詞
」
を
す
べ
て
の
朝

鮮
人
に
朗
読
さ
せ
た
り
し
た
。

申ーーお.::!司

朝鮮にも婦人会を組織し、千人針

活動に朝鮮女性を動員した。

美

子

す
で
に
、
日
本
H

内
地
。
で
は
峨
々
な

い川
人
会
設
立
、
軍
人
山
征
時
の
入
退
一
川
早
川
歓

迎
、
軍
人
造
家
政

・
似
病
任
(
松
川
、
千
人

針
、
日
間
袋
・
日
川
状
の
附
U
R

・
先
送
な

ど
の
中山十
が
後
援

-wu川
や
、
報
川
F

法
制
、

勤
労
ト
本
社
、
節
約
辺
引
な
ど
を
全
同
規
模

で
行
な

っ
て
い
た
。

愛
国
対
人
会
は
、
「
小
川
時
一
中
の
方
々
が
忠

実
な
死
を
遂
げ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
孜
が

斉

藤

久

こ
の
政
策
を
受
け
て

H
本
の
女
た
ち
は
、

愛
凶
班

・
班
常
会
な
ど
と
共
に
、
自
ら
そ

の
任
を
も

っ
て
活
眼
し
た
。

朝
鮮
の
股
村
な
ど
に
入
り
込
み
、
家
い
や

労
働
の
〈
打
開
化
に
よ

っ
て
浮
か
せ
た
時
間

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
天
皇
と
国
家
の
た
め

に
奉
仕
す
る
た
め
の
工
夫
を
さ
せ
る

H

生

活
改
善
逆
動
勺
愛
国
ヒ
マ
裁
常
運
動
。
な

ど
を
お
こ
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ご
粒

の
ム
ダ
も
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

い
っ
た
よ
う
な
宣
伝
ビ
ラ
を
各
戸
に
配
布

し
、
朝
鮮
の
女
た
ち
を
監
視

・
動
此
し
て

L

た教
行
令
に
よ

っ
て
ん
厄
令
い
る
朝
鮮
語
使
川

も
禁
止
さ
れ
る
と
、
制
人
会
や
愛
国
税
な

ど
は
、
朝
鮮
家
庭
の
ぷ
L

治
改
普
述
動
。

を
更
に
広
げ
て
い
き
、
議
出
班
を
各
道
に

派
遣
し
て
い

っ
た
。

そ
こ
で
は
、
家
庭
報
国
と
し
て
の
生
活

の
基
本
昨
悼
式
(
凶
旗
印
加
紛
・
川
町
何
打
破
・色

版
奨
励
)
を
指
導
し
て
い

っ
た
。
日
本
の

火
た
ち

の

H
に
は
、
あ
ま
り
に
も
朝
鮮
人

が
「
無
知
と
無
自
覚
」
な
引
活
を
し
て
い

る
と
写

っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
を
交
え
、
判

鮮
人
を
救

っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
朝
鮮
の

火
た
ち

の
姉
と
し
て
の
日
本
の
火
た
ち
の

役
円
だ
と
し
て
、
「
れ
分
の
，
「
を
必
ん
で

バ
正
中平
。
に
差
し
出
す
母
親
に
な
り
ま
し
ょ

う
」
な
ど
と
い
う
教
育

・
桁
導
が
、
生
活

に
お
け
る

J
門
鮮

.
体
化
。
を
椛
し
進
め

る
こ
と
に
な

っ
た
。

日
中
戦
争
が
拡
大
す
る
に

つ
れ
て
、

日

湾
人
自
ら
が
決
定
し
て
ゆ
く
れ
山
を
子
に

人
れ
ぬ
ま
ま
、
す
く
に
同
民
党
軍
の
支
配

に
と

っ
て
か
わ
っ
た
。
精
神
的
屈
従
を
日

々
強
要
し
た
支
配
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
神

社
は
、
け
本
の
敗
戦
を
知

っ
た
台
湾
人
民

血
液
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
抑
正
を
は
ね
の
け
る

エ

ネ
ル
ギ
ー
の
い
け
川
ま
リ
を
組
織
す
る
道
は
ふ
さ

が
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
状
態
に
の

っ
か

つ
て、

A
t
も
ま
た
れ
本
は
、
台
湾
を
経
済

的
従
属
関
係
の
も
と
に
お
い
て
い
る
。
私

た
ち
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
日
本
が
つ
く

っ
た
台
湾
と
の
関
係
を
み
す
え
る
こ
と
な

し
に
、
対
等
な
ア
ジ
ア
と
の
か
か
わ
り
方

を
号
、
え
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
る
い
だ
ろ
う

。

V
R
ハ
tEaRJ 

ハU

日
本
何
人
は

s
H
も
安
穏
に
し
て
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
山
征
兵
士
が
安
心
し
て
戦
争

を
し
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
兵
士
た
ち
の

後
援
と
銃
後
を
し

っ
か
り
務
め
る
こ
と
が

孜
々
船
人
の
与
、
え
あ
り
れ
た
責
務
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
い
州
人

の
川
結
が
必
要
で
あ

る
」
と
し
て
、
そ
の
活
動
村
川
仰
は
貴
か
れ

て
い
た
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
朝
鮮
に
吋
て

は
め
、
い
州
人
会
本
部

・
支
部
を
全
道
に
設

閉山
.し
て
入
り
込
ん
で
い

っ
た
。

朝
鮮
の
儒
教
に
お
け
る
男
尊
女
卑
の
閃

裂
は
、
朝
鮮
総
督
府
に
利
用
さ
れ
た
。
当

時
の
朝
鮮
の
女
た
ち
の
識
字
率
は

、
九
・

本
の
戦
争
の
後
卜刀
基
地
と
し
て
の
朝
鮮
支

配
を
強
め
る
た
め
、
朝
鮮
総
督
府
は
更
に

砂
川
刷
氏
改
名
ω

政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
に

な

っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
ん
元
全
に

日
本
人

化
す
る
こ
と
を
ね
ら

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
、
や

っ
き

に
な

っ
て
こ
れ
ら
の
か
主
同
臣
民
化
。
政

策
を
強
力
に
押
し
進
め
て
き
た
背
景
に
は
、

朝
鮮
人
の
反
日
民
族
解
放
闘
争
の
力
を
恐

れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
、

治
安
維
持
法
の
改
恋
と
共
に
朝
鮮
人
民
と

独
立
運
動
者
の
抹
殺
を
目
的
に
増
々
蕗
M
M

に
な

っ
て
い

っ
た
。

朝
鮮
女
子
山
下
作
ら
に
よ
る
抗
議
デ
モ
に

此
出
し
て
、
「
利
鮮
人
の
た
め
に
な
る
」
と

信
じ
き
り
「
同
家
の
た
め
」
と
使
命
感
を

一

皇
国
臣
民
の
奮
詞
其
ノ
一
(
小
学
生
用
)一

戸
一
、
私
ど
も
は
大
日
本
帝
国
の
臣
民
で
あ

q
ま一

一

す

。

一

一
一
・
私
ど
も
は
心
を
合
わ
せ
て
天
皇
陛
下
に
忠
一

一

義

を

つ

く

し

ま

す

。

一

一
一
、
私
ど
も
は
忽
誓
鍛
錬
し
て
立
派
な
強
い
国
一

一
民
ど
な
り
ま
す
。

一

一

其

ノ

ニ

(

青

年

以

上
)一

一
一
・
我
等
八
皇
国
臣
民
ナ
リ
忠
誠
以
テ
君
国
ニ
一

一

報

ゼ

ン

一

~
一
、
我
等
皇
国
臣
民
ハ
互
ニ
信
愛
協
力
シ
以
テ
一

一

団

結

ヲ

困
ク

セ

ン

一

一
一
、
我
等
皇
国
臣
民

ハ
忍
苦
鍛
錬
カ
ヲ
養
ヒ
以
一

一

テ

皇

道

ヲ

宣

揚

セ

ン

一

一
判
針
人
民
に
山
日比化
教的
H

を
実
施
し
、

a

九一

一
一一
仁
年
卜
・
川
、
「
内
L

同
M
M
M

比
の
M
R
H
M
L

が
定
め
一

一
ら
れ
た
。
日f
校
で
は
U
H
f
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も
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に
山
え

一

7
c
せ‘

J
-

九
q
に
は
こ
れ
を
九
か
せ
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一

一
納
め
た
「

hv同
M
U
M

比
科
目
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之

H
U
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判
鮮
神
山
一

↑
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他
て
た
。
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持
っ
た
日
本
の
女
た
ち
も
、
そ
の
対
応
の

仕
方
は
朝
鮮
総
督
府
の
そ
れ
と
全
く
同
じ

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
朝
鮮
総
督
府
の
指
導
に
よ
る
女

子
教
育
方
針
の
も
の
と
、
民
間
組
織
と
し

て
の
も
の
が
あ
り
、
都
市
・
村
落
を
問
わ

ず
に
入
り
込
ん
で
日
本
の
女
た
ち
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
だ
。

い
わ
ゆ
る
娘
狩
り
と
い
わ
れ
る
女
子
動

口
異
か
ら
、
日
中
戦
争
以
後
の
本
格
的
大
動

員
、
女
子
挺
身
隊
と
い
う
名
の
従
軍
慰
安

婦
動
員
を
楽
に
推
し
進
め
る
た
め
の
下
地

を
つ
く
る
役
割
を
果
た
し
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。

そ
し
て
今

日
本
の
韓
国
に
お
け
る
経
済
侵
略
に
お

い
て
日
本
の
女
た
ち
の
担
っ
て
い
る
役
割

と
は
・
・
・
・
・
・
戦
争
で
犯
し
た
誤
ち
を
日
本
の

女
た
ち
は
今
、
再
ぴ
繰
り
返
し
て
い
な
い

と
言
い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
を
侵
略
し

た
日
本
の
男
た
ち
が
買
春
観
光
に
出
か
け
、

自
分
の
夫
、
恋
人
を
買
春
ツ
ア

l
に
送
り

出
し
て
い
る
日
本
の
女
た
ち
が
い
る
。
そ

の
女
の
状
況
は
、
か
つ
て
の
銃
後
の
妻
の

状
況
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

現
在
の
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、

日
本
の
女
た
ち
は
再
び
同
じ
て
つ
を
ふ
ま

な
い
た
め
に
、
韓
国
の
女
た
ち
と
、
連
帯

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

過
去
、

オヒ

辺

四
一
四
・
九
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
東
海

道
の
東
京
、
大
掃
一
間
に
相
当
)
に
お
よ
ぶ

泰
緬
鉄
道
は
、
一
九
四
二
年
七
月
か
ら
一

九
四
三
年
十
月
の
一
年
四
ヶ
月
と
い
う
短

期
間
に
つ
く
ら
れ
た
。
普
通
な
ら
五
、
六

年
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
難
工
事
を
一

日
八
九

0
メ
ー
ト
ル
と
い
う
超
ス
ピ
ー
ド

だ
っ
た
。

な
ぜ
そ
ん
な
に
急
い
で
つ
く
ら
れ
た
の

A
M
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東
南
ア
ジ
ア
の
民
衆
動
員

ー
泰
緬
鉄
道
に
お
け
る
「
ロ

i
ム
シ
ャ
」
|

出
合
い

バ
ン
コ
ク
か
ら
タ
イ
の
西
部
カ
ン
チ
ャ

ナ
ブ
リ
め
ざ
し
て
パ
ス
で
四
時
間
も
走
る

と
、
映
画
「
戦
場
に
か
け
る
橋
」
で
有
名

な
ク
ワ
イ
川
鉄
橋
に
着
い
た
。
鉄
橋
に
は

観
光
客
と
地
元
の
タ
イ
人
が
あ
ふ
れ
で
い

た
。
自
転
車
に
野
菜
を
つ
ん
だ
お
じ
さ
ん
、

オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
っ
た
若
者
、
買
物
か
ご

を
か
か
え
た
お
ば
さ
ん
、
カ
メ
ラ
の
ポ
ー

ズ
を
と
る
観
光
客
な
ど
で
鉄
橋
の
上
で
は

立
ち
止
ま
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
だ
。

一
九
八
二
年
八
月
一
五
日
、
私
は
そ
の

た
い
め

λ

ク
ワ
イ
川
鉄
橋
で
八
人
の
元
泰
緬
鉄
道
の

ロ
l
ム
シ
ャ
に
会
っ
た
。
彼
ら
は
、
日
焼

け
し
た
顔
、
そ
げ
お
ち
た
頬
、
額
に
深
い

な
病
原
菌
の
巣
で
も
あ
っ
た
。
栄
養
失
調

に
、
マ
ラ
リ
ア
、
コ
レ
ラ
、
赤
痢
な
ど
の

伝
染
病
を
併
発
し
、
充
分
な
医
療
施
設
、

薬
品
な
ど
も
な
く
、
停
虜
と
ロ

l
ム
シ
ヤ

四
万
六
千
人
が
死
ん
で
い
っ
た
。

可
ロ
ー
ム
シ
ヤ
」
の
動
員

泰
緬
鉄
道
建
設
の
た
め
動
員
さ
れ
た
マ

レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ビ

ル
マ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
民
衆
の
数
は
今

な
お
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
推
定
表
ー
の

よ
う
で
は
な
か
っ
た
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

泰
緬
鉄
道
建
設
に
な
ぜ
こ
ん
な
に
多
く

の
民
衆
が
動
員
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
の
か
、
そ
れ
は
一
九
四
二
年
の
南
方
軍

命
令
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
大
本
営
陸
軍
部

指
示
泰
緬
鉄
道
建
設
要
網
」
の
文
書
で
あ

っ
た
。「
一
、
目
的
ビ
ル
マ
に
対
す
る
陸
上
補

給
路
を
確
保
し
、
泰
緬
両
国
閣
の
交
易
交

通
路
を
確
保
す
。
(
二
以
下
略
)
八
、
労
力

現
地
労
務
者
及
伴
虜
を
充
て
る
」

建殴工事従事人員紋

従事した数 死亡者数

及日本び軍軍属人、 13，000人 1，000人

ロームシャ 約100，000人 33，000人

連合軍修虜 55，000人 13，000人

※l日最大従事者数 30，000人

表1

し
わ
を
刻
み
疲
れ
た
よ
う
な
足
ど
り
で
あ

っ
た
。
そ
の
一
人
カ
ム
さ
ん
(
イ
ン
ド
人
)

は
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
近
く
の
パ
タ
ラ
村
に

住
む
。
「
こ
の
腕
の
傷
は
、
日
本
軍
に
銃

剣
で
刺
さ
れ
た
も
の
で
す
」
彼
は
左
上
腕

を
貫
通
し
て
い
る
ケ
ロ
イ
ド
状
の
傷
跡
を

み
せ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
出
稼
ぎ
に
来
・

て
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
軍
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
占
領
に
よ
り
タ
イ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、

丸
二
日
間
と
い
う
も
の
イ
ン
ド
人
、
マ
レ

l
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
な
ど
と
い
っ
し

ょ
に
詰
め
こ
ま
れ
た
列
車
で
泰
緬
鉄
道
建

設
現
場
に
送
ら
れ
て
き
た
。

同
じ
イ
ン
ド
人
の
デ
ィ
ア
さ
ん
は
「
強

制
連
行
の
シ
ョ
ッ
ク
で
自
閉
症
に
な
っ
た

ら
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
戦
後
三
七
年
間

作
業
は
鉄
道
を
一
日
も
早
く
完
成
さ
せ

る
た
め
、
ビ
ル
マ
側
と
タ
イ
側
、
二
子
に

分
か
れ
て
同
時
着
工
し
、
国
境
付
近
で
連

結
し
た
。
そ
の
た
め
ロ

l
ム
シ
ャ
の
動
員

方
法
も
タ
イ
側
と
ビ
ル
マ
側
と
に
分
か
れ

た。
ピ
ル
マ
側

広池俊雄『泰緬鉄道』説売新聞社
より作成

ビ
ル
マ
政
府
パ

l
モ
ウ
首
相
は
、
日
本

軍
の
「
ア
ジ
ア
統
一
の
構
想
に
よ
り
隣
核

諸
国
を
物
理
的
に
近
づ
け
る
た
め
に
泰
緬

鉄
道
を
つ
く
る
」
と
い
う
話
に
賛
同
し
、

協
力
し
て
労
働
力
を
提
供
し
て
い
っ
た
。

パ
l
モ
ウ
首
相
は
自
伝
『
ビ
ル
マ
の
夜

明
け
』
の
中
で
そ
の
想
い
を
述
べ
て
い
る
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
勢
力
に
よ
っ

て
、
従
来
孤
立
化
さ
れ
て
い
た
歴
史
的
誤

ち
を
ア
ジ
ア
統
一
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構

想
は
正
し
て
く
れ
る
と
思
っ
た
。
久
し
く

夢
み
て
い
た
も
の
を
実
現
し
て
く
れ
る
と

思
え
た
こ
の
建
設
計
画
に
魅
せ
ら
れ
た
」

ロ
ー
ム
シ
ャ
は
勤
労
奉
仕
隊
形
式
で
ビ

ル
マ
政
府
に
よ
り
集
め
ら
れ
、
奉
仕
隊
の

管
理
も
ビ
ル
マ
人
の
手
に
よ
っ
て
さ
れ
た
。

こ
の
勤
労
奉
仕
隊
の
働
き
ぶ
り
を
日
本
軍

の
鉄
道
隊
の
記
録
で
み
る
と
、
「
奉
仕
隊

の
使
用
は
、
停
虜
以
上
の
効
果
を
上
げ
た
。

ビ
ル
マ
人
は
真
面
目
で
、
比
較
的
勤
勉
だ

っ
た
」
と
記
き
れ
、
「
ド
パ
マ
(
万
才
}

と
ビ
ル
マ
語
で
さ
け
ぴ
山
に
入
っ
て
い
っ

た
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

阿

貴

一
言
葉
を
し
ゃ
ぺ
ら
な
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ブ

l
ン
タ
ー
ン
さ

ん
は
一
一
一
一
日
う
。
「
私
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
に

い
て
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
り
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
タ
イ
の
奥
地
の
建
設
工
事
に
連
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
」

太
平
洋
戦
争
中
、
日
本
軍
が
タ
イ
と
ビ

ル
マ
の
問
に
つ
く
っ
た
軍
事
鉄
道
泰
緬
鉄

道
で
、
日
本
一
車
に
連
行
さ
れ
、
使
い
棄
て

ら
れ
た
伴
虜
や
ロ
ー
ム
シ
ャ
が
、
故
郷
に

帰
る
す
べ
を
知
ら
ず
、
あ
る
い
は
タ
イ
人

と
結
絡
し
て
帰
る
機
会
を
失
く
し
、

A
?
な

お
タ
イ
に
住
み
続
け
て
い
る
。

日
本
は
長
引
く
中
国
大
陸
で
の
戦
闘
を

有
利
に
す
る
た
め
、
ビ
ル
マ
に
あ
っ
た
中

国
蒋
介
石
軍
へ
の
援
助
ル

l
卜
を
潰
そ
う

と
し
て
ビ
ル
マ
に
兵
を
進
め
て
い
た
。
こ

の
鉄
道
は
そ
の
ビ
ル
マ
戦
線
で
闘
っ
て
い

る
日
本
軍
へ
の
軍
需
品
や
兵
員
の
輸
送
確

保
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
「
鉄
の
道
路
」

で
あ
っ
た
。

鉄
道
建
設
工
事
は
熱
帯
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

を
切
り
開
き
、
大
岩
石
地
帯
を
通
っ
て
ツ

ル
ハ
シ
、
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
の
人
海
戦
術
で

進
め
ら
れ
た
。
加
え
て
こ
の
地
域
は
有
名

鉄
道
工
事
は
じ
ま
る

タ
イ
国
と
ビ
ル
マ
国
の
国
境
を
ま
た
ぎ

タ
イ
側

行
さ
れ
て
き
た
サ
ミ
さ
ん
な
ど
、
二
幅
契

約
労
働
で
は
あ
っ
た
が
タ
イ
の
動
員
方
法

は
様
々
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
強
制
連
行
さ
れ
た
者
は
も
ち

ろ
ん
、
募
集
に
応
じ
て
来
た
者
も
異
口
同

音
に
言
っ
た
の
は
工
事
条
件
の
悪
き
だ
っ

た
。
マ
レ

l
人
の
サ
ミ
さ
ん
は
「
は
じ
め

の
三
ヵ
月
は
食
事
も
ろ
く
に
与
え
ら
れ
ず
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
入
っ
て
木
の
実
な
ど
を
食

べ
た
」
と
い
う
。
賃
金
な
ど
も
労
務
規
定

に
よ
り
決
ま
っ
て
い
た
が
実
際
と
は
大
違

い
で
、
労
働
時
間
も
十
時
間
が
十
二
時
間

タ
イ
側
に
つ
い
て
は
一
応
契
約
労
働
の

形
を
と
っ
た
。
占
領
地
で
あ
る
マ
レ
ー
シ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
軍
政
監
部
の
下
部

機
構
・
州
庁
に
よ
り
募
集
さ
れ
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
の
独
立
国
は
民
間
団
体
に
募
集

を
依
頼
し
た
。

マ
レ

i
人
の
モ
ハ
マ
ッ
ド
さ
ん
の
よ
う

に
銃
剣
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
村
に
日
本

軍
が
募
集
に
来
た
の
で
応
じ
た
人
や
、
農

場
で
働
い
て
い
た
と
こ
ろ
を
い
き
な
り
連

句
、

υ

唱

E
A

泰緬連援鉄道路線図(全長414.916畑)
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あ
る
い
は
そ
れ
以
上
と
い
っ
た
過
酷
さ
だ

っ
た
。

タ
イ
側
の
ロ
!
ム
シ
ャ
の
例
き
、
山
り
を

日
本
一
阜
の
記
録
で
み
る
と
、
「
タ
イ
人

は
持
集
し
で
も
、
応
募
者
も
少
く
、
ま
た

米
る
析
も
屯
労
働
に
地

へ
か
ね
て
、
忍
く

逃
亡
し
た
」
「
マ
レ
|
人
口

l
ム
シ
ャ
は
、

夫
州
共
綜
ぎ
が
か
な
り
い
た
が
そ
の
能
力

は
お
話
に
な
ら
な
い
位
低
い
。
無
統
制
で

非
能
率
的
・
・
・
」
と
記
さ
れ
て
い

る。

過
酷
な
労
働

こ
の
鉄
道
娃
設
に
従
事
し
た
人
々

の
上

i
力
を
鉄
道
隊
が
記
鈷
し
た
の
に
よ
る
と
、

一
日
六
立
方
メ
ー
ト
ル

-
H
一二
立
方
メ
ー
ト
ル

一
H
子
校
方
メ
ー
ト
ル
以

F

一
H
一
・五

l
o
--九
立
方

メ

l
ト
パ

近
衛
工
兵

鉄
道
兵
!揚
ロ
ー
ム
シ

ャ

と
な
っ
て
お
り
、

ロ
ー
ム
シ

ャ
は
一
番
び

し
か
し
、
よ
工
力
か
低
い
と

さ
れ
た
ロ

l
ム
シ
ャ
で
は
あ
っ
た
が
、
鉄

道
雄
設
期
間
以
紡
命
令
が
た
さ
れ
た
以
後

は
大
切
な
労
働
力
と
さ
れ
て
い
っ
た
。

作
業
能
率
を
あ
げ
る
た
め
、

さ
げ
て
お
い
て
、

や
る
。

り
で
あ
る。

木
に
布
を

一
番
H
T
い
名
に
布
地
を

ま
た
作
業
能
率
の
よ
い
者
に
は
タ

バ
コ
、
ア
へ
ン
な
と
を
与
え
る
な
ど
、
ロ

ー
ム
シ

ャ
の
競
争
心
を
わ
き
た
て
、
作
業

能
率
を
上
げ
よ
う
と
し
た
。
(
広
池
俊
雄

『
泰
緬
欽
道

戦
場
に
残
る
橋
』
)

述
A
H
)
阜
の
作
虜
と
し
て
泰
緬
鉄
道
で
働

か
さ
れ
た

L
・
ロ
ー
リ
ン
グ
の
若
井
『
泰

緬
欽
道
の
奴
隷
た
ち
』
に
よ
る
と
、
「
以
容

所
に
は
多
く
の
現
地
労
務
省
が
い
た
。
か

れ
ら
は
赤
痢
で
死
に
か
け
て
い
た
が
、
日

本
軍
民
税
兵
は
わ
れ
わ
れ
に
、
も
し
か
れ

ら
を
助
け
た
り
、
食
事
を
与
、
え
た
り
す
れ

ば
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
威
し
た
。

日
本
兵
の
姿
が
み
え
な
く
も
る
と
、

わ

わ
れ
の
足
前
に
は
い
寄
っ
て
き
て
、
食
物

を
せ
が
ん
だ
。
刊
に
な
る
と
多
く
の
労
務

者
は
死
ん
で
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

過
附
な
労
働
で
た
お
れ
て
い
っ
た

ロ
ー

ム
シ
ャ
た
ち
は
、
「
米
袋
に
入
れ
ら
れ
火
一
日

底
に
姶
て
ら
れ
た
り
、
鉄
道
沿
線
に
ど
ん

ど
ん
州
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
タ
イ
人
は
語

っ
て
い
た
。
ロ
ー
ム
シ
ャ
を
埋
め
た
上
ま

ん
じ
ゅ
う
は
鉄
道
沿
線
に
無
数
に
あ
っ
た

と
い
う
が
、
そ
の
数
さ
、
ぇ
ム
ー
だ
に
明
ら
か

で
は
も
い
。

泰
緬
鉄
道
は
い
ま

戦
後
、
枕
木
の
数
ほ
ど
犠
作
者
を
出
し

た
鉄
道
と
し
て
「
死
の
鉄
路
」
と
町
ば
れ

作
曲
明
虐
待
の
厳
し
い
百
任
追
求
に
よ
り
多

く
の
戦
犯
が
山
た
。
(表
2
)

判
鮮
な
ど
の
強
制
述
訂
に
お
け
る
労
働

の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
は
少
し
づ
つ
で
は

あ
る
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
京
市
ア
ジ
ア
に
お
け
る
労
働

者
の
迎
行
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
鉄
道
建
設
を
は
じ

め、

Mm
わ
州
場
づ
く
り
、
道
路
工
事
に
と
約
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り
山
さ
れ
た
ロ

i
ム
シ
ャ
と
し
て
の
京
市

ア
ジ
ア
の
民
衆
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
ロ

l
ム
シ
ャ
に
つ
い
て
は
一
切
責

任
を
川
わ
れ
る
こ
と
な
く
今
に
い
た
っ
て

いヲ。。今
、
泰
緬
鉄
道
は
タ
イ
側
の
み
一
じ

0

キ
ロ
あ
ま
り
が
伐
っ
て
い
る
だ
け
で
、
あ

と
は
徹
以
さ
れ
広
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
返
っ

た
鉄
道
沿
線
で
は
、
戦
後
放
同
に
川
市
れ
ず

今
だ
に
タ
イ
に
住
み
続
け
て
い
る
ロ

l
ム

シ
ャ
が
い
る
が
、

何
人
タ
イ
に
い
る
の
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
鉄
道
沿
線
で
は
そ
ん

な
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
と
地
ぺ
の
人
は

い
っ
た
。

日
や
け
し
た
顔
に
深
い
し
わ
を
寄
せ
、

部隊別泰緬鉄道建設関係の戦犯裁判表 2

戦
後
世
代
か
ら
み
だ
ア
ジ
ア
へ
の
侵
略

「
で
も
日
本
は
戦
争
中
マ
レ
シ
戸
を

占
領
し
て
い
た
の
よ
し

突
然
彼
女
が
そ
う
言
つ
だ
時
、
そ
の
発
言

が
そ
の
場
の
話
の
脈
絡
か
ら
は
ず
れ
て
い

だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
そ
れ
を
無
視

す
る
こ
と
ガ
で
き
な
か
っ
疋
。
今
思
え
ば

そ
れ
が
松
ガ
マ
レ
ー
シ
戸
に
つ
い
て
蓄
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

彼
女
は
マ
レ

l
シ
戸
の
中
国
系
住
民
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
勉
強
し
て
い
る
大
学
生

定
。
二
一
歳
の
彼
女
、
二
三
歳
の
私
、
戦

争
を
知
ら
な
い
こ
人
ガ
戦
争
の
話
し
を
す

る
、
一
見
対
等
な
関
係
で
話
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
彼
女
と
私
と
で
は
決
定

的
に
違
う
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
彼
女
が
学

枝
教
育
の
中
で
過
去
の
日
本
軍
の
マ
レ
|

半
島
占
領
の
歴
史
を
知
り
、
私
ガ
そ
れ
を

知
ら
な
か
っ
疋
こ
と
だ
。
こ
れ
を
知
ら
な

か
っ
だ
こ
と
自
体
は
無
知
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
な
ら
ば
は
だ
し
て
ど
れ
だ
け
の

日
本
人
ガ
過
去
に
日
本
軍
ガ
マ
レ
ー
シ
戸

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
(
マ
レ
|
半
島
の
マ
ラ

ヤ
)
を
侵
略
し
、
三
年
間
も
占
領
し
だ
事

実
を
教
わ
っ
て
い
る
芝
ろ
う
か
。
戦
後
世

代
と
い
わ
れ
、
三
十
獄
年
前
の
戦
争
に
は

-uhpd誠
司
悦
思
想

bi--
dv 

責
任
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
自
分
ガ
、
同

じ
戦
後
世
代
の
彼
女
の
部
で
は
依
然
と
し

て
加
害
者
で
あ
る
現
実
を
私
は
知
っ
た
。

一
九
四
二
年
二
月
シ
ン
ガ
ポ
ル
陥
落

直
後
の
華
僑
大
虐
殺
(
五
千
人
と
も
一
万

人
以
上
と
も
い
わ
れ
て
い
る
)
を
は
じ
め

と
し
芝
日
本
占
領
下
の
マ
レ

l
半
島
の
こ

と
を
調
べ
て
み
た
。
当
時
、
中
国
大
陸
で

日
本
軍
と
戦
争
状
態
に
あ
っ
疋
中
国
を
祖

国
と
す
る
中
国
系
住
民
(
華
人
)
は
、
も

と
も
と
反
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
厳
重

な
監
視
の
も
と
に
お
か
れ
定
。
華
人
は
多

く
の
家
族
を
虐
殺
さ
れ
だ
上
、
外
国
人
登

録
、
華
僑
学
校
の
閉
鎖
、
日
本
軍
の
作
つ

だ
華
僑
協
会
へ
の
入
会
、
軍
へ
の
献
金
な

ど
を
強
制
さ
れ
だ
。
後
に
華
人
の
経
済
力

を
必
要
と
し
疋
日
本
軍
は
、
数
々
の
煩
制

を
緩
和
し
つ
つ
統
治
は
販
戦
ま
で
続
い
だ
。

『日
本
と
中
国
は
一
九
三
七
年
以
来
、

戦
争
を
し
て
き
だ
。
そ
の
当
時
か
ら
マ
ラ

ヤ
に
お
い
て
、
中
国
人
ガ
日
本
人
に
対
し

て
抱
い
た
敵
対
山
が
、
日
本
軍
の
残
忍
な

行
為
の
方
便
と
は
な
り
得
ょ
う
(
し
か
し

正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
ご
と
高
校

の
歴
史
教
料
書
の
中
で
教
え
ら
れ
る
マ
レ

浦

幸

子

ー
シ
戸
、
シ
ン
ガ
ポ
ル
の
若
者
た
ち
、

片
や
「
侵
略
L

を
「
進
出
L

と
無
相
経
に
閣

も
改
ざ
ん
し
よ
う
と
し
て
い
る
教
育
の
中
町

で
教
え
ら
れ
る
日
本
の
若
者
疋
ち
、
両
者
一

は
お
互
い
に
戦
後
世
代
で
あ
り
な
が
ら
、
ョ

絶
対
に
被
害
者
と
加
害
者
と
い
う
関
係
以

外
に
は
芯
れ
広
い
。

経
済
発
展
を
め
ざ
す
マ
レ
|
シ
戸
政
府

は
日
本
政
府
に
対
し
て
多
額
の
経
済
援
闘

を
求
め
て
い
る
。
経
済
協
力
の
美
名
の
も

と
に
、
再
ひ
日
本
ガ
マ
レ
ー
シ
ア
を
占
領

下
に
お
き
、
そ
こ
に
生
活
す
る
者
だ
ち
の

聞
に
、
埋
め
る
こ
と
の
で
き
広
い
き
裂
を

狐
大
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
芯
ら

な
い
。
だ
と
え
今
、
私
と
マ
レ

l
シ
戸
人

の
友
人
の
関
係
ガ
、
加
害
者
と
被
害
者
ぜ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
認
め
つ
つ
協
力

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
今
の
私
に
与
え
ら
れ

疋
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

フ
ー
ン
タ
ー
ン
さ
ん

(
イ
/
ド
ネ
シ
ア
人
)

は
一
品
っ
た
。
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
州
り

た
い
。
し
か
し
、

A
ーか
ら
州
っ
て
も
私
か

か
っ
て
耕
し
て
い
た
刷
は
も
う
何
も
な
い

だ
ろ
う
。
タ
イ
に
は
家
肢
も
い
る
。
も
し

度
イ
ン
ド
、
一不
シ
ア
に
似
れ
ば
川
び
タ
イ

の
家
族
の
も
と
に
は
も
ど
れ
な
い

の
で
は

な
い
か
。
L

彼
ら
は
外
人
税
を
払
い
な
が
ら

タ
イ
に
住
み
続
け
て
い
る
。

カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
の
ク
ワ
イ
川
の
ほ
と

り
に
あ
る
戦
争
記
念
館
に
は
、
日
本
軍
に

よ
る
述
人
H

軍
捕
虜
虐
待
の
資
料
が
あ
る
。

そ
の
人

口
に
は
・
」
う
4
1
H

か
れ
て
い
る
。

「
回
り

O
「
m
町
三
巾
∞
ロ
門

Z

O
門

司

O
『
肉
巾
門

(
花
川
そ
う
。
だ
が
忘
れ
る
な
)
」
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Ei房

内
海
愛
子

日
革
、
C
及
境
巴
つ
己
主
事

専
魚
ノ
B
G
m
平
方
U
ュ=目安

朝
鮮
人
B
C
級
戦
犯
一
同
八
人
、
う
ち
伴

吻
山
肌
血
管
耐
関
係

一一
九
人
。
大
東
唖
共
栄

凶
に
散
ら
ば
っ
た
似
谷
所
で
何
が
起
っ
て

い
た
の
か
。

ニ
ニ

O
O円
千
澗

内
海
愛
子
・
村
井
士
ロ
敬

赤
道
下
の
朝
鮮
人
叛
乱

第
二
次
大
戦
下
の
朝
鮮
人
市
以
の
軌
跡
を

川
一
い
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
尚
鹿

独
立
汗
年
党
に
よ
る
抗
日
叛
乱
の
実
態
を

掘
り
起
す
。

一七

O
O円
干
抑

鈴
木
佑
司

東
南
ア
ジ
ア
の
危
機
の
構
造

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ

l
ン
ア
な
と
ア
セ

ア
ン
諸
凶
の
動
き
、
そ
の
将
兵
な
政
治
情

泣
を
盟
富
な
現
地
休
験
に
も
と
づ
い
て
解

明
す
る
。

ニ
ニ

O
O円一

T
m

ー15-

加
藤
邦
彦

一
視
同
仁
の
果
て

台
湾
人
元
軍
属
の
境
遇

日
本
の
戦
争
に

川
相
刊
さ
せ
ら
れ
た
市
属
・
高
砂
族
・
少
年

工
等
か
ら
の
聞
き
丹
き
と
資
料
に
よ
る
け

念
な
ル
ポ
。

一五

O
O
円一

T
m

梶
村
秀
樹
編

朝
鮮
現
代
史
の
手
引

近
代
か
ら
現
代
に
わ
た
る
日
本
人
の
朝
鮮

鋭
、
朝
鮮
戦
争
、
化
日
朝
鮮
人
問
題
等
の

文
献
を
紹
介
し
た
本
に
よ
る
朝
鮮
案
内
。

一
九

O
O伺
〒
捌



フ
ィ
リ
ピ
ン

伊

藤

み

ど

日
本
軍
政
に
み
る
グ
侵
略
d

日
本
軍
政
の
こ
の
よ
う
な
統
治
政
策
は

ほ
と
ん
ど
成
功
し
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

版
同
の

一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
杭
氏
地
政

策
が
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
の
中
に
深
く
浸
透
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
南
京
虐

殺
な
ど
日
本
が
山
中
国
で
行

っ
た
残
虐
行
為

は
ア
メ
リ
カ

の

「
反
日
宣
伝
」
と
し
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
詳
し
く
報
道
さ
れ
て
い

た
。
そ
し
て
、
口
本
は
大
東
亜
共
栄
闘
の

も
と
で

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
族
の
解
放
を
言

い
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
に
対
し
て
残
虐
行
為
を
行
な
っ
て
い
た

の
で
、
日
本
に
刻
す
る
恐
怖
と
反
感
を
う

え

つ
け
た
。
さ
ら
に
、
長
い
間
、
丙
欧
の

M
m
民
地
だ

っ
た
フ

ィ
リ
ピ
ン
人

の
中
に
浸

透
し
て
い
た
ア
ジ
ア
人
に
対
す
る
"
股
視
は
、

こ
れ
を
助
長
し
た
。

「
丙
欧
M
m
氏
地
主
義

か
ら
の
ア
ジ
ア
民
族
の
解
欣
」
を
か
か
げ

た
日
本
の
ア
ジ
ア
似
時
は
、
ほ
か
の
ア
ジ

ア
諸
凶
で
は
、
民
族
解
放
闘
争
を
喚
起
さ

パ

せ
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
場
介
、
ア
メ
リ

榔

カ

へ
の
植
民
地
的
従
属
を
ま
す
ま
す
深
め

い…
さ
せ
て
し
ま

っ
た
。

軍也

新

植

民

地

主

義

の
青
写
真

島
人

レ
rL》
司
弘
前

川
叫

U
本
軍
政

の
日
以
前
町
の
も
う

会
つ
の
柱
は

へ
、ン
選
ソ

経
済
似
時
で
、
こ
れ
は
戦
後
の
新
杭
民
地

2

ニ
イ

マ

神

二

、
王
義
の
青
写
兵
と
も
い
わ
れ
る

べ
き
も
の

精
労

.
一
一
勧
で
あ
る
。

日
本
市
は
い
い
火
山
則
的
主
経
済
計
両

r

を
い
ろ
い

ろ
と
た
て
る
が
、
七
な
計
同
は
、

今
九
問
・

一年
に
日
本
山
由
r

が
マ
ニ
ラ
を
山

領
す
る
以
前
に
、
フ
ィ
リ
ヒ
ン
は
す
で
に

長
い
柏
民
地
の
断
史
を
持

っ
て
い
た
。

五
一
一
O
年
に
マ
ゼ
ラ
ン
が
サ
マ

l
ル
向
に

や

っ
て
き
て
以
米
、
問

C
c
q
近
く
ス
ペ

イ
ン
の
納
民
地
と
化
し
、
‘
八
九
八
年
の

米
内
戦
争
の
結
果
、

パ
リ
条
約
で
ア
メ
リ

カ
の
手
に
し
ぬ
り
、
日
本
市
下
川
飢
ま
で
問
。

年
あ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
制
民
地
だ

っ
た
。

日
本
一
阜
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
リ
領
期
間
は
こ
の

よ
う
な
フ

ィ
リ
ヒ
ン
の
制
民
地
の
係
史
か

ら
み
る
と
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
則
山
に
し

か
す
ぎ
ず
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
日
本

箪
の
ぺ
校
略
々
を
語
る
と
き
に
、
こ
の
長

い
制
民
地
の
刷
版
史
は
加
熱
田
悦
で
き
な
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
日
本
軍
政

日
本
軍
が
マ
ニ
ラ
を
l
H
領
し
た
の
は
、

九
州

一年
(
昭
和
.
七
年
)

一
月
二

H

で
あ
る
が
、
そ
の
刊
日
に
は
日
本
軍
政
部

か
設
立
さ
れ
、

一
九
四
.
二
年

.
O
H
一
同

日
、
日
本
山
中
か
フ

ィ
リ
ヒ
ン
に
独
立
を
与

え
る
ま
で
続
い
た
。

日
本
軍
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
財
印
刷
す
る
目
的
は
、

一
一片

ご
日
に
山

さ
れ
た
布
行
に
よ
れ
ば
次
の
燥
な
も
の
だ

っ
た
。

。
山
ん
や
婦
人
に
如
何
に
世
事
や
家
計
に
対
す
る
判

断
力
が
あ
っ
て
も
、
ま
た
カ
ソ
リ
ク
教
会
を
通
し

て
の
感
化
に
よ
る
教
護
が
あ
っ
て
も
叉
大
学
教
育

に
よ
る
教
育
程
度
の
高
上
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
国

家
公
共
問
題
へ
の
判
断
力
や
処
現
力
と
は
な
ら
な
い

婦
人
の
特
性
と
し
て
大
侭
が
消
費
生
冶
を
中
心
と

す
る
思
惟
能
力
と
そ
の
習
慣
に
対
す
る
保
守
性
が
認

め
ら
れ
る
独
立
国
家
と
し
て
の
比
島
の
当
面
し
て

い
る
転
換
期
に
が
い
て
は
従
来
の
視
野
を
離
れ
た
思

想
転
換
が
必
要
な
る
に
拘
ら
す
婦
人
の
視
野
は
何

ん
と
言
っ
て
も
消
極
的
な
も
の
に
止
ま
る
傾
向
が
あ

る
従
っ
て
比
島
崎
人
の
政
治
的
活
動
と
し
て
は

宜
ろ
し
く
従
前
の
如
く
葦
々
し
く
街
頭
に
活
動
す
る

よ
り
も
比
島
国
家
に
内
在
し
て
い
る
根
本
的
欠
陥

に
着
目
し
そ
の
改
善
に
努
力
す
へ
き
で
あ
る
緑

人
が
再
ひ
眼
を
そ
の
家
庭
に
、
子
女
の
教
育
に
、
栄

養
の
問
題
に
公
共
衛
生
の
問
題
に
男
子
の
道
徳

問
題
に
向
け
る
時
そ
こ
に
消
『
倒
的
に
し
て
然
か
も

砧
極
的
な
る
重
要
使
命
を
見
出
す
で
あ
ろ
7

こ
の

点
に
払
か
い
て
日
本
の
婦
人
が
獣
々
と
し
て
一
家
庭
を
中

心
と
し
て
叉
険
組
を
活
動
舞
台
と
し
て
-
」
れ
ら
の
地

味
な
問
題
に
努
力
し
外
部
に
活
動
す
る
男
子
を
し

て
後
顧
の
憂
な
か
ら
し
め
そ
の
無
恨
の
感
謝
と
尊

敬
と
を
払
は
し
め
て
い
る
所
に
比
島
婦
人
の
学
ぶ

へ
き
所
が
あ
る
で
あ
ろ
う

， 
》

〈
布
告
〉
軍
政
官
一
布
二
関
ス
ル
件

二
、
日
本
軍
ノ
比
島
進
駐
ハ
一
二
比
島

民
衆
ヲ
米
国
ノ
支
配
ヨ
リ
解
放
シ

大
東
亜
共
栄
圏
ノ

一
員
卜

シ
テ
比

島
人
ノ
比
島
ヲ
建
設
シ
其
ノ
繁
栄

卜
文
化
ノ
維
持
ヲ
庶
幾
ス
ル
ニ
外

ナ
ラ
ス
昭
和
一
七
年
一
月
三
日

大
日
本
軍
司
令
官

(「
軍
政
公
報
」
第
一
号
よ
り
)

円
本
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
佼
略
の
思
想
は

端
的
に
一-一一
日
え
ば
、
「
ト
八
点
亜
共
栄
闘
の
も
と

に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
族
解
放
」
で
あ

る
。
そ
の
只
体
的
政
策
と
し
て
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
・
ハ
f
校

・
教
会
な
ど
今
ま
で
の

社
会
制
度
の
統
制
を
は
か
る

一
応
で
、
動

員
と
統
制
の
た
め
の
新
し
い
制
度
と
し
て
、

隣
組
や
、
カ
リ
パ
ピ
(
新
作
フ

ィ
リ
ピ
ン

レ
平
行
間
)
を
つ
く

っ
て
い

っ
た
。

教
育
政
策
に
み
る
思
想
統
制

思
想
統
制
は
「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
的

物
町
、
正
義
と
快
来
、
正
義
を
似
絶
し
、
そ
の

代
り
、
火
点
取
共
栄
凶
繁
栄
の
た
め
に
東

洋
的
美
徳
に
よ
る
坑
素
で
活
気
の
あ
る
午

治
を
川
似
す
る
こ
と
」
と
い
う

H
的
を
持

っ
て
行
な
わ
れ
た
。
川
町
利
.
七
年
会

一月

一

ア
メ
リ
カ
植
民
地
政
策
の
浸
透
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じ
日
に
山
さ
れ
た
「
教
宵
ノ
桜
本
ト
刀
針
ニ

間
ス
ル
件
」
と
い
う
訓
令
に
、
そ
の

一
端

が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
使
附
教
科
占

の
指
定
も
行
な
わ
れ
、
米
-

H

火
の
地
用
、

歴
史
、
文
化
に
関
す
る
教
科
書
が
使
用
祭

止
と
な

っ
た
。
ま
た
、
山
刀
久
品
火
山
干
の
祭
什
一
、

日
本
語
教
育
の
強
制、

タ
ガ
ロ
グ
訴
の
普

及
も
行
な
わ
れ
た
が
、

H
i小
平
の
こ
の
よ

う
な
教
育
政
策
は
十
分
な
成
果
を
発
仰
で

き
る
か

っ
た
。
戦
争
勃
発
時
の
就
学
人
口

は
約
巾一

O
O万
人
だ
っ
た
が
、

-
九
州
三

年
に
は
、
小
山
下
生
は
一二
分
の
一
、

中
山
子
供

は
二
分
の

十
し
か
学
校
に
一民
ら
な
か

っ
た。

日
本
の
教
行
政
策
の
失
敗
の
係
国
の

-
つ

に
は
、
ア
メ
リ
カ
柄
民
地
時
代
の
教
育
の

影
響
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
公
立
学
校
制

を
導
入
し
教
古
川
を
大
衆
化
し
た
た
め
に
、

ア
メ
リ
・
力
の
教
育
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
小

に
深
く
浸
透
し
、

日
本
一
阜
市
領
時
代
に
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
ア
メ
リ
カ
人
に
深
い

忠

誠
心
を
不
し
、
ア
メ
リ
カ
が
再
び
戻

っ
て

く
る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
の
で
、
日
本
市

の
教
育
政
策
も
お
ざ
な
り
に
山
化
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
ほ
か
の
政
策
に
つ
い
て
も
い
え

る
こ
と
で
、
隣
組
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
州

』
監
机
の
役
割
を
は
た
さ
ず
、
物
資
不
足

の
と
き
の
配
給
嗣
と
な

っ
た
と
き
は
じ
め

て
治
気
づ
い
た
。

日
本
軍
政
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
観

久
性
に
関
す
る
記
述
は
、
ほ
と
ん
ど
る

い
が
、
比

μ川
市
政
監
部
発
行
の
軌
跡
文
書

軍
用
の
日
本
米
だ
け
を
つ
く
る
食
糧
地
産

と
ア
メ
リ
カ
植
民
地
時
代
の
輸
出
品
と
し

て
重
視
さ
れ
て
い
た
砂
糖
を
日
本
の
繊
維

産
業
が
必
要
と
す
る
仰
の
生
産
に
切
り
変

え
る
計
同
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
全

面
的
に
任
さ
れ
た
の
が
、
戦
前
か
ら
、
ダ

パ
オ
で
マ
ニ
ラ
麻
の
裁
培
を
し
て
い
た
太

田
興
業
会
社
で
あ
る
。
一

九

一
九
年
ま
で

に
、
ダ
パ
オ
に
は
六

O
ほ
ど
の

日
本
企
業

が
進
出
し
、

て
万
人
の
労
働
者
が
い
た
が

マ
ニ
ラ
麻
開
発
に
従
事
し
た
日
本
人
の
七

『フィリピン民衆の歴史日，J 

「フィリピン史物語』

『朝鮮終戦記』

『朝鮮人強制連行・強制労働』

『朝鮮人BC級戦犯の記録』

『朝鮮人強制連行の記録』

『一視同仁の果て』

『レイテ戦記 I・II• "' J 
『死の鉄路泰緬鉄道

「
比
向
調
査
報
告
・

第

一一
位崩

・
統
治
」
の

中
に
「
似
人

の
政
治
的
勢
力
の
分
析
」
が

あ
り
、
日
本
軍
政
の
久
性
政
策
の

一
端
が

う
か
が
え
る
。

こ
の
分
析
は
ま
ず
「
比
島

に
於
い
て
い
阿
人
が
家
庭
ル
干
は
社
会
生
活

に
於
い
て
桜
め
て
竜
安
な
地
位
を
占
め
て

い
る
こ
と
に
就
い
て
は
何
人
も
異
論
は
な

い
。L
と
前
置
き
し
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
は
い
州

人
の
選
挙
権
が

一
九
三
七
年
に
認
め
ら
れ

た
こ
と
や
、
カ
ソ
リ
ソ
ク
教
と
ア
メ
リ
・
カ

統
治
時
代
の
女
子
の
尚
等
教
育
の
普
及
に

よ
り
、
何
人
の
社
会
進
出
も
進
ん
で
い
る

と
い
う
事
実
を
認
め
な
が
ら
も
、
当
時
の

H
本
女
性
に
強
要
さ
れ
た
「
銃
後
の
守
り
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
女
性
観
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
女
性
を
む
り
や
り
は
め
込
も
う
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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か
く
し
て
政
治
勢
力
と
し
て
比
島
の
婦
人
の
地
位

は
直
後
叉
は
間
接
に
没
却
す
べ
か
ら
さ
る
む
の
で
あ

る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
勺
ぬ
が
、
今
後
の
問
題

と
し
て
そ
れ
を
如
何
に
評
価
す
べ
き
か
は
自
ら
別
問

題
で
あ
る
。
国
家
と
家
庭
と
は
異
る
。
政
治
は
私
事

て
は
な
い
公
共
問
題
は
一
個
の
社
会
事
業
や
慈
善

事
業
に
つ
き
な
い

比
島
婦
人
が
固
有
社
会
の
時
代

よ
り
社
会
的
に
尊
重
せ
ら
れ

家

庭
に
於
い
て
重
要

な
地
位
を
占
め
て
来
た
こ
と
は
比
島
に
と

っ
て
幸
信

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
飽
く
ま
で
淳
風
美
俗
と

し
て
持
続
せ
与
る
へ
き
で
あ
る

し
か
し
、

そ
れ
は

飽
く
ま
で
相
対
的
の
こ
と
て
あ
っ
て
、

婦
人
の
能
力

の
高
い
こ
と
は
男
子
の
そ
れ
と
の
比
較
に
於
け
る
こ

と
で
あ
る
一
家
長
と
し
て
主
人
と
し
て
叉
公
人
と

し
て
の
比
島
男
子
に
寧
ろ
欠
陥
が
多
過
ぎ
る
と
も
言

へ
る
の
て
あ
る

婦
人
の
地
位
を
低
め
る
必
要
は
一自宅

も
存
し
な
い
が
、
男
子
の
責
任
感
、
判
断
力
、
活
動

力
を
高
ょ
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
F

割
は
沖
縄
県
出
身
者
で
、
戦
争
が
始
ま
る

と
日
本
人
移
民
は
引
地
で
徴
用
さ
れ
て
い

っ
た
。

こ
の
太
別
興
業
会
社

の
例
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
戦
前
の
企
業
進
出
が
、
戦

中
の
経
済
侵
時
に
そ
の
ま
ま
つ
な
が
り
、

終
戦
と
同
時
に
、
そ
れ
は
中
断
さ
れ
た
か

に
み
え
た
が
、
戦
後
勿
賠
償
支
払
い
。
を

契
機
に
多
く
の
商
社
や
企
業
が
進
出
し
、

円
本
の
経
済
侵
時
は
、
よ
り
巧
妙
に
行
な

わ
れ
て
い
る
。

ウ

t

『ビルマの夜明け』

『イン/¥ール』

『抗命インパールIIJ

『火の海の墓標』

『赤道下の朝鮮人叛乱』

『泰緬鉄道の奴隷たち』

『泰緬鉄道戦場に残る橋』

『戦鑑武蔵の最後』

『中国の日本軍』

『東条英機と天皇の時代』



「
天
皇
の
軍
隊
」
は
沖
縄
で
何
を
し
た
か
げ
新

里

私
の
小
学
校
時
代
と
い
う
の
は
、
丁
度

砂
復
帰
運
動
。
の
盛
ん
な
頃
で
、
沖
縄
返

還
砂
平
和
行
進
。
を
「
日
の
丸
」
の
旗
を

振
っ
て
迎
え
た
記
憶
が
あ
る
。
小
・
中
学

校
を
通
し
て
特
設
授
業
で
「
過
去
の
戦
争

で
日
本
が
敗
戦
し
た
結
果
、
日
米
安
保
条

約
に
よ
っ
て
沖
縄
は
米
占
領
下
に
あ
り
、

本
土
復
帰
は
沖
縄
県
民
の
要
求
で
あ
る
」

と
教
わ
っ
た
。

そ
の
頃
は
何
で
も

f
本
土
な
み
。
と
一
言

わ
れ
、
教
育
レ
ベ
ル
、
言
語
も
。
本
土
な

み
。
で
う
る
さ
か
っ
た
。
戦
前
の
教
育
で

方
言
を
使
う
と
「
札
」
(
沖
縄
で
も
朝
鮮

と
同
じ
よ
う
に
方
言
を
使
う
と
見
せ
し
め

の
為
、
首
に
札
を
か
け
さ
せ
た
)
を
渡
さ

れ
て
、
イ
ヤ
だ
っ
た
と
母
親
か
ら
よ
く
問

か
さ
れ
て
い
た
が
、
復
帰
前
に
も
学
校
に

よ
っ
て
は
こ
の
制
度
が
復
活
し
た
ら
し
い
。

今
、
思
え
ば
お
か
し
な
事
で
あ
る
。

東
京
へ
来
た
当
初
驚
い
た
事
が
あ
る
。

そ
れ
は
飛
行
機
の
立
日
が
ほ
と
ん
ど
問
、
}
え

な
い
と
い
う
事
だ
。
最
近
の
沖
縄
で
は
ど

う
か
知
ら
な
い
が
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
金
属

音
で
何
度
も
授
業
が
中
断
さ
れ
、
校
舎
の

窓
か
ら
は
ガ
ラ
マ
ン
岳
付
近
で
、
米
軍
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
垂
直
に
降
り
る
訓
練
、

(
印

1
叩
年
と
い
う
の
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
頃
で
、
ア
メ
リ
カ

は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
じ
め
て
地
中
部
隊

の
集
中
移
動
に
大
量
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

使
っ
た
と
い
わ
れ
る
)
や
、
落
下
傘
が
降

り
る
の
を
景
色
の
よ
う
に
見
て
き
た
私
に

と
っ
て
、
異
様
で
も
あ
っ
た
。
民
家
の
周

辺
で
米
軍
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
迷
彩
服
に
木

の
葉
を
く
く
り
つ
け
、
銃
を
持
っ
て
演
習

を
し
て
い
る
風
景
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
事
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
姿
も
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

私
は
初
め
て
沖
縄
と
本
土
の
違
い
が
わ

か
っ
た
気
が
し
た
。

「
米
軍
」
よ
り
「
日
本
兵
」
が
恐
い

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
戦
に
な
る
に
つ
れ

米
軍
兵
の
精
神
的
荒
廃
か
ら
乱
射
事
件
を

ひ
き
お
こ
し
、
性
犯
罪
も
後
を
た
た
ず
、

米
軍
恐
怖
症
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
。

そ
の
米
軍
よ
り
「
日
本
軍
の
方
が
恐
い
」
、

「
ヤ
マ
ト
ウ
や
信
用
な
ら
ん
」
と
沖
縄
戦

に
お
け
る
日
本
軍
の
住
民
虐
殺
の
話
を
父

親
か
b

ワ
聞
い
た
事
が
あ
る
。

沖
縄
戦
で
「
天
皇
の
軍
隊
」
が
住
民
に

何
を
し
た
か
。
何
故
、
何
十
年
た
っ
た
今

も
か
反
ヤ
マ
ト
ウ
。
意
識
が
親
か
ら
子
へ

語
り
つ
が
れ
て
い
る
の
か
。

な
ん
と
か
し
て
堅
固
な
軍
の
壕
に
は
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
夜
は
豪
雨
で

一
寸
先
も
見
え
な
い
暗
夜
だ
っ
た
。
住
民

は
恐
し
い
ハ
ブ
の
出
る
山
道
を
、
ぬ
れ
ね

ず
み
の
よ
う
に
な
っ
て
、
親
は
子
を
背
負

い
、
老
人
は
手
を
引
か
れ
、
砲
弾
の
う
な

る
中
を
ぬ
か
る
み
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら

歩
き
つ
、
つ
け
た
。

西
山
の
軍
陣
地
に
や
っ
と
た
ど
り
着
く

と
、
ほ
っ
と
す
る
間
も
な
く
、
赤
松
大
尉

か
ら
「
住
民
は
陣
地
外
に
去
れ
」
と
の
厳

命
が
出
さ
れ
、
村
民
は
泣
く
に
も
泣
け
な

い
気
持
で
軍
の
陣
地
を
去
っ
て
、
北
方
の

盆
地
へ
向
っ
て
歩
い
て
い
っ
た
。

米
軍
の
砲
弾
は
、
島
民
が
の
が
れ
た
盆

地
に
も
俳
裂
し
始
め
た
。
赤
松
隊
は
住
民

の
保
護
ど
こ
ろ
か
、
無
謀
に
も
「
住
民
は

集
団
自
決
せ
よ
F
・
」
と
命
令
す
る
始
末
だ

っ
た
。
最
後
の
死
に
場
所
を
求
め
て
、
友

軍
陣
地
か
ら
三

0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地

点
に
、
約
一
五

O
O人
の
島
民
が
集
ま
っ

て
き
た
。
防
衛
隊
員
が
二
個
ず
つ
手
棺
弾

を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
で
死
ぬ
こ
と

に
決
め
た
。
一
個
の
手
棺
弾
の
回
り
に
、

二
、
三

O
人
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。
「
天

皇
陛
下
パ
ン
ザ

l
イ
」
の
叫
ぴ
が
、
手
砲

弾
の
昨
裂
音
で
か
き
消
さ
れ
た
。
肉
片
が

飛
び
散
り
、
谷
聞
は
た
ち
ま
ち
血
潮
で
い

ろ
ど
ら
れ
た
。
な
か
に
は
、
ク
ワ
や
こ
ん

棒
で
互
い
に
一
政
を
な
ぐ
り
つ
け
た
り
、
カ

ミ
ソ
リ
で
自
分
の
の
ど
を
か
き
切
っ
て
死

ん
で
い
く
者
も
あ
っ
た
』
(
秘
録
「
沖
縄

戦
記
」
山
川
泰
邦
著
よ
り
抜
粋
)

座
間
味
村
で
も
同
じ
よ
う
に
集
団
自
決

が
行
わ
れ
て
い
る
。

将
校
会
議
で
の
赤
松
大
尉
の
発
言
を
引

用
し
た
い
。
「
持
久
戦
は
必
歪
で
あ
る
。

軍
と
し
て
は
最
後
の
一
兵
ま
で
闘
い
た
い
。

ま
ず
非
戦
闘
員
を
い
さ
ぎ
よ
く
自
決
さ
せ

わ
れ
わ
れ
軍
人
は
烏
に
残
っ
た
あ
ら
ゆ
る

食
糧
を
確
保
し
て
、
持
久
体
制
を
と
と
の

え
、
上
陸
軍
と
一
戦
を
交
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

事
態
は
、
こ
の
島
に
住
む
す
べ
て
の
人
間

に
死
を
要
求
し
て
い
る
」
。
こ
れ
は
、
赤

松
大
尉
個
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
軍
の
方

針
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
隊
と
し
て
は

一
発
の
弾
を
射
つ
こ
と
も
な
く
壕
に
ひ
そ

み
つ
づ
け
、
最
後
に
は
降
服
し
た
の
で
あ

る。
一
般
住
民
の
犠
牲
が
、
軍
隊
の
そ
れ
を

上
ま
わ
っ
て
い
た
の
は
、
沖
縄
戦
の
一
つ

の
特
徴
だ
っ
た
。
戦
死
し
た
住
民
の
中
に

は
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
ス
パ
イ
容
疑
を
か

け
ら
れ
、
虐
殺
さ
れ
た
者
も
い
る
。

久
米
島
住
民
虐
殺
の
鹿
山
に
し
て
も
、

渡
嘉
敷
村
民
を
自
決
に
お
い
や
っ
た
赤
松

に
し
て
も
、
良
心
の
叫
責
を
感
じ
る
ど
こ

ろ
か
、
「
天
皇
の
軍
隊
と
し
て
当
然
の
こ

と
を
し
た
ま
で
だ
」
と
居
直
っ
て
、
日
本

の
ど
こ
か
で
生
き
て
い
る
。
決
し
て
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

六
・
ニ
三
沖
縄
敗
戦
の
日

本
土
で
は
八
月
一
五
日
に
敗
戦
記
念
日

智

沖
縄
戦
は
、
一
九
四
五
年
三
月
二
六
日

米
軍
の
慶
良
問
列
島
上
陸
に
よ
っ
て
開
始

さ
れ
た
。

慶
良
間
列
島
は
、
那
覇
か
ら
三

0
1
四

0
キ
ロ
に
あ
る
鳥
々
で
、
渡
嘉
敷
村
、
座

間
味
村
の
二
つ
の
村
が
あ
り
、
そ
の
他
多

く
の
島
々
か
ら
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
人

口
は
一
三
七
七
人
で
あ
っ
た
。

慶
良
問
列
島
は
、
弾
薬
補
給
や
燃
料
補

給
基
地
と
し
て
す
ぐ
に
も
使
用
で
き
た
の

t部訓練場

米軍の沖縄侵略と軍事基地

子

で
、
米
軍
の
同
列
島
の
占
拠
は
、
沖
縄
本

島
作
戦
を
敢
行
す
る
う
、
え
か
ら
不
可
欠
だ

っ
た
。三
月
二
六
日
米
軍
は
水
陸
両
用
戦
車
を

も
っ
て
阿
嘉
島
に
上
陸
し
た
が
、
赤
松
隊

は
迎
撃
せ
ず
無
血
占
領
さ
れ
た
。

渡
嘉
敷
村
民
の
集
団
自
決

沖
縄
戦
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
集
団
自

決
が
あ
る
。

「
三
月
二
七
日
、
赤
松
大
尉
は
「
住
民
は

西
山
の
退
陣
地
北
方
の
盆
地
に
集
結
せ
よ
」

と
命
令
し
た
。

住
民
た
ち
は
盆
地
に
集
合
す
る
こ
と
は

砲
下
に
身
を
さ
ら
す
、
」
と
に
な
忍
の
で
、

。。

1945米軍の艦砲射撃

e現在の基地

~ 

a 
w 

で
色
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
沖
縄

で
は
六
月
二
三
日
が
敗
戦
日
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
、
六
月
二
三
日
沖
縄
に
お

け
る
日
本
軍
が
全
面
降
服
し
、
米
軍
が
沖

縄
全
島
を
占
領
し
た
。
こ
れ
が
沖
縄
の
敗

戦
日
で
あ
る
。

戦
時
中
よ
り
米
軍
に
よ
っ
て
収
容
所
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
沖
縄
の
戦
後
は
、
収
容

所
の
柵
の
中
か
ら
出
発
し
た
。

沖
縄
で
は
、
住
民
が
収
容
所
に
い
れ
ら

れ
て
い
る
聞
に
、
ま
る
で
、
白
地
図
に
線

を
ひ
く
よ
う
に
し
て
、
農
地
を
膨
大
な
軍

用
地
と
し
て
接
収
さ
れ
た
。

沖
縄
を
ア
ジ
ア
に
お
け
る
基
地
と
し
て

さ
し
だ
す
こ
と
を
条
件
に
し
て
、
日
本
に

平
和
憲
法
が
得
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
い
い

す
ぎ
で
は
な
い
。

沖
縄
戦
の
も
つ
意
味
は
、
本
土
決
戦
を

一
日
で
も
ひ
き
の
ば
す
た
め
に
必
要
以
上

に
犠
牲
を
強
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

天
皇
の
軍
隊
に
よ
っ
て
沖
縄
県
民
が
本

土
の
盾
に
さ
れ
、
差
別
ゆ
え
に
虐
殺
さ
れ

た
の
だ
と
思
う
。

復
帰
十
年
自
の
沖
縄

η
年
復
帰
か
ら
一

O
年
目
。
全
国
米
軍

基
地
の
五
三
%
以
上
が
沖
縄
に
あ
る
。
県

面
積
二
千
二
五

O
平
方
キ
ロ
の
う
ち
二
五

八
平
方
キ
ロ
を
米
軍
が
占
め
、
四
九
ヶ
所

の
基
地
施
設
が
あ
り
、
三
万
一
千
人
以
上

の
米
軍
人
が
駐
留
し
て
い
る
。

P
3
C
、
F
4
、
F
日
等
々
が
駐
留
し
、

沖
縄
は
中
東
情
勢
と
朝
鮮
情
勢
と
の
関
連

で
常
に
戦
時
下
に
あ
る
。

復
帰
後
、
土
地
の
地
籍
不
明
を
理
由
に

米
軍
や
自
衛
隊
が
居
座
わ
り
つ
づ
け
て
い

る
。
沖
縄
戦
で
土
地
の
境
界
線
も
わ
か
ら

な
い
程
沖
縄
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し
て
お
き
な

が
ら
、
そ
れ
を
逆
に
利
用
し
て
居
座
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
沖
縄
現
地
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
時

以
上
に
質
的
に
強
化
さ
れ
て
、
こ
の
状
態

は
継
続
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
許
し
た
の

は
、
本
土
の
無
関
心
と
沖
縄
蔑
視
の
ゆ
え

だ
と
思
う
。

百
年
の
沖
縄
返
還
と
は
、
沖
縄
県
民
の

意
志
を
ふ
み
に
じ
り
、
施
政
権
だ
け
が
日

本
の
政
府
に
か
え
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の

軍
事
面
で
の
か
た
が
わ
り
を
日
本
の
政
府

が
引
き
受
け
、
日
本
全
体
を
か
沖
縄
化
。

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

沖
縄
の
現
実
は
変
わ
る
だ
ろ
う
か
。
ま

す
ま
す
強
化
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
沖
縄

に
ま
だ
戦
後
は
な
い

r
・。
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フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

ル
ー
ペ
ン
・
戸
ビ
ト

私
の
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
民
衆
の
聞
で
は
、

現
在
、
政
府
の
正
規
軍
及
ぴ
準
軍
部
隊
を

ハ
ポ
ン
|
|
日
本
軍
|
|
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
、
特
に
こ
の
数
年
来
、
政
府
の
軍

隊
に
よ
る
住
民
へ
の
残
虐
行
為
が
ふ
え
る

一
方
で
、
戦
時
中
の
日
本
侵
略
軍
に
比
類

す
る
も
の
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
意
味
が

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
民
衆
、
特
に
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
の
農

民
、
労
働
者
、
少
数
民
族
、
ス
ラ
ム
街
の

住
民
な
ど
か
ら
見
て
政
府
の
軍
隊
は
示
。

い
」
と
同
時
に
「
憎
い
」
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
。
「
ハ
ポ
ン
」
と
い
う
呼
ぴ
名
は

こ
の
よ
う
な
民
衆
の
感
情
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
と
同
時
に
、
蔑
視
の
意
味
も
含
ま
れ

て
い
る
。

私
が
育
っ
た
町
ロ
ス
・
パ
ニ
ヨ
ス
で
は
、

日
本
軍
が
数
百
人
の
住
民
を
教
会
に
集
め

て
閉
じ
込
め
、
焼
き
殺
し
た
と
い
う
事
件

が
あ
っ
た
。
今
で
も
そ
の
こ
と
を
語
る
犠

牲
者
の
遺
族
、
親
せ
き
が
い
る
が
、
こ
れ

が
当
時
と
し
て
決
し
て
孤
立
し
た
、
珍
し

い
事
件
で
は
な
く
、
日
本
軍
の
残
虐
行
為

の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
聞
で
疑
い
の
余
地
の
な
い
こ

と
で
あ
る
。
戦
後
生
ま
れ
の
私
に
は
、
子

第2信

やより

問題
松井シンガポール

困図困園圃困固

東南アジアから見定
教科

ど
も
の
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な

話
1

1
日
本
軍
の
拷
聞
の
し
か
た
、
日
本

軍
の
一
般
市
民
に
対
す
る
権
力
的
な
ふ
る

ま
い
|
|
例
え
ば
町
で
軍
人
と
す
れ
ち
が

っ
て
道
を
通
る
時
お
じ
ぎ
が
ち
ゃ
ん
と
で

き
て
い
な
い
と
顔
を
ぷ
た
れ
る
、
な
ど
の

話
が
、
子
ど
も
の
心
に
も
「
ハ
ポ
ン
」
の

恐
さ
、
憎
さ
を
植
、
え
つ
け
る
も
の
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
意
識
で
育
っ
て
言
え
る

こ
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
衆
に
と
っ
て
日

本
の
侵
略
時
代
は
培
え
が
た
き
悪
夢
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
。
で
あ
る
だ
け
に
、
私
た

ち
に
と
っ
て
の
八
・
一
五
は
、
残
酷
な
侵

略
者
の
負
け
、
そ
の
無
条
件
降
伏
を
意
味

す
る
も
の
と
し
て
、
喜
ぶ
べ
き
、
希
望
に
満

ち
た
解
放
の
目
、
平
和
の
日
も
意
味
し
た

は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
衆
は
今
新
た

な
悪
夢
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
顔
色

の
、
つ
ま
り
同
国
人
の
「
ハ
ポ
ン
」
が
今

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
衆
を
苦
し
め
て
い
る
。

日
本
の
新
聞
に
は
あ
ま
り
報
道
さ
れ
て
い

な
い
の
で
初
耳
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
戒
厳
令
が
施
行
さ
れ
て
こ
の
一

0

年
間
、
非
公
式
の
民
間
情
報
に
よ
る
と
、

軍
及
ぴ
準
軍
部
隊
の
残
虐
行
為
の
拷
問
・

「
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
日
本
が
来

た
時
期
は
苦
し
み
以
外
の
何
も
の
で
も
な

か
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
日
本
の
侵

略
と
占
領
が
数
限
り
な
い
死
と
苦
痛
を
も

た
ら
し
た
だ
け
で
な
く
か
分
裂
し
支
配
せ

よ
。
政
策
で
人
種
の
分
裂
を
も
た
お
り
し
た
。

右
翼
的
保
守
的
日
本
人
が
こ
の
歴
史
を
ご

ま
か
そ
う
と
す
る
企
て
は
、
不
正
を
さ
ら

に
重
ね
る
こ
と
だ
。
も
っ
と
重
大
な
こ
と

は
、
日
本
の
若
い
世
代
に
わ
い
曲
し
た
歴

史
を
叩
き
込
み
、
日
本
人
自
身
と
他
の
ア

ジ
ア
人
に
つ
い
て
ゆ
が
ん
だ
見
方
を
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
、
双
方
の
関
係
に
危
険
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
だ
。
:
:
:
私
た
ち
が

こ
の
時
期
の
歴
史
か
ら
学
ん
だ
教
訓
は
、

侵
略
、
植
民
地
化
、
占
領
、
人
々
の
苦
し

み
に
反
対
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
代

の
あ
と
に
生
ま
れ
た
私
た
ち
は
、
と
く
に

こ
の
時
代
の
歴
史
を
記
憶
し
、
こ
の
歴
史

を
決
し
て
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
責

任
が
あ
る
ω

私
の
両
親
は
文
盲
だ
が
、
私
に
こ
の
技

書
を
す
る
よ
う
励
ま
し
て
く
れ
た
。
母
の

最
初
の
夫
は
海
南
島
で
抗
日
闘
争
を
し
て

日
本
兵
に
殺
さ
れ
た
。
父
は
マ
レ
ー
シ
ア

の
セ
ン
ツ

l
ル
の
人
々
に
爆
弾
が
降
り

注
い
だ
こ
と
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

l
ル
の
パ

ツ
l
通
り
に
切
り
落
さ
れ
た
中
国
人
の
首

が
い
く
つ
も
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
涙
を
流
す
。
父
母
が
い
い
た
い

こ
と
は
、
戦
争
は
二
度
と
ご
め
ん
だ
ノ
」

(
戦
後
生
ま
れ
マ
レ
ー
シ
ア
人
)

殺
害
の
犠
牲
者
は
五
万
人
に
も
の
ぼ
る
と

い
わ
れ
て
、
今
も
な
お
ふ
え
る
一
方
で
あ

zv
。「
こ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
問
題
で

日
本
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
か
」
と
思
う

方
も
多
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
民
衆
へ
の
こ
の
暴
力
的
な
構
造
を
支
え

て
い
る
の
は
、
実
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
的

及
ぴ
軍
事
的
介
入
、
そ
し
て
第
二
に
、
日

本
の
経
済
的
介
入
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
自
然
の
富
み
|
|
山
、

海
、
森
林
、
豊
か
な
土
地
、
民
衆
の
た
く

ま
し
い
労
働
力
|
|
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
民

衆
に
還
元
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
部
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
企
業
家
・
権
力
者
と
、
か
れ

ら
と
子
を
結
ぶ
ア
メ
リ
カ
、
日
本
を
始
め

と
す
る
外
国
べ

l
ス
の
企
業
に
吸
収
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
例
え
ば
、

日
本
で
安
く
手
に
入
る
バ
ナ
ナ
の
大
半
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
三
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
最
も
良
い
土
地
で
作
ら
れ
、

飢
え
て
い
る
民
衆
か
ら
そ
の
土
地
を
奪
っ

て
い
る
。
最
近
小
漁
民
は
、
日
本
の
大
型

漁
船
の
進
出
に
よ
っ
て
と
る
魚
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
森
林
が
、

一
部
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
合
併
会
社
と
日
本
そ

「
フ
ァ

l
イ
ー
ス
タ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ツ

ク
・
レ
ビ
ュ
ー
」
(
位
年
9
月
刊

l
m
号
)

に
の
っ
た
こ
の
投
書
の
主
は
、
実
は
私
の

親
し
い
友
人
頼
雅
英
(
ラ
イ
・
ア

l
エ
ン
)

だ
。
中
国
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
で
、
英
国
留

学
か
ら
も
ど
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
で

社
会
学
を
教
え
て
い
る
ま
だ
三
十
代
の
女

性
で
あ
る
。
日
本
の
教
科
書
問
題
が
報
道

さ
れ
る
と
、
せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
戦
争

の
こ
と
を
私
に
話
す
の
だ
っ
た
。

「
両
親
は
い
つ
も
戦
争
体
験
を
話
し
て

い
た
。
母
は
小
さ
い
子
ど
も
二
人
を
天
び

ん
に
か
つ
い
で
爆
撃
か
ら
逃
げ
ま
わ
っ
た

と
。
父
は
日
本
軍
に
取
り
調
べ
ら
れ
、
指

の
爪
を
尖
っ
た
も
の
で
突
い
た
り
む
ご
い

拷
聞
を
さ
れ
た
と
。
街
に
は
死
体
が
い
っ

ぱ
い
こ
ろ
が
っ
て
い
た
ん
で
す
っ
て
」

も
う
一
人
の
友
人
、
奈
史
君
(
チ
ュ
ア

・サ

l
ク
ン
)
さ
ん
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
で
、

日
本
や
英
国
に
留
学
し
て
東
南
ア
ジ
ア
史

を
専
攻
、
「
日
本
占
領
期
の
軍
政
」
を
研
究

テ
l
マ
に
し
て
い
る
女
性
だ
。
最
近
ま
で
、

文
化
省
の
公
文
書
口
述
史
局
で
、
日
本
占
領

下
の
体
験
を
テ

l
プ
に
と
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
日

本
の
歴
史
教
科
書
改
ざ
ん
の
報
道
に
は
唖

然
と
し
て
い
た
。

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
華
人
虐
殺
事
件

も
あ
っ
て
、
砂
侵
略
。
以
外
の
何
も
の
で
も

な
い
の
に
か
進
出
。
で
す
っ
て
?
小
学
校

の
同
級
生
に
も
、
お
父
さ
ん
を
殺
さ
れ
た

人
が
何
人
か
い
て
、
な
か
に
は
母
子
家
庭

の
他
先
進
国
の
会
社
に
よ
っ
て
切
り
と
ら

れ
、
植
林
さ
れ
な
い
ま
ま
、
は
げ
山
と
な

り
、
民
衆
の
い
の
ち
を
奪
う
洪
水
の
原
因

と
な
る
。
他
に
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
状
態
に
対
し
て
抗
議
の
声
を
あ
げ

る
と
い
う
こ
と
は
政
府
の
強
硬
な
手
段
を

ま
ね
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
民
衆
は
今
、
ア
メ
リ
カ
に

よ
る
新
植
民
地
主
義
に
子
を
縛
ぱ
ら
れ
て

い
る
上
に
、
日
本
の
第
二
の
侵
略
に
さ
ら

に
悩
ま
さ
れ
て
、
自
分
の
生
活
、
自
分
の
運

命
を
自
ら
の
子
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
民
衆
は
今
、
新
た
な
八
・
一
五
を
待

ち
わ
び
て
、
そ
の
た
め
に
声
を
あ
げ
て
い

の
ち
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
い
る
。

日
本
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

ど
う
か
、
過
去
の
出
来
事
を
ぼ
や
か
さ
な

い
で
、
軍
人
・
住
民
を
含
む
日
本
の
戦
争

犠
牲
者
を
追
悼
す
る
と
同
時
に
、
日
本
軍

の
子
に
よ
っ
て
犠
牲
者
と
な
っ
た
数
え
き

れ
な
い
ア
ジ
ア
の
人
々
の
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
、
同
じ
よ
う
に
追
悼
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
過
去
の
加
害
者
的
立
場
を
直
視

ぎ

A
げ

し
憐
悔
し
て
再
び
そ
ん
な
こ
と
を
起
、
」
さ

な
い
よ
う
に
決
心
す
る
と
同
時
に
、
現
在

の
ア
ジ
ア
民
衆
に
対
す
る
第
二
の
侵
略
に

お
け
る
加
害
者
的
立
場
も
直
視
し
、
追
求

し
て
ア
ジ
ア
の
人
々
と
手
を
つ
な
い
で
本

当
の
八
・
一
五
、
本
当
の
平
和
の
日
に
向

っ
て
共
に
歩
み
つ
づ
け
て
ほ
し
い
。

で
生
活
に
困
り
、
お
母
さ
ん
が
洗
た
く
婦

な
ん
か
し
て
ど
う
に
か
暮
ら
し
て
い
る
友

だ
ち
も
い
ま
し
た
。
」
占
領
下
の
生
活
を
証

言
し
て
も
ら
う
仕
事
は
つ
ら
い
と
い
う
。

「
あ
ま
り
に
む
ご
た
ら
し
い
体
験
談
に
、

二
、
三
日
食
事
が
ノ
ド
を
通
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
ん
で
す
よ
。
で
も
、
日
本
人
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
起
こ
っ
た
こ
と
ど
れ
だ
け
知

っ
て
い
る
の
か
し
ら
」
と
嘆
く
。

恐
怖
の
支
配

一
九
四
二
年
二
月
、
マ
レ

l
半
島
を
南

下
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
な
だ
れ
込
ん
だ

日
本
軍
は
、
「
昭
南
島
」
と
改
名
し
て
き

ぴ
し
い
軍
政
を
し
い
た
。
占
領
四
日
後
、

華
僑
男
子
全
員
を
数
地
点
に
集
結
さ
せ
、

検
問
し
て
、
抗
日
分
子
と
見
な
さ
れ
た
者
は

連
れ
去
ら
れ
て
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
彼

ら
は
東
海
岸
ト
カ
ン
に
連
行
さ
れ
て
機
関

銃
で
射
殺
さ
れ
、
砂
に
埋
め
ら
れ
た
。
ま

た
は
、
ブ
ラ
カ
マ
ン
テ
ィ
島
(
今
は
セ
ン

ト
l
サ
島
と
呼
ば
れ
る
観
光
地
)
近
く
に

は
し
け
で
運
ば
れ
両
手
を
後
に
し
ば
ら
れ

た
ま
ま
機
銃
掃
射
を
浴
ぴ
せ
ら
れ
て
海
中

に
散
っ
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
軍
事
裁
判

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
、
「
犠
牲
者

の
血
で
海
面
が
真
っ
赤
に
染
ま
る
の
を
見

た
」
と
イ
ン
ド
人
灯
台
守
が
証
言
し
て
い
る
。

「
苦
難
の
昭
南
時
代
」
「
暗
黒
の
三
年
八

カ
月
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
日
本
占
領
時
代

の
こ
と
を
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
小
中
学
校

教
科
書
は
く
わ
し
く
書
い
て
い
る
。
小
学
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校
一
九
年
川
の
中
同
証
聞
の
社
会
科
教
科

A
に

は
「
日
本
軍
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が

日
本

に
抵
抗
し
て
義
，
出
力
車
を
組
織
し
英
軍
に
協

力
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
防
衛
し
よ
う
と

し
た
の
で
報
復
を
決
定
、
占
領
A

一-日

H
に

悼
平
人
に
集
結
地
点
に
集
ま
る
よ
う
命
じ
た
。

彼
ら
は
耐
熱
の
太
陽
の
ト
に
飢
え
渇
き
る

か
ら
立
た
さ
れ
、
幸
述
な
人
々
は
州
℃
で

き
た
が
、
不
述
な
人
々
は
抗
日
分

f
と
さ

れ
て
と
ら
、
手
句
れ
、
何
万
人
も
が
れ
本
市

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
て
、
郊
外
や
海
作

に
連
れ
て
い
か
れ
て
殺
さ
れ
た
。
何
と
伐

忍
な
こ
と
か
/
」
と
あ
る
。

小
川
凹
訪
中
学
校
の
附
一
界
史
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
史
で
も
虐
殺
事
件
に

ふ
れ
て
お
り
、
そ
の
犠
牲
者
数
は
問
万
人
、

7

レ
|
下
向
と
A
H
わ
せ
て
卜
万
人
と
し
て

い
る
教
科
作
が
多
い
。

英
司訪
問学
校
の
歴
史
教
科
書
は
、
記
述
は

概
し
て
よ
り
ク
ー
ル
だ
が
、
そ
れ
で
も
「
日

-τ、，
"あぐー-
4幹 v古F
í~."，~も
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の
改
ざ
ん
は
、
文
部
官
僚
な
ど

一
部
の
日

本
人
の
お
ご
り
、
思
い
あ
が
り
の
あ
ら
わ

れ
で
は
な
い
か
。
日
本
国
民
今
体
の
お
ご

り
、
思
い
あ
が
り
で
な
い
こ
と
を
願
う
」

と
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
か
ら
公
式
の
場
で

聞
い
た
初
め
て
の
発
言
で
あ
り
、
迫
感
が

ち
な
表
現
の
中
に
桁
い
つ
は
い
の
抗
議
が

こ
め
ら
れ
て
い
た
。

た
し
か
に
、
シ
ン
ガ
ホ

l
ル
で
は
、
作
火

山
「
紙
が
述
口
、
中
同
、
隣
凶
、
香
港
な
ど

の
抗
議
行
動
を
伝
え
、
傘
下
紙
が
論
説
な

ど
で
と
り
あ
げ
て
い
た
が
、
政
府
関
係
析

は

-
切
公
式
比
ω併
を
ぷ
明
し
な
か

っ
た
。

学
生
や
知
識
人
な
ど
も
全
く
沈
黙
し
て
い

た
。
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
が
悩
が
か
ら

ん
で
い
る
と
思
う
。

つ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
「
日
本

に
山
下
べ
」
政
策
が
あ
る
。
日
本
型
経
常
、

中
広
性
向
上
、
勤
労
倫
母
、
企
業
悩
祉
制

度
な
ど
を
と
り
い
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

日
本
を
刺
激
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
だ

木
占
領
」
は
「
法
怖
の
支
配
」
だ
っ
た
と

し
て
い
る
。
「
ケ
ン
ペ
イ
タ
イ
は
残
献
で

抗
日
分
子
を
持
問
し
、
殺
し
、
多
く
の
人

々
を
死
の
泰
緬
鉄
道
建
設
に
送
り
込
ん
だ
。

と
く
に
苫
し
め
ら
れ
た
の
は
華
人
だ
。
一

九
-一
ぃL
h
ー
か
ら
け
本
が
中
同
と
戦
争
し
た

た
め
、
華
僑
は
じ
紛
の
資
全
を
集
め
て
小

附
に
送
っ
た
り
し
た
。
日
本
人
は
何

T
人

と
い
う
栴
人
を
殺
し
、
さ
ら
に
多
く
が
獄

F
し

〆

-

SJ
，L
b人

」

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
空
港
か
ら
市
内

へ
向

か
っ
て
ブ

l
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ
や
色
と
り
ど
り

の
熱
格
の
花
と
緑
が
美
し
い
東
海
岸
の
ハ

イ
ウ

ェ
イ
を
走
る
日
本
人
は
、

問
。
年
J

川

の
虐
殺
の
引
場
だ
な
ど
と
は
必
像
も
つ
か

な
い
。
道
路
治
い
に
立
ち
枚
ぶ
a
H

川
府
川
地

を
往
出
品
し
始
め
た
し
ハ

0
年
代
平
ぱ
、
犠
牲

ぷ
た
ち
の
'
川
竹
が
ト入
社
に
発
仰
さ
れ
、
4

中仙

ぶ
の
惨
劇
を
災
づ
け
た
の
だ

っ
た
。

日
本
の
教
科
書
に
載
ら
な
い
戸
ジ
戸
侵
略

あげ、売られていた「日本軍の残虐行為写真集」

「
各
教
科
書
の
虐
殺
者
数
四
万
人
と
い

う
の
は
華
僑
遺
族
会
の
数
字
を
も
と
に
し

て
い
る
が
、
日
本
側
に
も
数
字
は
丘
千
人

で
、
防
衛
庁
の
戦
史
に
も
そ
う
出
て
い
る
。

中
1
時
の
志
兵
隊
長
大
四
党
に
い
た
っ
て
は
、

じ
九
年
に
「
華
僑
什
型
州
事
什
の
兵
制
」
な

る
本
を
出
し
て
、

一千
人
に
も
渦
た
も
い

る
ん
で
い
円
い
て
い
ま
す
」
殺
さ
ん
は
い
府
従

事
件
の
民
任
行
の
人
が
平
然
と
こ
ん
な

本
を
出
版
し
て
い
る
こ
と
に
、
判
を
か
い

わ
ん
や
と
い
う
ハ
よ
り
だ
っ
た
。

ろ
う
。

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
も
「
来
万
を
兄

よ
」
政
策
を
と
リ
、
や
は
り
、
教
利
害
問

題
で
の
抗
議
は
な
か

っ
た
。
ペ

ナ
ン
の
英

字
紙
「
ス
タ
|
」
に
コ
ラ
ム
を
辿
出
帆
し
て

い
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
H

叫
ん
参
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
コ

l
・
チ
ャ
ン
ギ
氏
は
、
戦
争
中

の
体
験
を
よ
く
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
私

が
尋
ね
る
と
「
A
7
は
臼
本
と
友
好
関
係
を

強
め
る
べ
き
な
の
で
」
と
戦
争
体
験
に
ふ

れ
た
が
ら
な
か
っ
た
。

軍
国
主
義
復
活
を
恐
れ
る
戸
ジ
戸
の
人
々

も
う

一
つ

は
、
こ
れ
ら
の
同
々
は
き
び

し
い
仰
任
体
制
の
も
と
に
あ
り
、

一吉
川
論
の

白
山
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

と
く
に
シ
ン
ガ
ホ
|
ル
な
ど
物
を
い
う
の

を
恐
れ
て
い
る
の
だ
。

さ
ら
に
、
歴
史
教
育
も
政
府
の
統
制
卜

に
あ
り
、
杵
い
世
代
が
自
主
的
に
日
本
山

領
下
の
歴
史
を
堀
リ
ド
げ
る
と
い
う
こ
と

も
な
い
。
歳
月
と
共
に
、
税
の
附
代
の
戦

争
体
験
も
風
化
し
、
こ
ん
ど
の
教
科
山
間

組
で
改
め
て
じ
い
シ
ン
ガ
ホ
ー
ル
人
に
戦

争
の
問
題
を
つ
き
つ
け
る
こ
と
に
な

っ
た

の
は
皮
肉
だ
。

こ
う
い
う
き
び
し
い
状

-M
の
も
と
で
、

シ
ン
ガ
ホ

l
ル
政
送
同

(
S
B
C
)
が
教
科

A
川
越
の
孫
組
を
作
り
た
い
と
、
私
の
と

こ
ろ
に
取
材
に
米
た
。
私
は
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
応
じ
た
。
教
科
什
一
H

の
検
定
の
川
組
に

も
ふ
れ
、
桜
山
止
の
わ
い
山
は
す
で
に
始
ま

っ
て

い
た
こ
と
、
川
内
で
の
泌
動
が
地
道

何
に
し
ろ
、

日
本
の
教
科
主
は
、
南
京
、

マ
ニ
ラ
る
ど
と
並
ぶ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
虐

殺
事
件
に
ふ
れ
て
い
る
も
の
は

一
つ
も
な

い
の
だ
。
今
川
、
中
同
や
判
鮮
緯
凶
が
強

く
反
応
し
た
の
も
、

両
阿
に
関
す
る
侵
時
、

制
民
地
主
耐
に
つ
い
て
の

記
述
が
改
ざ
ん

さ
れ
た
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
京
市
ア
ジ
ア

に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
第
-
-
次
大
戦
」
「
トA

ur
洋
戦
争
」
な
ど
の
頃
日
の
小
で
「
日
本

市
は
シ
ン
ガ
ホ

l
ル
を
l
H
領
し
、
ジ
ャ
ワ
、

ス
マ
ト
ラ
に
続
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
攻

略
し
、
ビ
ル
マ
を
征
服
・:
:
」
な
ど
と
、

ほ
ん
の

一一
、
.
ニ
行
で
片
つ
け
て
い
る
だ
け
、

小
に
は
「
日
米
開
戦
と
同
時
に
肉
太
平
洋

の
制
海
権
を
握
り
、
ま
も
な
く
京
市
ア
ジ

ア
の
大
部
分
を
出
制
し
た
」
と
.
行
に
も

訓
た
な
い
教
科
』
も
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
府
殺
引
件
に
ふ
れ
た
も
の
は
た
だ
の

今
冊
も
介
。
ぃ
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
に

来
る
宕
い
日
本
人
た
ち
は
、
こ
う
し
た
血

塗
ら
れ
た
歴
史
を
知
る
よ
し
も
な
く
、
官

庁
街
の
広
場
に
ひ
と
き
わ
尚
く
そ
び
え
る

百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の

h
M
の
「

H
本
占

領
時
期
死
知
人
民
記
念
陣
」
(
肝
年
建
立
)

に
日
を
と
め
る
人
も
少
な
い
。
シ
ン

ガ
ポ

ー
ル
の
小
山
下
午
占
な
ら
だ
れ
で
も
知
っ
て
い

る
抗

H
英
雄
林
謀
雌
!
|
|
抗
日
，
説
，
列
車
を

組
織
し
た
た
め

日
本
軍
に
捕
え
ら
れ
獄
死

ー
ー
ー
そ
の
記
念
碑
に
関
心
を
向
け
る
日
本

人
は
さ
ら
に
少
な
い
。

「
U
本
人
の
明
治
以
来
の
η

脱
却

人
猷
h

忠

に
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
向
民
党
右
翼

の
教
科
書
攻
撃
で
わ
い
山
が
悪
質
に
な
っ

た
こ
と
、
ア
シ
ア
諸
同
か
ら
抗
議
さ
れ
、

外
正
で
初
め
て
政
的
も
対
策
を
迫
ら
れ
た

こ
と
、
日
本
で
も
心
あ
る
人
々
が
抗
，ふ酬
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や

っ
て

い
る
こ
と
、
も

ど
を
説
明
し
た
。

そ
の
翌
日
、
番
組
飢
当
者
か
ら
芯
外
な

事
実
を
知
、
り
さ
れ
た
。
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
の
コ
メ
ン
ト
を
と
ろ
う
と
日
本
人
会

に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
幹
部
の

一
人
(
某

大
手
商
社
支
応
長
)
が
「
わ
れ
わ
れ
は
会
社

と
い
う
組
織
の

一
日
と
し
て
米
て
い
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
川
越
に
つ
い
て

例
人
の
見
解
を
表
明
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い

」
と
繍
ヤ
リ
を
入
れ
て
き
た
と
い
う

の
だ
。
そ
の
う
え
、
日
本
大
使
館
員
が

S

B
C
に
米
て
「
で
き
れ
ば
番
組
を
見
合
わ

せ
て
も
ら
え
な
い
か
。
せ
め
て
残
虐
行
為

の
写
兵
な
ど
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
圧

力
を
か
け
て
き
た
と
い
う
。
じ
年
間
駐
日

大
使
を
つ
と
め
、
親
日
派
の
大
物
と
い
わ

れ
る

S
B
C
会
長
の
折
ぷ
も
あ
り
、
結
い
同

「
早
骨
組
を
作
る
の
は
よ
い
が
、
調
子
を
采

げ
、
新
聞
の
書
組

Jr止
n
記
れ
も
出
さ
も
い
」

と
い
う
き
つ
い
条
件
っ
き
で
制
作
し
た
。

申

lnは
い
く
つ
か
の
時
半
ト
ピ
ッ
ク
の
以

後
に
や
っ
と
欣
映
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

こ

の
よ
う
な
日
本
政
府
企
業
の
や
り
れ
は
許

せ
な
い
。

卜
川
市
¥
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
リ
ね

で
聞
か
れ
た
ア
シ
ア
教
会
火
作
会
治
で
も
や

州
山
、
そ
の
幌
(
ア
ジ
ア
)
は
中
川
・

判
鮮
で
、

米
両
ア
ジ
ア
は
そ
の
中
に
さ
え
入
っ
て

い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
戦
争
中

の
軍
部
の

資
料
に
あ
る
ぷ
化
人
市
物
論
。
は
、
北
に

は
技
術
や
火
化
を
倣
う
人
間
が
い
て
、

市

は
資
川
町
、

山
場
、
労
働
力
、
そ
れ
に
火
、

つ
ま
り
物
し
か
な
い
と
い
う
比
ん
だ
が
、

日
本
人
は
引

ιも
そ
の
京
市
ア
ジ
ア
観
は

変
っ
て
い
な
い
で
す
ね
」
祭
さ
ん
の
夫
で
、

準
宇
紙
足
両
日
報
論
説
委
員
の
卓
南
生
(
ト

ー
・

ラ
ム

セ
ン
)
氏
は
耳
の
痛
い
こ
と
を

い
う
。
や
は
り
、
元
日
本
留
学
生
で
、
教

科
占
問
題
で
は
、
述
日
の
よ
う
に
、
日
本

軍
同
主
義
復
活
の
兆
で
は
な
い
か
、
る
ど

と
き
び
し
い
論
説
を
書
き
ま
く
っ
た
。

「
日
本
に
学
べ
L

政
策
の
影
で

内
〆
旬

内
〆

ω

八
川
、
一
稲
川
赴
犬
必
行
相
が
シ
ン
ガ
ホ

ー
ル
を
訪
問
、
ぺ
日
本
的
学
生
た
ち
を
祈

い
て
バ

l
テ
ィ
を
附
い
た
が
、
同
行
の
亀

井
静
香
と
い
う
代
議
士
は
車
さ
ん
夫
主
に

ま
く
し
立
て
た
。
「
外
国
に
何
か
い
わ
れ

て
教
科
作
を
書
き
換
え
る
な
ん
て
独
立
同

家
の
正
格
段
百
だ
。
内
政
干
渉
だ
。

マ
ス

コ
ミ
の
仰
向
剣
道
が
け
し
か
ら
ん
の
だ
」

と
。
し
か
し
、
こ
の
パ

ー
テ
ィ
で
は
シ
ン

カ
ホ

l
ル
厄
日
本
山
川
山
下
生
会
の
心
介
時
(
フ

ァ
ン

・
カ
イ
チ
ャ
ン
)
会
い
た
が
教
科
汗
川

題
に
ふ
れ
た
あ
い
さ
つ
を
し
「
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
は
、
表
立
っ
た
抗
議
は
な
い
か
、

そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
問
題
に
無
関

心
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
刷
版
出
先

は
り
教
科
書
問
題
が
出
た
。
緯
国
女
性
た

ち
が
提
起
し
、

一
人
の
女
性
な
ど
、
「
日
本

日
間
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
」
と
い
う
強
硬
立
見
ま

で
山
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
香
港
の
若
い

火
性
が
「
私
た
ち
戦
後
W
一
代
は
い
つ
ま
で

も
過
去
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の

赦
し
の
精
神
で
刈
応
す
べ
き
だ
」
と
発
言

す
る
と
、
年
山
部
の
脊
港
女
性
が
怒
り
に
ふ

る
え
な
が
ら

「日
本
軍
に
殺
さ
れ
た
同
胞

の
首
を
ぶ
ら
さ
げ
て
歩
い
て
い
る
記
録
映

画
を
見
た
り
し
た
ら
憤
り
が
、
」
み
あ
げ
て

き
た
。
赦
す
と
か
紋
さ
な
い
の
問
題
で
は

な
い
」
と
反
論
、
会
場
の
け
わ
し
い
常
気

を
感
じ
と
っ
た
議
長
が
「
祈
り
ま
し
ょ
う
」

と
い
っ
た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
で
参
加
し
て

い
た
軍
拡
川
組
に
関
心
が
あ
る
と
い
う
朴

斧
愛
(
パ
ク

・
ソ
ネ
)
さ
ん
は
思
わ
ず
子
を

あ
げ
、
制
止
を
ふ
り
切
っ
て
マ
イ
ク
に
か

け
寄
っ
た
。
「
教
科
書
問
題
は
日
本
と
韓

国
や
中
国
と
の
問
の
問
題
で
は
な
く
、
世

界
的
に
進
ん
で
い
る
軍
備
拡
張
、
軍
事
化

の
引
わ
れ
な
の
で
宇
和
を
築
く
観
点
か
ら
、

H
本
の
教
科
H
H
問
題
を
徹
底
追
放
す
べ
き

だ
」
と
必
死
で
訴
え
る
の
だ
っ
た
。

ぃ
泉
市
間
ア
ジ
ア
の
人
々
が
恐
れ
て
い
る
の

は
、
ま
さ
に
日
本
の
軍
国
主
義
復
活
、
軍

事
大
同
化
で
あ
り
、
教
科
占
問
題
は
そ
の

-
環
と
し
て
と
ら
、
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

各
国
政
府
の
対
応
で
な
く
、
各
国
の
民
衆

の
戸
な
き
戸
に
耳
を
傾
け
た
い
|
|
四
ト

余
年
前
太
平
洋
戦
争
ぼ
っ
発
の
記
念
日
に、

改
め
て
焔
感
す
る
。
{
位
年
内
M
M
8
日
記
)

q
t
u
 

η
f
“
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れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
省
略
し
た
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
政
策
と
し

て
実
現
し
て
い
く
為
に
は
そ
れ
な
り
の
受

け
入
れ
と
支
持
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
、

勤
評
闘
争
に
し
ろ
学
テ
反
対
述
動
に
し
ろ
、

主
任
制
導
入
に
し
ろ
、
そ
の
都
度
日
教
組

に
よ
り
反
対
の
闘
い
が
組
ま
れ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
阻
止
し
え
な
か
っ
た
こ
と

を
も
う

一
度
白
分
た
ち
の
側
の
問
題
と
し

て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
す

ヲ
令
。

中
学
校
社
会
科
歴
史
的
分
野
の
内
容

己注品孟&おむ民-'-"-"-'-肉・順調~~:.. ~費量、園面也也ず品拍ヨ品~ι“晶括討記目一“吋品ゐ品-必・... 豆ゐ""泊悼み~. ..!.:...

引
介
位
、
出
ま
わ

っ
て
い
る
小
学
校
社
会

科
歴
史
的
分
野
じ
附
の
中
で
特
に
近
代
史

に
相
叫
す
る
箇
所
を
比
較
、
検
討
し
た
結

果
を
述
べ
て
み
た
い
。

満
州
事
変
、
臼
中
戦
争
の
勃
発
の
原
閃

な
ど
各
社
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い

が
あ
り
、
相
対
的
に
は
よ
り
よ
い
教
科
書

と
い
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
原
因
が
軍
部

の
し
わ
ざ
で
あ
る
と
い
う
表
現
、
も
し
く

は

で

九

三A
じ
年
じ
月
、
北
京
郊
外
の
躍

議
橋
で
日
中
両
市
が
衡
州
大
し
た
。
こ
の
が

件
を
き

っ
か
け
に
、
日
本
市
は
官
戦
布
告

の
な
い
ま
ま
、
戦
線
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て

い
っ
た
。
こ
れ
が
け
中
戦
争
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
」
(
川
下
校
凶
書

P
二
六
一
.
ペ
ー
ジ
)

に
み
ら
れ
る
厳
に
突
如
と
し
て
戦
争
は
始

ま
る
か
の
よ
う
な
存
観
的
摘
写
が
主
流
を

出
め
る
。
清
水
川
院

(
p
-a
一
二
三
ペ

ー
ジ
)

第
八
市
「
a

A

皮
の
附
界
大
戦
と
日
本
」
の

「
検
定

l
検
閲
」
を
問
う

ー

I
H
-
-
H
H
i
l
l
i
-
-
1
1
"H
i
l
l
i
-
-
1
1
1
"
H
i
l
l
i
-
-
l
i
I
-

歴
史
の
事
実
が
正
し
く
記
故
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
中
国
、
特
例
の
政
府
お
よ
び

人
々
に
よ
る

H
本
の
教
科
占
批
判
に
よ
り
、

教
科
丹
問
題
は
凶
際
問
の
問
題
と
な

っ
て

家
永
訴
訟
以
後
久
々
に
マ
ス
コ
ミ
誌

l
.を

に
ぎ
わ
し
、
論
議
を
か
も
し
出
し
た
。

か
つ
て
高
校
で
社
会
科
を
判
中
寸
し
、
そ

の
内
容
の
変
遷
を
日
に
し
て
き
た
私
自
身

に
と
っ
て
「
侵
略
」
か
「
進
出」

か
等
の

用
語
の
論
争
以
上
に
教
科
苫
の
内
容
の
問

題
を
F
J
え
た
い
と
思
う
。

「
れ
は
時
」
に
し
ろ
「
進
山
」
に
し
ろ
語

ら
れ
る
混
a

実
が
正
し
く
詐
制
で
あ
れ
ば
あ

る
科
、
そ
の
内
芥
は

ゴ円
集
が
ど
う
で
あ
れ
、

小
味
は
円
以
前
附
行
為
で
あ
っ
て
決
し
て
進
山

で
な
い
こ
と
は
生
徒
に
と
っ
て
も
明
俄
で

あ
る
。
然
し
、
そ
の
表
引
が
あ
い
ま
い
で
、

具
体
的
事
実
が
不
卜
分
な
時
、
歴
史
の
け
凡

方
が
は
っ
き
り
定
ま
ら
な
い
ば
か
り
か
事

実
に
対
す
る
誤
解
を
招
く
危
険
性
が
生
じ

る
。
こ
の
教
科
乃
の
問
題
は
、
「
検
定
と

い
う
よ
り
検
閲
で
あ
る
」
(
家
、
水
A

郎
氏
)

と
い
わ
れ
る
検
定
制
皮
、
ま
た

一
九
六
問

年
か
ら
実
施
さ
れ
た
新
た
な
教
利
川
制
皮

に
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
聞
知
の
が
実

で
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
今
川
の
教
科
川
川
一
訟
を

次
の
以
に
集
約
し
て
整
均
し
て
み
た
い

。

序
文
に
は
峠
三
吉
「
原
爆
詩
集
」
の
中
の

誌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

「
二
度
に
わ
た

っ
て
お
き
た
世
界
戦
争
を
事
・
実
を
も
と
に

し
っ
か
り
学
湾
し
よ
う
。
そ
し
て
悲
惨
な

結
果
が
全
世
界
の
人
々
の
卜
い
に
な
ぜ
お
こ

っ
た
の
か
、
ど
う
し
て
防
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
考
、
え
て
み
よ
う
。

こ
の
詩
の
訴
え
て
い
る
悲
し
み
と
怒
り

を
全
世
界
の
人
々
の
上
に
く
り
返
さ
な
い

為
に
は
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
な
に
を
す
れ

は
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」

問
題
提
起
は
実
に
素
晴
ら
し
い
。
し
か

し
「
事
実
」
の
内
容
が
問
題
で
あ
る
し
、

ま
た
戦
争
が
人
々
の
生
活
に
及
ぼ
し
た
い
門
…

を
考
え
、
問
題
解
決
の
手
が
か
り
を
つ
か

む
に
は
あ
ま
り
に
も
資
料
が
と
ほ
し
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
文
部
省
は
丸
木
位
里
、

俊
夫
妻
の
「
原
爆
の
図
」
な
ど
「
時
す
ぎ

る
も
の
」
は
削
除
、
「
暗
す
き
る
も
の
」

が
削
除
さ
れ
て
戦
争
の
本
当
の
姿
が
ど
う

し
て
把
握
で
き
る
の
か
。
そ
れ
と
も
そ
れ

程
悲
惨
で
な
い
戦
争
な
ど
文
部
約
は
存
在

す
る
と
で
も
FJ
え
て
い
る
の
か
。

「
村
会
科
教
科
冷
の

H
米
比
較
」
(
教

科
九
研
究
セ
ン
タ
ー
制
者
)
の
小
で
、
ア

メ
リ
カ
は
日
本
の
朕
史
の
教
科
μげ
は
事
実

の
縦
列
に
す
ぎ
ず
、
人
間
不
在
、
相
会
不

在
の
歴
史
で
あ
り
、
大
恐
慌
戦
争
が
農
産

物
価
絡
に
ど
の
綴
に
影
響
を
与
え
段
村
は

疲
弊
し
、
人
々
の
午
前
に
ど
の
織
な
彩
斡

を
与
え
た
か
の
記
載
が
ほ
し
い
。
記
戦
が

凶
家
の
視
点
の
み
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い

け
引
行
の
検
定
制
度
と
社
会
科
の
指
導

要
領
の
変
遷
に
つ
い
て
。

ω中
山
下
校
、
歴
史
的
分
好
に
お
け
る
内

等
の
間
忠
に
つ
い
て
。

現
行
検
定
制
度
と
社
会
科
指
導
要
領

引
行
の
検
定
制
度
は

一
九
削
八
年
新
学

制
の
下
で
同
定
制
度
か
廃
止
さ
れ
る
と
同

時
に
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
。

一
九
州
じ
年
に
山
さ
れ
た
学
科
指
導
要

領
も
試
案
で
あ
り
、

「教
科
壮
一H
検
定
に
閲

す
る
新
制
度
の
削
肝
説
」
で
「
J

J

・
-
教
科
品
川

保
択
は
、
教
師
の
な
け
凡
を
卜
分
と
り
入
れ

た
後
に
山
下
校
山
(
何
名
が
教
育
上
以
も
適
中
!

と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
」
と
述

べ
て
い
る
。

同
年
の
文
部
省
発
行
「
村
の
チ
ど
も
」

の
最
後
の
「
教
師
と
父
兄
の
為
に
」
の
部

分
で
も
「
こ
の
本
は
児
童
た
ち
に
社
会
利

山
下
刊
の
手
が
か
り
を
り
え
、
そ
の
山
下
山
刊
の

進
め
方
を
時
-
U

中
し
よ
う
と
し
て
れ
じ
l

の
資

料
を
提
供
し
て
い
る
。
:
:
:
従
米
の
教
科

乃
の
よ
う
に
が
ノ
、
え
て
は
い
け
な
い
。
む
し

ろ
児
主
則
の
参
考

λ
の
.
何
と
し
て
取
扱

っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
、

川切
在
の
文
部
朽

の
教
科
宵
観
と
比
べ
る
と
そ
の
違
い
に
殺

か
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
検
定
制
度
は
公
選
制
の
教
育

る
ど
の
国
が
ど
の
戦
争
に
参
加
し
、
ど
の

国
が
勝
ち
何
と
い
う
条
約
が
結
ぼ
れ
た
か
、

そ
の
結
果
聞
の
領
七
は
ど
う
な

っ
た
か
を

私
た
ち
は
時
記
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
ど
の

様
に
し
て
民
衆
が
戦
争
に
動
日
以
さ
れ
て
い

っ
た
の
か
、
そ
の
結
果
人
々
の
生
活
は
ど

の
様
に
変
わ
っ
た
の
か
と
い
う
記
述
が
少

内
。
し

。
今
回
中
国
や
韓
国
か
ら
抗
議
、
訂
正
要

求
の
あ
っ
た
南
京
大
虐
殺
の
記
述
は
七
冊

中、

二
冊
あ
る
の
み
で
、
し
か
も
ほ
ん
の

二
l
三
行
に
す
ぎ
な
い
。

中
国
、
朝
鮮
人
の
強
制
述
行
は
ど
の
教

科
書
も
ふ
れ
て
は
い
る
が
日
本
占
絡
以
外

具
体
的
数
字
も
な
く
「
:
ひ
ど
い
条
件

の
下
で
炭
鉱
な
ど
の
労
働
に
従
事
さ
せ
た
」

(
東
京
書
籍
)
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

私
た
ち
の
な
し
う
る
こ
と

A
7
同
高
校
歴
史
教
科
書
を
中
心
に

『侵

略
』
な
ど
の
具
体
的
事
項
に
つ
い
て
の
検

定
方
針
(
案
)
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
事

項
が
形
式
的
に
記
載
さ
れ
た
と
し
て
も
、

何
ら
現
庄
の
教
科
円
問
題
解
決
に
結
び
つ

く
も
の
で
は
な
い
。

教
育
政
策
が
慾
法
、
教
育
法
本
法
に
基

づ
い
た
平
和
の
心
を
創
り
出
し
て
い
く
為

の
、
人
権
意
識
確
立
の
為
と
位
漬
づ
け
ら

れ
、
検
定
制
度
そ
の
も
の
が
脱
止
さ
れ
な

け
れ
ば
間
組
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

委
円
以
会
が
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、

一
九
五
三
年
の
用
紙
割
当
制
の

廃
止
ま
で
の
問
、
暫
定
的
に
文
部
省
が
行

な
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が

一
九

五
O
年
朝
鮮
戦
争
後
文
教
政
策
の
転
換
、

(
ア
メ
リ
カ
の
日
本
を
反
共
の
防
波
堤
に

す
る
為
の
心
傾
化
政
策
)
の
小
で
、
検
定

は
文
部
大
任
に
ら
え
ら
れ
た
ま
ま
引
在
に

ギ

っ
て
い
る
。

一
九
五
問
年
の
池
山
、
ロ
パ

l
ト
ソ
ン

会
談
で
は
防
衛
の
た
め
の
愛
国
教
育
が
強

調
さ
れ
、
翌
年

「う
れ
う
べ
き
教
利
書
の

問
題
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
民
主
党

ま
乍
反
。
食
』
E
立
校
ー
プ
J
l，)、

e
h
i-

-
{
L
b
f
r
i
-
-H
1
4
4
i
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六
年
に
も
必
名
目H川い
教
育
4

4

法
「
任
命
制

教
行
委
此
会
法
案
」
「
教
利
洋
法
案
」
が

同
会
に
上
利
さ
れ
、
山
花
は
成
什
一し
、
後

悼
刊
は
恥
山
宮
本
と
な
っ
た
。
し
か
し
文
部
省
は

教
科
芹
法
案
の
内
火
口
を
行
政
措
置
で
実
行
。

常
勤
教
科
許
制
点
目
宵
を
設
置
、
行
政
指
導

に
よ
り
都
市
別
の
広
域
保
択
を
指
導
、
五

八
年
に
は
「
学
宵
桁
導
要
領
L

が
試
案
が

消
え
法
的
拘
束
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と

共
に
新
た
に
小

・
小
学
校
に
「
道
徳
」
の

時
間
が
特
設
さ
れ
た
。

-
九
六
-
年
「
教
料
品
川
無
償
法
」
が
同

会
で
成
L

札。

a

ハ
川
年
か
ら
ん
人
胞
。
こ
れ
に

よ
り
採
択
権
は
教
師
か
ら
が
件
わ
れ
地
方
教

育
委
以
会
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
出

版
社
も
検
定
広
域
保
択
制
と
い
う
教
科
書

の
同
家
統
制
が
航
立
す
る
。

そ
の
後
の
教
育
の
反
動
化
は
よ
く
知
ら

j
q
 
ワ臼

し
か
し
今
、
私
た
ち
が
な
し
う
る
こ
と

が
あ
る
と
す
れ
ば
戦
争
責
任
の
問
題
を
ウ

ヤ
ム
ヤ
に
し
な
い
で
今
ま
で
塀
り
起
こ
さ

れ
て
こ
な
か

っ
た
事
実
を
、
語
ら
れ
な
か

っ
た
南
京
大
虐
殺
、

三
光
作
戦
、
ヒ
二
二

部
隊
等
の
日
本
の
加
害
者
の
側
面
を
明
り

起
こ
し
、
語
り
つ
い
で
い
く
こ
と
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
」
が
日
本
の

帝
国
主
義
国
家
と
し
て
の
侵
略
戦
争
の
結

果
で
あ
っ
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
も
き

ち
ん
と
伝
、
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

最
後
に
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
は

教
科
洋
の
中
に
み
ら
れ
る
男
女
差
別
、
交

の
問
-
組
が
そ
の
視
点
に
全
く
な
い
現
状
は

筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
程
で
あ
る
が
、
そ

の
問
題
に
関
す
る
検
討
は
ま
た
別
の
機
会

を
も
ち
た
い
と
思
う
。
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中
国
の
歴
史
教
育

今
回
の
教
科
書
問
題
に
対
す
る
、
中
国
し
て
静
か
に
私
た
ち
日
本
の
青
年
九
名
が

・
韓
国
両
政
府
の
抗
議
は
極
め
て
強
硬
な
通
り
す
ぎ
る
の
を
見
守
っ
て
い
る
。
当
時
、

も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
政
治
決
着
に
つ
日
本
は
中
国
を
仮
想
敵
国
と
し
て
敵
視
し

い
て
は
、
す
っ
き
り
と
納
得
で
き
な
い
も
続
け
て
い
た
。
日
中
を
往
来
す
る
人
た
ち

の
を
感
じ
る
。
そ
れ
は
日
本
政
府
の
対
応
は
年
間
三
千
名
余
り
で
、
日
中
友
好
協
会
、

が
、
い
か
に
す
り
か
え
と
、
ご
ま
か
し
に
青
年
連
合
会
、
学
生
連
合
会
の
招
待
に
よ

よ
る
も
の
で
あ
る
か
、
基
本
的
な
姿
勢
と
る
青
年
訪
中
団
の
一
員
と
し
て
、
は
じ
め

し
て
は
何
の
反
省
も
な
く
、
も
と
の
も
く
て
中
国
を
訪
ね
る
こ
と
の
で
き
た
私
た
ち

あ
み
で
は
な
い
の
か
と
、
不
信
感
を
抱
く
に
対
す
る
中
国
側
の
熱
い
も
て
な
し
と
歓

の
は
私
ひ
と
り
で
は
あ
る
ま
い
。
迎
に
、
た
だ
た
だ
感
激
し
な
が
ら
各
地
を

友
好
訪
問
、
見
学
と
交
流
を
重
ね
て
い
る

最
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

涙
を
流
し
、
声
を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
に
証
明
し
て
い
た
こ
と
は
、
彫

像
に
な
っ
て
い
る
少
女
が
、
い
か
に
愛
国

心
に
燃
え
、
日
本
軍
と
闘
い
、
ど
の
よ
う
に

悲
惨
な
や
り
方
で
虐
殺
さ
れ
た
か
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
「
日
本
鬼
子
」
と
強
い
の

の
し
り
の
言
葉
を
あ
ぴ
せ
て
い
る
最
中
に
、

日
本
人
で
あ
る
私
た
ち
が
、
言
葉
の
意
味

も
解
ら
ず
に
こ
に
こ
立
っ
て
い
た
わ
け
で

あ
る
。
外
国
か
ら
の
訪
問
客
に
は
常
に
礼

儀
正
し
く
、
最
初
は
び
っ
く
り
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち
も
ニ
コ
ニ
コ
子
を
振
っ
て
く

れ
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
す
。

「
日
本
鬼
子
」

教
科
書
問
題
が
お
き
た
時
に
、
最
初
に

頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
私
が
は
じ
め
て
中

国
を
訪
問
し
た
時
(
一
九
六
六
年
)
、
北
京

の
革
命
博
物
館
を
見
学
し
た
と
き
の
事
だ

っ
た
。
中
国
革
命
闘
争
の
歴
史
を
パ
ネ
ル

や
、
当
時
の
武
器
が
館
内
に
年
代
順
に
陳

列
さ
れ
て
い
る
中
で
、
ひ
と
つ
の
小
さ
な

少
女
の
像
を
、
小
学
校
四
年
生
位
の
子
ど

も
た
ち
が
ぐ
る
り
と
と
り
か
こ
み
、
ひ
ざ

を
か
か
え
て
坐
っ
て
い
た
。
教
師
が
指
揮

棒
を
持
ち
、
そ
の
像
を
指
し
な
が
ら
、
す

き
通
る
よ
う
な
美
し
く
、
激
し
い
声
を
ふ

る
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
に
語
り
か
け
て
い

る
。
私
た
ち
が
通
り
か
か
る
と
ピ
タ
リ
と

説
明
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

が
不
思
議
そ
う
に
後
を
振
り
か
え
る
。
そ

. 

再
び
問
わ
れ
て
い
る
ニ
と

新
し
い
中
国
の
建
設
の
た
め
に
、
そ
れ

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
い
か
に
多
く
の

犠
牲
と
闘
い
が
あ
っ
た
か
を
、
具
体
的
に

ひ
と
つ
ひ
と
つ
教
え
て
い
た
中
園
、
歴
史

の
教
訓
は
い
た
る
所
に
あ
り
、
自
分
た
ち

「
人
民
中
国
」
を
再
ぴ
他
国
に
侵
略
は
さ

せ
な
い
と
い
う
気
概
で
満
ち
あ
ふ
れ
で
い

た
。
劇
を
観
て
も
、
映
画
を
観
て
も
、
人

民
の
敵
|
日
本
軍
と
闘
う
英
雄
が
主
人
公

で
あ
り
、
日
本
人
に
扮
す
る
役
者
が
出
て

く
る
と
、
場
内
は
騒
然
と
な
り
、
解
放
軍

が
勝
利
す
る
と
拍
手
が
わ
き
起
、
」
る
。
「
日

本
人
民
と
一
部
軍
国
主
義
者
と
は
区
別
す

る
」
「
日
本
軍
国
主
義
は
日
中
両
国
人
民
の

共
通
の
敵
で
す
」
と
い
く
ら
説
明
さ
れ
て

も
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
日
本
人
で
あ
る
私
に

は
辛
い
旅
で
も
あ
っ
た
。

今
年
は
日
中
国
交
回
復
十
年
、
友
好
ハ

ネ
ム
ー
ン
の
政
財
界
主
導
型
、
記
念
行
事

が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
企
画
さ
れ
、
日
中
聞

の
往
来
は
大
巾
に
増
え
つ
づ
け
て
い
る
。

そ
の
中
で
お
き
た
教
科
書
問
題
に
対
す

る
中
国
か
ら
の
厳
し
い
抗
議
、
平
和
の
「
原

点
」
は
何
で
あ
る
か
、
正
し
い
歴
史
認
識

侵
略
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
上
に
立
っ
た
、
新
し
い
出
発
を
強

く
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
国
の
歴
史
が
意
識
的
に
ゆ
が

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
侵
略
さ
れ
た
ア
ジ

ア
の
国
々
は
決
っ
し
て
許
す
こ
と
が
で
き

な
い
し
、
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

歴
史
の
改
ざ
ん
を
進
め
る
日
本
の
政
策

、
い
ま
や
「
市
民
服
を
着
た
軍
隊
」
と
し
て
、
、
そ
こ
で
、
私
が
、
と
っ
さ
に
思
い
つ
い
た

ア
ジ
ア
の
国
々
の
人
の
う
え
に
君
臨
す
る
の
は
、
だ
い
じ
よ
う
ぷ
、
私
は
背
が
低
い

日
本
人
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
か
ら
、
頭
を
さ
げ
な
く
て
も
、
制
服
の
ス

侵
略
し
た
側
の
日
本
の
民
衆
が
、
さ
れ
カ

l
ト
の
下
で
ち
ょ
っ
と
ひ
ざ
を
か
が
め

た
側
の
国
の
民
衆
の
抗
議
に
よ
っ
て
、
日
れ
ば
、
み
ん
な
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
高
さ
に

本
の
歴
史
の
問
い
直
し
を
迫
ら
れ
る
と
い
な
る
か
ら
、
分
ら
な
い
で
す
む
と
い
う
こ

う
情
け
な
い
情
況
を
私
た
ち
は
い
つ
ま
で
と
で
し
た
。
で
も
、
私
も
や
は
り
、
ひ
ざ

許

し

て

い

く

の

か

。

を

か

が

め

た

の

だ

か

ら

、

同

じ

こ

と

で

す

最
近
の
ア
ジ
ア
ブ

l
ム
の
中
で
厳
し
く
ね
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
私
た
ち
の
学

日
本
の
あ
り
様
を
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
校
は
廃
校
処
分
に
な
り
ま
し
た
。
神
社
参

私
た
ち
は
何
を
持
っ
て
答
え
る
の
か
。
拝
に
反
対
し
た
牧
師
が
五

O
人
も
獄
死
し

「
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
」
発
足
に
あ
た
と
知
っ
た
の
は
、
ず
っ
と
後
の
こ
と
で

た
っ
て
「
再
ぴ
加
害
者
の
立
場
に
立
つ
こ
す
。
本
当
に
あ
の
頃
の
朝
鮮
で
は
み
ん
な

と
を
拒
否
」
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
日
本
人
の
巡
査
が
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と
サ

l

決
意
し
た
こ
と
を
か
み
し
め
た
い
と
思
う
。
ベ
ル
の
音
を
た
て
て
く
る
の
を
、
み
ん
な

警
察
国
家
内
閣
の
発
足
を
許
す
日
本
国
民
が
恐
れ
て
い
ま
し
た
」

は
、
ア
ジ
ア
の
民
衆
に
と
っ
て
侵
略
国
家

P
さ
ん
は
戦
争
中
来
日
し
て
家
庭
を
も

日
本
が
オ

l
ヴ
ァ
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
に
ち
ち
、
こ
ど
も
た
ち
は
み
な
日
本
で
生
れ
、

が

い

な

い

。

五

島

昌

子

教

育

を

受

け

た

。

今

で

は

日

本

の

公

立

小

学
校
に
通
う
孫
も
い
る
。
十
年
こ
の
方
、

P
さ
ん
は
在
韓
被
爆
者
の
問
題
に
か
か
わ

り
、
ま
た
生
活
保
護
を
受
け
た
た
め
に
退

去
強
制
処
分
を
受
け
た
同
胞
の
女
性
の
面

倒
を
み
た
り
す
る
中
で
、
日
本
の
政
治
を

女
の
目
で
見
て
来
た
。

日
本
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
報
じ
ら
れ
た

教
科
書
問
題
は

P
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き

な
関
心
事
だ
っ
た
。

P
さ
ん
の
体
験
か
ら

み
て
も
、
日
本
政
府
の
検
定
基
準
は
お
か

し
い
。
だ
か
ら
、
母
国
の
教
会
の
婦
人
た

ち
(
緯
国
教
会
女
性
連
合
)
が
、
日
本
の

教
科
書
検
定
に
抗
議
し
、
す
み
や
か
に
検

に
抗
議
す
る
声
が
、
四
十
数
年
前
の
暴
虐

を
一
一
瞬
の
う
ち
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
。
中

国
各
地
か
ら
の
怒
り
の
声
、
虐
殺
さ
れ
た

体
験
談
が
昨
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
の
よ

う
に
語
ら
れ
紙
面
に
掲
載
さ
れ
る
。

体
制
の
全
く
異
る
「
台
湾
」
に
於
て
も

日
本
に
対
す
る
中
国
人
と
し
て
の
怒
り
は

当
然
同
質
で
あ
る
。

中
国
と
、
台
湾
の
歴
史
の
教
科
書
を
読

む
と
、
日
中
戦
争
、
国
内
戦
、
現
在
の
中
国

の
歴
史
的
位
置
づ
け
な
ど
は
全
く
正
反
対

の
記
述
が
至
る
所
で
み
ら
れ
る
が
、
日
本

侵
略
軍
に
関
す
る
記
述
、
例
え
ば
南
京
大

虐
殺
に
つ
い
て
の
記
述
は
ど
ち
ら
の
頁
を

さ
し
か
え
て
も
全
く
変
わ
ら
な
い
。

今
回
の
教
科
書
問
題
に
関
す
る
日
本
の

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
は
主
と
し
て
、
中
国
政

府
や
韓
国
政
府
の
抗
議
が
中
心
で
あ
っ
た

が
、
ア
ジ
ア
各
国
の
民
衆
の
怒
り
声
は
、
、
、

匡

1
畑
月
草
孝
司
、
三
コ
弘
ご
交
ミ
一
陸
ヨ
司
選

看
E
朝
鮮
.
輯

E
Aカ
β
，

zf事
著
書
「
麹

「
神
社
参
拝
は
奨
励
で
は
な
く
て
、
強

制
で
し
た
。
」
|
|
在
日
韓
国
人
の

P
さ
ん

は
一
九
三

0
年
代
半
ば
、
故
郷
の
全
羅
道

で
宣
教
師
経
営
の
女
学
校
に
入
学
し
た
。

小
学
校
に
す
ら
上
れ
な
い
女
の
子
が
多
か

っ
た
中
で
、
キ
リ
ス
ト
者
の
家
に
育
っ
た

P
さ
ん
は
幸
せ
な
例
外
だ
っ
た
。
だ
が
、

ま
も
な
く
総
督
府
か
ら
、
ミ
ア
ン
ヨ
ン
ス

ク
ー
ル
に
対
し
て
神
社
参
拝
の
命
令
が
出

さ
れ
た
。
「
先
生
方
は
、
初
め
は
抵
抗
し
た
の
で

す
が
、
抗
し
き
れ
ず
、
つ
い
に
全
校
生
徒

が
全
州
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
最
初
に
ま
ず
、
日
本
人
の
先
生
が

見
本
を
示
し
た
あ
と
、
私
た
ち
も
い
っ
せ

い
に
頭
を
下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
も
、
そ
う
で
す
が
、
そ
の
頃
、
私
は
背

が
低
く
、
こ
ろ
こ
ろ
ふ
と
っ
て
い
ま
し
た
ぐ

こ
れ
か
侵
略
の
実
態
だ
グ

|
ア
ジ
ア
の
教
科
書
よ
り
|

中
草
人
民
共
和
国

日
本
侵
略
軍
は
い
た
る
所
で
、
焼
き
、

殺
し
、
奪
い
、
残
虐
の
限
り
を
つ
く
し
た

た
め
、
無
数
の
都
市
と
農
村
が
廃
虚
と
化

し
、
何
千
万
何
百
万
の
中
国
人
民
が
殺
さ

れ
た
。
日
本
軍
は
南
京
を
占
領
し
た
後
、

気
遣
い
じ
み
た
大
虐
殺
を
展
開
し
た
。
南

京
で
平
和
に
暮
ら
し
て
い
た
住
民
は
射
撃

練
習
の
的
に
さ
れ
、
万
で
切
ら
れ
、
石
油

で
焼
き
殺
さ
れ
、
生
き
埋
め
に
さ
れ
、
は

て
は
心
臓
を
え
ぐ
り
と
ら
れ
る
者
も
あ
っ

た
。
一
ヶ
月
余
り
の
あ
い
だ
に
殺
さ
れ
た

者
は
三

O
万
人
を
下
ら
ず
、
焼
か
れ
た
り

壊
さ
れ
た
り
し
た
家
屋
は
全
市
の
三
分
の

一
に
達
し
た
。
南
京
域
内
に
は
死
体
が
累

々
と
横
た
わ
り
、
ガ
レ
キ
の
山
を
な
し
、

暗
く
て
寒
い
風
が
吹
き
す
さ
び
、
さ
な
が

ら
人
間
地
獄
と
化
し
た
。
敵
の
残
虐
さ
、

凶
暴
性
は
全
国
人
民
の
た
と
え
よ
う
の
な

い
憤
怒
を
激
し
く
呼
び
起
こ
し
た
の
だ
っ

た
。
(
中
国
歴
史
初
級
中
学
用
一
九

八

O
年
版
)

大
砲
毘
園

日
帝
は
丘
ハ
姑
基
地
化
の
経
済
政
策
を
進

行
さ
せ
る
一
方
、
我
.
か
民
候
の
抹
殺
政
策

を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
我
が
民
族
の
特
性
を

根
こ
そ
ぎ
な
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
判
断

し
て
我
が
民
族
を
抹
殺
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
段
を
つ
く
し
た
の
だ
っ
た
。

彼
ら
は
調
子
よ
く
「
内
鮮
一
体
」
と
か

「
皇
国
臣
民
化
」
と
か
い
う
言
葉
を
振
り

か
ざ
し
て
、
一
九
三
八
年
か
ら
は
学
校
教

育
で
我
が
国
語
の
使
用
を
禁
止
し
、
日
本

語
の
使
用
を
強
要
し
、
我
が
歴
史
の
教
育

を
廃
止
し
た
。
ー
略
1

そ
し
て
日
本
の
神

社
を
各
地
に
建
て
、
我
が
同
胞
に
参
拝
を

強
要
し
走
。
ま
た
、
日
本
精
神
を
強
要
す

る
の
に
及
々
と
す
る
あ
ま
り
、
彼
ら
は
つ

い
に
我
々
の
姓
を
日
本
式
に
変
え
る
よ
う

に
強
要
し
、
あ
ら
ゆ
る
会
合
で
日
本
国
民

で
あ
る
こ
と
を
誓
う
標
語
を
叫
ば
せ
た
。

そ
の
後
、
米
園
、
英
国
に
対
し
て
太
平

洋
戦
争
を
挑
発
し
た
日
本
は
、
物
資
と
人

力
が
ひ
ど
く
足
り
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で

彼
ら
は
我
々
の
青
壮
年
を
徴
用
し
て
強
制

的
に
労
働
を
さ
せ
、
つ
い
に
は
学
徒
志
願

兵
制
と
徴
兵
制
を
実
施
し
、
我
・
か
国
の
学

生
と
青
年
た
ち
を
前
線
に
ひ
き
ず
っ
て
行

き
、
甚
し
く
は
若
い
女
子
た
ち
ま
で
も
産

業
施
設
と
前
線
に
強
制
的
に
ひ
っ
ぱ
っ
て

い
っ
た
。

〈
学
習
問
題
V

か
ら

・
我
々
の
主
権
は
ど
の
よ
う
に
し
て
日
帝

に
奪
取
さ
れ
た
か
。

-
民
族
を
あ
げ
て
の
独
立
運
動
で
あ
っ
た

三
・
一
運
動
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
り

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
か
。

.
日
帝
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
我
が
民
族

と
民
族
文
化
を
抹
殺
し
よ
う
と
し
た
か
。

(
国
史
中
学
校
用
一
九
七
九
年
版
)

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

日
本
植
民
地
時
代
に
一
番
苦
労
し
た
の

は
「
労
務
者
」
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は

強
制
的
に
日
本
軍
の
軍
事
関
係
の
滑
走
路

工
事
、
鉄
道
工
事
、
防
衛
地
区
で
働
か
せ

ら

れ

た

。

略

最

初

彼

ら

を

「

労

務

者
」
に
な
る
よ
う
口
説
き
、
そ
れ
が
成
功

し
な
い
と
強
制
的
に
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
く
。

「
大
東
亜
の
た
め
の
繁
栄
」
と
い
う
宣
伝
に

だ
ま
さ
れ
て
、
人
力
の
取
り
集
め
は
簡
単

だ
っ
た
。
数
千
人
の
「
労
務
者
」
が
ジ
ヤ

ワ
島
以
外
の
島
ヘ
、
さ
ら
に
マ
レ
|
半
島
、

ビ
ル
マ
、
タ
イ
な
ど
に
送
ら
れ
た
。
「
労

務
者
」
た
ち
へ
の
扱
い
も
ひ
ど
く
、
健
康

au 。
f
M-27-



{
疋
の
基
準
が
改
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
い

か
な
る
手
段
も
辞
さ
な
い
と
の
声
明
を
発

表
し
た
と
き
、

P
さ
ん
は
わ
か
こ
と
の
よ

う
に
喜
ん
だ
。

さ
っ
そ
く
、

P
さ
ん
は
知
り
あ
い
の
日

本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
婦
人
に
こ
の
こ
と

を
伝
え
、
日
本
の
教
会
婦
人
会
も
こ
の
問

題
を
と
り
あ
げ
な
く
て
は
と
説
い
た
。
日

本
の
教
会
も
、
教
科
書
の
集
会
を
す
る
よ

う
だ
か
ら
い
っ
し
ょ
に
出
ょ
う
と
誘
っ
て

も
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
婦
人
た
ち
の

反
応
は
冷
た
か
っ
た
。

P
さ
ん
の
「
内
政

干
渉
」
に
ピ
リ
ビ
リ
と
神
経
を
と
が
ら
せ

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
、
そ
ん
な
問
題
で
他
の

国
を
非
難
す
る
な
ん
て
と
言
っ
た
。
日
本

人
は
ち
っ
と
も
変
っ
て
い
な
い
、
日
本
の

政
府
と
同
じ
だ
と

P
さ
ん
は
す
っ
か
り
憂

う
つ
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
の
中
に
、
朝
鮮
人

の
人
権
を
ま
と
も
に
考
え
よ
う
と
い
う
人

々
が
ふ
、
え
て
い
る
こ
と
も

P
さ
ん
は
認
め

て
お
り
、
本
当
に
昔
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
だ
と
い
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の

一
方
に
、
昔
と
変
ら
ぬ
人
々
が
い
る
こ
と

も

P
さ
ん
は
、
こ
の
問
題
が
起
っ
て
も
う

一
度
認
識
し
た
。

政
治
な
ど
と
は
遠
く
は
な
れ
た
場
所
で

P
さ
ん
の
よ
う
な
友
人
た
ち
と
つ
き
あ
う

中
で
、
私
た
ち
は
、
教
科
書
検
定
を
め
く

る
日
本
政
府
の
高
慢
な
姿
勢
を
支
え
て
い

る
の
は
、
実
は
、
そ
う
し
た
教
科
書
で
教

育
さ
れ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
民
衆
の
意
識

で
は
な
い
の
か
と
い
う
、
何
と
も
皮
肉
な

事
実
に
気
が
つ
く
。

私
た
ち
は
、
朝
鮮
に
つ
い
て
、
い
っ
た

い
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
、
中
・
高
校
の
検

定
教
科
書
か
ら
学
ん
で
来
た
だ
ろ
う
。

こ
れ
も
婦
人
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
の
な

か
で
、
「
あ
な
た
は
朝
鮮
人
が
苦
労
し
た

と
お
っ
し
ゃ
る
け
れ
ど
、
日
本
人
も
引
揚

げ
で
苦
労
し
た
か
ら
同
じ
こ
と
で
は
」
と

い
っ
た
人
に
、
在
日
韓
国
人
の

C
さ
ん
が

静
か
に
、
で
も
、
き
っ
ぱ
り
言

つ
て
の
け

た
。
「
奥
さ
ん
値
民
地
と
い
う
こ
と
は
、
自

分
た
ち
の
固
な
の
に
、
い
ち
ば
ん
良
い
土

地
に
は
日
本
人
が
住
み
、
私
た
ち
は
そ
こ

に
住
め
な
い
、
仕
事
も
日
本
人
が
い
い
仕

事
を
し
、
朝
鮮
人
は
仕
事
も
な
い
か
、
下

の
仕
事
し
か
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
戦
争
で
は
、
自
分
の
国
の
戦
争
で
も

な
い
の
に
、
多
勢
の
人
が
戦
地
や
徴
用
に

ひ
っ
ぱ
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
弟
も
戦
争
に

と
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
戦
争
で
死

ん
だ
人
に
も

一
銭
の
年
金
も
な
い
し
、
ま

だ
サ
ハ
リ
ン
か
ら
帰
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。

広
島
で
原
爆
に
あ
っ
た
人
は
二
万
人
と
い

わ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
土
地
を
と
ら
れ
、

名
前
を
と
ら
れ
、
こ
と
ば
も
使
え
ず
、
最

後
に
は
い
の
ち
ま
で
と
ら
れ
る
|
|
こ
れ

が
植
民
地
の
時
代
で
し
た
」

小
学
校
へ
行
き
た
か
っ
た
の
に
、
そ
の

頃
女
の
子
は
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
で
字
を
覚
え
、
日
本
へ
働
き
に
来
て

か
ら
は
、
日
本
人
の
捨
て
た
魚
の
頭
を
煮

て
食
べ
た
と
い
う
C
さ
ん
も
、
自
国
の
こ

と
に
な
る
と
、
い
つ
も
雄
弁
に
な
る
。

彼
女
の
語
る
植
民
地
時
代
の
歴
史
を
、

日
本
人
は
知
ら
な
い
。
私
た
ち
は
こ
の
よ

う
な
事
実
を
知
ら
せ
る
教
科
書
を
と
り
一
戻

さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思
う
。
山
口
明
子

事
実
を
直
視
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
教
科
書
日
引い

υげは
可
を
忘
れ
る
こ
と

ィ
リ
ビ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
教
科

書
を
調
べ
た
。
ど
の
国
も
太
平
洋
戦
争
の

記
述
に
は
「
日
本
の
戦
争
¥
「
日
本
の
占

領
」
、
「
日
本
軍
政
下
の

O
O」
と
い
う
タ

今
回
の
教
科
書
問
題
で
、
東
南
ア
ジ
ア

の
国
々
か
ら
の
日
本
政
府
に
対
す
る
直
接

の
抗
議
は
な
か
っ
た
。
中
国
・
韓
国
へ
の

侵
略
の
事
実
を
や
っ
と
認
識
し
つ
つ
あ
る

日
本
人
だ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
目
は
依

然
と
し
て
無
き
に
等
し
い
。

で
は
東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
は
黙
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
、
え
ば
決
し
て
そ
う
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る巳
1
F

も
保
証
さ
れ
ず
、
食
物
不
足
、
重
い
仕
事

て
追
い
つ
め
ら
れ
、
仕
事
場
で
た
く
さ
ん

の
人
が
死
ん
だ
。

食
糧
も
日
本
軍
政
府
に
絞
り
取
ら
れ
た

た
め
庶
民
の
生
活
が
ま
す
ま
す
苦
し
く
な

っ
た
。

略

日

本

侵

略

後

、

原

料

不

足
の
た
め
綿
紡
績
が
強
制
的
に
停
止
さ
れ
、

こ
の
た
め
庶
民
の
衣
服
が
足
リ
な
く
な
っ

た
。
村
々
で
は
人
々
は
ゴ
ム
の
袋
や
バ
ナ

ナ
の
木
の
皮
を
着
始
め
た
。
際
に
な
っ
た

人
も
い
た
。
全
て
国
民
の
収
穫
が
戦
争
の

た
め
に
使
わ
れ
た
。
人
々
の
持
ち
も
の
は

家
の
鉄
炉
一ま
で
と
ら
れ
た
。
飢
餓
が
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
全
体
で
起
こ
っ
た
。
(
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
史
中
学
校
用
一
九
七
五
年
版
)

マ
レ
ー
シ
ア

〈
日
本
下
の
マ
レ

l
半
島
〉

マ
レ
半
島
の
人
々
が
日
本
軍
の
残
虐

さ
に
つ
い
て
最
初
に
経
験
し
た
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
大
き
な
都
市
で
見
ら
れ
た
こ
と
だ

が
、
公
衆
の
面
前
で
彼
ら
が
罪
人
を
殺
す

こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
罪
人
の
首
は
、
そ
の

あ
と
公
の
場
に
さ
ら
さ
れ
た
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
は
反
日
分
子
で
あ
る
と
の
疑
い
で

数
千
人
の
中
国
人
が
海
岸
で
殺
さ
れ
た
。

日
本
の
ス
パ
イ

(
T
E
K
K
I
K
A
N
)
、

非
常
に
乱
心
し
が
ら
れ
て
い
る

K
E
M
E
T

E
-
(
箪
筈
察
)
、

T
O
K
O
(検
事
局
の
ス

パ
イ
)
、
警
察
と
軍
は
連
携
し
て
ゲ
リ
ラ
の

一
掃
に
あ
た
っ
た
。
暴
力

1
常
に
し
か
け

て
お
い
て
後
で
質
問
す
る

1
は
検
問
の
時

に
い
つ
も
使
わ
れ
る
手
段
で
、
日
本
の
暴

力
に
関
す
る
話
は
今
日
一
般
に
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
暴
力
に
あ
っ
た
人
々
の
ご
く

わ
ず
か
な
人
だ
け
が
助
か
っ
た
。
日
本
の

ス
パ
イ
の
多
く
は
国
民
の
中
に
入
り
込
み
、

人
々
に
兄
弟
判
明
戚
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う

に
ふ
る
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
不
信
の
状
況

は
あ
ら
ゆ
る
所
に
広
が
っ
た
。

(
国
史

後
期
中
等
教
育
用
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
一
九

七
五
年
版
)
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(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)
で
あ
り
「
大
京
市
川
共
栄
聞

に
は
な
ん
ら
の
繁
栄
も
な
か

っ
た
」
(
マ
レ

ー
シ
ア
)
の
で
あ
る
。

日
本
の
占
領
支
配
を
描
く
構
成
要
素
は

お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

一
、
そ
の
残
虐
性
:
:
:
公
衆
の
面
前
で
非

人
を
殺
す
、
反
日
分
子
の
虐
殺
、
強
姦
、

略
奪
、
と
に
か
く
よ
く
殴
る
こ
と

一
、
抑
民
的
な
軍
政
j
e
-
-
M
ケ
ン
ペ
イ
々
の

恐
し
さ
、
住
民
管
埋
の
た
め
の
諸
策
(
相
互

監
視
体
制
、
奉
公
会
、
婦
人
会
、
青
年
団
な

ど
の
組
織
化
等
)
、
皇
民
化
教
育
(
日
本
語

の
強
制
|

|
日
本
語
が
そ
の
ま
ま
記
述
中

に
ひ
ん
ぱ
ん
に
出
て
く
る
。

ロ
ー
ム
シ
ャ
、

ブ
タ
イ
チ
ヨ
|
、
ト
y

コ
l
、
ケ
ン
ペ
イ

タ
イ
、
フ
ジ
ン
カ
イ
、
セ
イ
ネ
ン
ダ
ン
、
テ

ン
ノ
ウ
へ
イ
カ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ

ミ
、
ダ
イ
ニ

y
ポ
ン
他
|

|
)

労
働
力
の
搾
取
:
・
・
・
数
知
れ
な
い
ロ

ー
ム
シ
ャ
の
徴
用
、
強
制
労
働
、
そ
の
取
り

扱
い
の
残
酷
さ
、
日
本
の
戦
争
の
た
め
の

労
働
力
総
動
員
体
制
の
強
化

一
、
経
済
的
搾
取
:
:
:
引
地
で
生
産
さ
れ

る
食
紐
や
資
源
を
軍
需
物
資
と
し
て
日
本

市
に
奪
わ
れ
、
地
域
経
済
が
日
本
の
市
場

の
た
め
に
丙
制
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
民
衆

の
経
済
生
活
の
破
た
ん
、
貧
側
、
と
く
に

か
飢
え
。
の
出
し
み

白
人
の
文
配
に
と

っ
て
代
わ

っ
た
同
じ

ア
ジ
ア
人
の
む
き
出
し
の
支
配
は
、
人
極

的
に
身
近
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
を
受
け

た
万
は
い

っ
そ
う
刷
折
し
た
感
情
と
強
い

反
感
を
も

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
察
せ
ら

れ
る
。

や
が
て
日
本
の
敗
戦
に
よ
る
解
放
、
そ

し
て
独
立
闘
争
へ
と
歴
史
は
進
む
。
日
本

の
占
領
の
結
果
と
し
て
、
独
立
へ
と
向
か

う
民
族
意
識
が
高
ま
っ
た
と
い
う
評
価
も

な
さ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
日
本
の
支

配
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
日
本
の
侵
略
に
対
す
る
抗
日
意
識
が
民

族
意
識
を
高
織
さ
せ
た
と
い
う
の
だ
。
そ

し
て
、

二
度
と
他
民
族
の
支
配
下
に
屈
す

る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
決
意
が
述
べ
ら

れ
て
お
わ
る
。

現
在
の
教
科
書
は
二
十
年
前
と
比
べ
て

か
日
本
の
戦
争
。
の
捕
写
の
ト

l
ン
が
落

ち
て
い
る
と
い
う
。
あ
ま
り
感
情
を
混
じ

え
ず
淡
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い

え
、
円
本
の
チ
供
た
ち
の
教
わ
る
か
戦
争
。

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
い
か
に
大
き
い
か
、
そ

の
ペ
ー
ジ
数
、
内
容
を
み
て
つ
く
づ
く
与

え
き
せ
ら
れ
る
。

戦
争
の
語
り
伝
え
は
教
科
告
だ
け
で
は

な
い
。
お
ば
あ
さ
ん
が
孫
に
「
タ
ピ
オ
カ

し
か
食
べ
ら
れ
な
か

っ
た
」
と
飢
え
の
時

代
を
語
り
、
本
伯
虐
殺
の
跡
か
ら
'
日
告
の

山
が
ム
ー
ま
た
新
た
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

決
し
て
速
い
昔
の
物
語
で
は
な
い
「
円
本

に
よ

っ
て
似
回
附
さ
れ
た
歴
史
」
を
生
々
し

く
伝
、
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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イ
ト
ル
が
つ
き
、

一
立
早
以
上
を
費
し
て
そ
が
、
そ
れ
を
信
用
す
る
の
は
と
ん
で
も
な

の
詳
細
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
各
国
領
土
へ
い
ま
ち
が
い
た
と
い
う
こ
と
が
す
く
わ
か

の
日
本
侵
入
以
前
ま
で
の
「
日
本
の
膨
張
」

っ
た
」
と
い
う
の
が
各
国
共
通
の
「
大
東

の
背
景
と
展
開
に
つ
い
て
の
説
明
は
客
観
硫
次
栄
凶
」
に
対
す
る
認
識
て
あ
る
。
歴

的
だ
が
、
い
よ
い
よ
日
本
に
自
国
が
市
領
史
教
科
書
の
中
で
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
る

さ
れ
支
配
さ
れ
た
三
年
半
(
パ
ー
ル
ハ
|
「
独
立
」
に
つ
な
が
る
で
き
ご
と
と
し
て
、

パ
ー
か
ら
日
本
降
伏
ま
で
)
の
紋
様
は
、

日
本
占
領
の
立
昧
は
小
さ
く
な
い
が
、
あ

各
国
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
で
迫
真
の
記
述
に
る
日
本
人
た
ち
が
い
ま
だ
に
言
う
よ
う
な

な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
ア
ジ
ア
諸
国
は
日
本
の
お
か
げ
で
独
立

「
日
本
は
ア
ジ
ア
の
民
衆
を
臼
人
の
圧
し
た
の
だ
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
も
の
で

政
か
ら
解
放
し
、
独
立
を
与
、
ぇ
、
ア
ジ
ア
は
決
し
て
な
か
っ
た
こ
と
を
は

っ
き
り
さ

人
に
よ
る
東
亜
の
新
秩
序
を
築
く
、
な
ど
せ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
日
本
出
領

と
美
し
い

一言
葉
を
か
か
げ
て
や
っ
て
き
た
は
我
々
の
歴
史
の
中
で
最
も
暗
い
幕
合
劇
」

、z・22ZE・g-sszzzZSEEZZEBEz--EB--z-zz-

間
以
泊
富
岡
田
ア
ジ
ア
か
ら
の
底
響
…

〈

タ

イ

の

雑

誌

「

サ

イ

ア

ム

ラ

ッ

ト

」

八

月

一

一

一

一

日

号

〉

よ

り

抜

粋

山

…

圃

圃

回

園

川

阿

州

問

回

閉

…

明
治
時
代
か
ら
経
済
力
を
も
っ
て
い
る
財
閥
ガ
今
で
も
存
在
し
て
い
る
。
名
前
ガ
変
わ
っ

山
て
も
そ
の
よ
う
な
関
係
が
ま
だ
続
い
て
い
る
。
現
在
の
日
本
政
府
は
防
衛
費
を

G
N
Pの
一
山

%
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
戸
メ
リ
力
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
ガ
軍
備
増
強
政
策
を
と
り
、
山

…
日

本

も

そ

の

気

持

に

な

っ

て

き

た

こ

と

の

あ

ら

わ

れ

で

あ

る

。

一

最
近
の
防
衛
庁
の
発
表
に
よ
る
と
「
現
在
の
日
本
人
ガ
自
分
の
経
済
利
益
を
守
る
た
め
に

…
は
軍
隊
ガ
必
要
に
な
る
L

…

…
と
い
う
。
さ
ら
に
日
本
の

i
剖判明
》
1
1
J
J
E
h
h

…

…

文

部

省

は

歴

史

教

料

蓄

を

丸

丸

山

刊

誌

い

ず

h

…

一

改

訂

す

る

だ

め

の

努

力

を

い

点

冷

丸

は

汗

‘

壮

山
し

て

い

る

。

し

か

し

、

中

ぺ

m
u
y中
山
い
ら
…

…
国

人

や

朝

鮮

人

を

た

く

さ

臨

四

醐

開

W
歯
周
溜
掴
闘

…
ん
殺
し
、
ま
芝
反
日
運
動

a'a週
掴
園
駅
対
舗
網

…
を

す

る

タ

イ

人

に

石

け

ん

ふ

止

幅

二

?

…

• 

山

水

を

飲

ま

せ

だ

と

い

う

事

園

開

臥

劃

貯

小

y
d也
草
山

一

実

は

存

在

し

て

い

る

の

で

副

司

圃

F
I
U

i

・

1

℃

tag---agh
，嗣

一
あ
る
。

M
M司
i
制

問

」

…

…

|
後
略

l

h

i

l

l

s

r

t

i

i

i

i

i

z

-

-

i

i

t

i

i

i

i

i

i

i

i

s

し

草
野
い
づ
み



集会

教
手ヰ
書
許改
さ悪
なは
む、
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正:1)=ーιよー」

報 告

ぷ
戦
争
は
あ
や
ま
ち
で
あ
っ
た
。
と
す
る

文
部
省
の

一
九
四
九
年
ま
で
の
公
式
見
解

が
、
五
二
年
の
池
間
口
パ
ー
ト
ソ
ン
会
談

の
の
ち

一
八

O
度
の
転
換
を
と
げ
、
六
三

年
に
は
家
永
教
科
書
の
検
定
不
A
n
絡
に
よ

っ
て
私
た
ち
の
目
の
前
に
は
っ
き
リ
見
え

て
き
た
。

固
定
教
科
書
に
よ
っ
て
忠
君
愛
国
を
叩

き
込
ま
れ
、
戦
争
に
参
加
し
た
世
代
の
人

間
と
し
て
は
、
今
聖
戦
。
と
か
砂
や
む
を

得
な
か
っ
た
戦
争
H

な
ど
と
し
て
浮
上
し

て
く
る
の
は
黙
視
で
き
な
い
。

八
二
年
間
月
の
N
H
K
特
集
で
教
科
書

調
査
官
の
執
偽
な
書
き
直
し
要
求
の
や
り

と
り
の
録
音
テ
|
ブ
を
聞
い
た
が
、
そ
れ

こ
そ
文
部
省
の
。
偏
向
し
た
。
思
想
に
畑
山

ざ
し
て
い
る
と
思
っ
た
。

， 
a、

司州場川 町
' .'一、 J

十由由 民坦曲出品...... ~山白I ぷJ出掛叫四世ü.i:':.白山4

伊
iろ

円

「
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
」
の
あ
り
方
に

現
在
非
常
に
魅
力
を
党
え
ま
す
。

時
代
の
批
評
や
批
判
を
す
る
人
々
は
地

加
し
て
い
ま
す
が
、
行
動
す
る
人
々
の
少

な
い
の
は
残
念
で
す
。

私
も
六
十
八
才
の
年
令
に
な
り
ま
す
が
、

今
日
迄
反
戦
テ
モ
や
水
問
題
等
で
、
地
方

裁
判
所
(
大
津
・大
阪
)
へ
よ
く
出
か
け
て

参
り
ま
し
た
。

一
番
動
き
や
す
い
私
達
年

輩
の
者
が
動
か
ね
ば
、
若
い
人
々
に
申
し

わ
け
な
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

い
つ
の
日
か
、
大
阪
の
会
只
の
方
々
と

お
円
に
か
か
り
た

い
と
忠

っ
て
い
ま
す
。

(
大
阪

M
-
K
)

「
女
た
ち
の
会
」
の
機
関
誌
三

O
冊
、「八

令
五
と
ア
ジ
ア
」
の
パ
ン
フ
二
七
冊
完
売

し
ま
し
た
。
「
女
大
学
」
の
テ

l
プ
も
、
近

頃
は
活
用
し
て
く
れ
る
人
も
ふ
え
て
、
カ

6・3
6・9

動

ヨコスカ基地比三戸

「フィリピンの火性とj1，:ti
する夕べJ シスター・メ

リージョン、 7ナンザンさ

んを p~んで

「主主と11妓守vのない111:の".を

めざす行動、 6} j J集会参加l

女大学 「アジアに見る似田内

戦争の爪あとJ(除l王l・台湾)
A:IY1j乍門会「ある火の戦守子
体験 PART 1 J 

立;たちのfI~ I.Jil r} ! ，なき 11 1/ びJ

女大学 「アジアに比るf世田作
戦争の爪あとJ(フィリピン

7 レーシア、タイ、ピルマ、

沖縄)

7・30 定例'百円会「ある久ーの戦守ト

体験、 PARTlIJ

r8 ・ 1 5 とアジア ヰíQi~ .r， ill

悼の11に反対する 」集会

アジア文イヒフォーラムと)1，
Hli 
「氏;たちは11攻守?へのj五を刀

さない 17ラソン;iii説会」

参JJn

8・27-29 夏合宿 r1ji)('f'と払たち
とアジアJ *伊豆にて

「教科，'::I::J題に抗議するdi
民の集会」参加

9 023 女大学 「なぜ判鮮人が戦犯

になったσ〉カ、」
l人li!止愛 {-氏

A:(Yリ'予沼会「イ1:11宇JI鮮人立;
性lこ予ぷ」

「絞と戦争のない111:の".を

めざす行動、lO}j J集会参/)11

「なぜ世界の半分は飢える

のか」 抗打スーザン・ジョ

ージさんを|川んで

rlO)-J行動」防!@i'市右11jjt議

デモ参加

10・28 女大学 「ジャーナリストの

戦争点任」

*-本繁止氏

「優生{公式護法改~mに反対す

る」集会参加l

女大学 「宗教者の戦'Vi'H壬」
今村嗣夫氏

定(~IJ学習会「引代帝|王I l:義」

武藤一羊氏

12・3 女大学 「戦後11.氾!と1ji)('f'勺'1
イでJ IJ ，:o:jノ';l'!I，l¥:

丘ヒ
Eヨ

(1981年 6川-11}f)

報活
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6 0 16 

、、ト・γ
教科書問題に抗議する集会

七
月
三一

O
目
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
で

の
教
科
書
検
定
に
つ
い
て
の
質
疑
を
傍
聴

す
る
。
文
部
官
僚
の
答
弁
に
は
全
く
い
ら

い
ら
さ
せ
ら
れ
た
。
な
か
で
も
長
城
議
員

(
沖
縄
選
出
)
が
住
民
虐
殺
を
検
定
で
削

づ
た
理
由
を
質
し
た
の
に
対
し
、
検
定
課

長
は
、
八
百
人
と
い
う
数
字
に
つ
い
て
確

た
る
資
料
の
提
出
が
な
か
っ
た
か
ら
と
答

え
、
県
出
先
を
も
認
め
な
い
と
い
う
答
弁
を

繰
返
し
た
の
に
は
も
う
少
し
で
川
び
山
し

そ
う
に
な
っ
て
し
ま
づ
た
。

閉
会
後

か
教
科
古
問
題
を
考
え
る
市
民

の
会
。
が
抗
議
文
を
宮
沢
官
版
長
官
に
手

波
し
た
が
、
中
国
や
純
国
の
記
者
が
カ
メ

ラ
を
廻
し
て
取
材
し
て
い
る
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
今
こ
の
時
、
各
国
民
衆
も
ま
た

大
き
な
関
心
を
も

っ
て
成
行
ぎ
を
見
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

八
月
七

U
の
砂
八
・
6

五
と
ア
ジ
ア
H

集
会
は
ア
ジ
ア
諸
凶
の
教
科
丹
を
調
べ
る

こ
と
か
ら
企
州
さ
れ
た
の
が
、

A
r
M
の
検

定
間
短
に
ぶ
つ
か
づ
て
、
い
っ
そ
う
問
題

点
が
鮮
明
に
な
っ
た
c

つ
ま
リ
、
日
本
人
の
」
映
も
と
す
ぎ
れ

ば
熱
さ
を
忘
れ
る
。
と
い
う
ひ
と
リ
ょ
が

リ
と
、
侵
略
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
氏
衆
の
、

忘
れ
た
く
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
ギ
実
の
間

メ
の
歩
み
な
が
ら
少
し
ず
つ
良
い
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
、
自
分
だ
け
で
評
価
し

て
い
ま
す
。

(
カ
ケ
の
戸
)
H

自
分
の
頭
で
考
え
、
門
分
の

け
ん
で
歩
く
よ
う
に
な
っ

た
u
|

|
影
法
川

に
お
び
、
え
な
く
な

っ
た
|

|
?

(
仙
台

K
さ
ん

今
春
、
初
め
て
「
女
大
学
」
に
出
席
し

ま
し
た
。
い
つ
も
い
つ
も
何
か
せ
ず
に
い

ら
れ
な
い
の
に
、
な
か
な
か
自
分
か
ら
チ

ャ
ン
ス
を
作
ら
な
い
の
で

女
と
し
て
生
ま
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
生

流
か
あ
る
け
れ
と
、
私
も
内
分
さ
え
よ
け

れ
ば
そ
れ
で
い
い
/
な
ん
て
、
と
う
て
い

川心
え
ま
せ
ん
。

絶
対
負
け
る
い
で
下
さ
い
。
私
も
努
力

し
て
、
も

っ
と
精
神
的
る
自
立
に
円
ざ
め

さ
す
よ
う
努
め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

(
東
京

K
-
M
)

六
川
に
波
米
し
た
折

サ
ン
フ
ラ
ン
シ

6・26
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に
深
い
議
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

八
月
二
一

自

力
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
。

は
じ
め
八
つ
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
か
教

科
書
問
題
て
文
部
省
に
抗
議
す
る
集
会
。

を
清
水
谷
公
園
て
、
五
島
さ
ん
の
司
会
て

nHけ
、

‘

与

】

日
同
μ
i
U
4
t
ハ

集
会
の
な
か
で
李
仁
反
牧
師
は
、
「
A
1

M
の
批
判
は
ア
ジ
ア
の
民
衆
の
中
か
ら
起

っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
教
科
書
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
世
相
同
公
式
参
拝
、
軍
備

増
強
、
追
悼
の
日
制
定
と
い

っ
た

一
連
の

動
き
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
支
配
者
の
書

く
歴
史
で
な
く
、
民
衆
の
あ
げ
る
戸
を
聞

く
こ
と
に
よ
っ
て
兵
実
の
歴
史
が
教
え
ら

れ
る
の
だ
」
と
話
づ
た
。

ま
た
和
山
春
樹
さ
ん
に
よ
っ
て
、
今
年ハク

八
月
a

問
日
の
東
曜
日
報
に
依
っ
た
、
朴

トゥ‘ン、
J

小
l
M
山
氏
の
。
あ
れ
ほ
ど
剣
佼
な
隣
人
、
わ

れ
ら
は
い
ま
も
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
い
う
、
日
本
と
日
本
人
を
批
判
す
る
詩

が
朗
読
さ
れ
た
。
実
に
痛
烈
な
内
容
だ
。

こ
の
あ
と
文
部
省

・
外
務
省
に
向
け
て

約
四
百
名
で
デ
モ
を
し
た
。

八
月
二
六
日
、
教
科
古
問
題
に
関
す
る

「
政
府
見
解
」
が
山
さ
れ
た
が
、
佼
略
戦

争
と
は
制
民
地
支
配
の
弊
誌
を
は
づ
き
リ
認

め
た
も
の
で
な
く
、

川
忠
な
号一
円
い
わ
け
に

過
ぎ
な
い
た
め
、

二
一

日
の
集
会
参
加
凶

体
て
は
急
濯
、
意
見
書
を
ま
と
め
、
政
府

に
抗
議
し
た
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
九
月
四
日
付

の
朝
鮮
日
報
は

H
U
本
の
市
民
が
送
っ
て

ス
コ
で
ア
ジ
ア
人
の
反
核
グ
ル
ー
プ

A
A
N
D
)
と
知
り
合
い
ま
し
た
。

「今
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
ア
ジ
ア
人
が

反
核
の
旗
の
一冗
に
結
集
し
た
の
は
歴
史
的

な
こ
と
」
と
、
彼
ら
が

μ
々
に
言
っ

て
い

ま
し
た
。
彼
ら
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
環

太
平
洋
反
核
同
盟
の
よ
う
な
市
民
組
織
を

作
れ
れ
ば
故
古
川
で
す
。

機
関
誌
ロ
口
す
の
近
藤
和
子
さ
ん
の
レ
ポ

ー
ト
の
結
び
に
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
あ

り
ま
し
た
ね
。

大
津

ー
・

M

ま
た
ま
た
優
位
保
護
法
の
改
必
が
浮
J

し
て
き
ま
し
た
。
稲
川
で
も
先
日
、
県
議

会
最
終
日
に
自
民
党
を
中
心
に
、
改
正
推

進
の
決
議
を
上
げ
る
と
い
う
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
幸
い
、
こ
れ
を
前
も
っ
て
キ
ヤ

y

チ
し
た
社
会
党
議
員
、
女
性
団
体
、
労

組
員
ら
が
駆
け
つ
け
抗
議
し
た
結
果
、
微

凶
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

戦
争
攻
撃
は
、
ハ
パ
体
的
か

つ
身
近
に
行

9・18

10・16

10・18

9・25

き
た
「
良
心
の
手
紙
?
と
題
す
る
記
事
と

し
て
掲
載
し
、
日
本
と
い
う
砂
漠
て
オ
ア

シ
ス
の
よ
う
な
正
論
を
発
見
し
た
。
た
と

え
少
数
で
あ
っ
て
も
日
本
に
こ
の
よ
う
な

立
見
が
あ
る
こ
と
は
ほ
ん
と
う
の
緯
臼
親

著
の
峨
光
た
リ
う
る
と
評
価
し
て
い
る
と

い
、っ。九
月

-
八
日
は

η

一
五
年
戦
争
開
始
の

日
に
政
府
・
文
部
省
に
抗
議
す
る
市
民
デ

モ。

。
デ
モ
に
先
立
つ
集
会
で
来
日
し
た

香
港
の
学
生
が
民
衆
同
士
の
連
帯
を
呼
び

か
け
た
。
こ
の
日
、
香
港
で
は
日
本
軍
副

主
義
に
反
対
す
る

一
万
人
集
会
が
開
か
れ

た
。
日
本
政
府
は
、
検
定
を
決
し
て
後
退

さ
せ
ま
い
と
す
る
文
部
省
を
押
し
切
れ
ず
、

対
応
は
玉
虫
色
で
信
用
で
き
な
い
。
加
え

て
か
新
聞
の
虚
報
が
凶
辱
的
な
外
交
を
と

ら
せ
た
々
と
す
る
九
一一門
論
人
や
、
砂
売
制
回
以
が

い
る
々
と
ま
で
一一
一
円
わ
せ
て
い
る
現
状
て
は
、

教
科
書
問
題
と
い
う
よ
リ
教
科
書
そ
の
も

の
さ
え
ど
う
な
る
か
、
解
決
に
近
づ
い
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア

の
同
々
か
ら
民
衆
の
ナ
マ
の
戸
が
日
本
に

ま
で
属
い
た
こ
の
半
年
を
ふ
リ
返
る
と
、
皮

肉
な
こ
と
だ
が
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

毎
日
の
新
聞
・

テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
若
者

は
教
科
書
に
は
書
い
て
な
か
っ
た
侵
略
の

事
実
を
映
像
に
よ
っ
て
知
リ
、
体
験
者
は

そ
の
重
い
口
を
開
い
て
加
害
の
歴
史
を
語

リ
は
じ
め
、
国
の
内
と
外
て
同
時
に
「
侵

略
」
を
追
体
験
し
た
と
も
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

谷

民

子

ハ
u
qtυ 

B 

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
少
し
づ
つ
で

も
つ
ぶ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い

ま
す
。
私
も
組
合
の
方
で
臨
調
、
行
革
攻

撃
と
い
か
に
闘
う
か
顕
を
悩
ま
せ
て
い
ま

す
。
お
互
い
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

(一稲
岡

S
-
M
 

こ
れ
ま
で
在
日
韓
国
人
政
治
犯
救
援
の

運
動
な
ど
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
社

会
を
変
え
た
い
と
思
い
動
い
て
い
て
も
、

確
か
な
展
望
が
見
え
ず
、
い

つ
も
何
か
し

ら
悲
観
的
な
た
め
ら
い
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。
円
以
近
に
な

って、

権
力
を
志
向
す
る

男
性
社
会
の
文
化
そ
の
も
の
の
と
ら
え
返

し
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
て
、
こ
の
凡
方

を
も

っ
と
押
し
進
め
て
い
け
ば
、
本
当
に

自
分
の
感
情
や
、
自
分
の
生
活
と

一
致
し

た
闘
い
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

と
信
じ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

-
後
略
|

(
大
阪
学
生

K
・
S
)

ーっυ

10・24

11・17

11・28

11・3
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*今回(No.13)は r8・15とアジア」を特集しました。

軍華ftの響きがだんだんと近づいてきた今日、アジアの

ます。再ひー戦争への道を歩まないために、r8・15Jが

日本人にとって何だったのか、教科書問題やアジアの

状況の報告をしております。一人ても多〈読んで下さ

るよう、友人や知人に売って下さい。

育私たちの会も発足6年目をむかえ、活動も本格化して
います。それに伴ない財政がひっ迫しております。ぜ

国々からも日本の軍事費増強に危倶の声があがってい一侵略と性を考える

1月18日(火) アメリカの軍事戦略と基地買春
沖縄・フィリピン・タイ

遠野はるひ氏新里智子氏

従軍慰安婦にされた女たち

山口明子氏豆島昌子氏

輸入される女たち

三好亙矢子氏塚本由美氏

戦争と私たちとアジアII

2月18日(金)

アーマ

ひ、機関誌を一人10冊まとめて買い、友人、知人に売

ってください。

育年閉会費は3500円です。会員には機関誌、ニュ スレ
ターを送るほか、会合のお知らせも随時しています。

勉強会にも参加できます。

*会員の申込みは下記まで

東京都渋谷区桜ケ丘14-10渋谷コープ211号

女お願い 財政がひっ迫しておりますので、まだ年会費

3500円を、振込んてない方は下記まで至急お振込み下

さL、。 ごも為力をお原買い至文します。

送付先 アジアの女たちの会

新住所 東京都渋谷区桜ケ丘14ー10渋谷コープ211号

郵便振替東京=0-46143
・連絡先が上記に変りました。よろしく/

3月16日(水)

渋谷勤労福祉会館 渋谷駅下車

500円(会員300円)午後6時半~

第7号

第8号

圃
幅
四
圏
園

女
待
ち
に
待
っ
た

h
U
「
8
・
日
と
ア
ジ

ア
」
が
出
ま
し
た
。
「
戦
争
と
私
た
ち
と
ア

ジ
ア
」
学
習
会
グ
ル
ー
プ
の
総
決
算
。
こ
れ

で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
息
長
く
続
け
て
い

き
た
い
。

(
-
-
K
)

女
運
営
委
員
会
の
シ
ス
テ
ム
も
一
年
間
た

ち
、
そ
ろ
そ
ろ
定
着
し
て
き
た
。
勉
強
会
、

集
会
に
と
忙
し
い
会
の
活
動
の
中
で
、
会

員
が
勉
強
し
た
成
果
が
こ
の
機
関
誌
日
号

で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
。

(
Y
-
T
)
 

女
日
号
い
か
が
で
し
た
か
。
右
傾
化
に
ま

け
な
い
よ
う
に
今
年
も
ガ
ン
バ
ロ

l

/

(
N
・
I
)

機関誌「アジアと女性解放」

第l号 韓国民主化関争の女たち

第2号 買春観光を許すなー/
第3号 日本企業は海外で何をしているか
第4号 アジアへの文化侵略
第5号 いま戦争責任を考える
第6号 アジアの鮪う女たち

第9号 第三世界の女と私たち 400円

第10号光州!一周年によせて 400円

第11号特集・暮らしの中のアジア 400円

第12号特集・戦争と私たちとアジア 400円
*flJは伐市iがありません

送料は l部1701'1です。郵便振符か切手代)ft(6011J切]')で申し込んでト

郵便振符車J?:O-46143

ASIAN WOMEN'S LlBERATION 
English Edition Now Available! 
No.l A針。 andWomen's Liberation 

No.2 Japanese Economic Invasion 

No.3 Prostitution Tourism 

No.4 Asian Women in Struggle 

No.5 Blown by The Winds of Asia 
Pric巴 Inside]apan No.l ￥300， 
NO.2 ， No. 3一￥400

Address(for Order): 
Asian W omen's Association 
Poste Restente Miyamasuzaka Post Office 
Shibuya.ku， Tokyo， ]apan 

300円*

300円肯

300円*

300円貴

300円*

400円

300円*

400F1J* 

戸斤

費

次と国籍

続・買春観光を許すなY

力日

場

参

あ
な
た
は
損
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
ー

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
o
a
A

定
価
八

O
O同

国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け

と
し
て
行
動
を
起
す
女
た
ち
の
会
著

中
島
通
子
監
修

い
ま
パ

l
卜
で
働
い
て
い
る
あ
な
た
、

】
』
れ
か
ら
パ

l
ト
で
働
こ
う
と
し
て
い

る
あ
な
た
に
必
読
の
本
で
す
。

職
場
の
問
題
や
人
間
関
係
の
な
や
み
な

ど
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
や
さ
し
く

解
説
し
て
お
り
ま
す
。

東京都新宿区市谷薬王寺町26
電話 03(341) 9 1 3 1 (代)学陽書房

開
岡
四
団
出

各キ習

哩i聖
女色著
富性層

iEJ 

-
第
七
号
(
復
刊
四
号
〉
一
二
O
O円

特
集
・
女
た
ち
の
十
二
月
八
日

p

・
座
談
会
女
芝
ち
の
十
二
月
八
回
一
M
M

・
痩
わ
れ
芝
民
族
感
情
/
水
沢
耶
寸
配

奈
・
買
溜
に
情
熱
を
注
い
だ
田
/

4
日

関
干
枝
子
・
H

な
お
み
H

か
ら
H
節

目

ベ

子
H

に
/
半
田
芝
つ
子
・
骨
肉
の
世
間

情
/
山
代
巴
・
そ
の
頃
わ
だ
し
は
曙
榊

・
食
の
共
同
鈎
想
/
鈴
木
ス
ム
子
和
制

・
ト
ン
ト
ン
ト
ン
カ
ラ
リ
と
隣
組
畑
出

/
加
藤
朱
美
・
統
合
と
抵
抗
/
加
島
…

納
実
紀
代
・
沈
黙
の
中
の
戦
時
/
宰
惜

大
宮
み
ゆ
き
・
教
科
書
は
「
神
聖
し
腕
一
時

な
も
の
だ
つ
だ
/
小
園
優
子
・
歌
横
田

い
つ
ぐ
と
い
う
こ
と
/
三
上
由
紀
一
泊

子
・
大
迫
倫
子
の
『
娘
時
代
』
と
私
幻
必

/
椿
芳
子
・
田
だ
ち
の
衣
生
活
/
桁
船

む
ら
き
数
子

1
ぺ
匪
売
編
発

ト銃後史ノ
第
六
号
(
復
刊
三
号
)

可
紀
元
二
平
六
百
年
」
の
女
だ
ち


